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正 誤 表

J¥ n 一 ン 行 誤 正

1 0 上から 16 Mg M只

1 2 上から 17 Fe": Fe o
• 

1 2 上から 18 Af Af 
1 3 下から 1 合石膏・食塩泉 合石官一食塩泉

1 4 下から 15 S 2 03' S 2 03" 

2 3 下から 3 1 4 4.4 1 1 4" 4 

2 4 下から 16 HC03" H C03' 

2 4 下から 15 S20 γ S 2 0 3" 

4 1 下から 16 原生省 厚生省

4 1 下カ〉ら 3 ジエチル ジエチル

4 2 上から 3 超える 越える

4 4 表 1 あいなめ銅(O. 16'"'-'38 ) ( O. 16'"'-'0.38 ) 

5 3 下カ〉ら 6 C 13 S t 0 C kh 0 1 m Cs Stockholm 
5 7 上から 14 Cl.Capitoval-l ike CLcapitovalー 1i k e I 

5 9 上から 2 1 2 1 3 

5 9 I二から 14 1 2 1 3 

9 3 ドから 4 1 9 7 1年に 8株 1 9 7 2年に 8株

11 11 1 9 7 1年の浸襲 1 972年場浸襲

/ノ ドから 2 197 1年 J乙かつて 1 9 7 2年にかつて

9 6 仁から 10 1 0のlIll清研 1 0の血市刑

136 仁から 6 子Eヨ3ー 4旺
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岐概要-

上沿 革

青J7手県南生研究所は、昭和 24年に開設されて以来、{呆健街生i乙関宇るiiit験研究機関として、細雨、

ウつルミ、医薬品、食品、添加物および上ト:*等の試験研究をnない、県民の健療保全i乙寄与じて (¥h

る。

また有害物質のPCB、残留農薬、重金属等については、検査技術の向上を図ると共にMf究施設

の整備を凶句、もって県民の健療と生活環境の浄化を推進したし 10

2. 組 織 および分掌事務

~1i]， 

パ瓦瓦瓦卜1 庶務l乙関する乙と。

2. 統計報告に関すること。

1. 病原となる細菌、原虫および真菌ω試験研究l乙捕すること。

2. 病原となるウイル λ及びリケッチヤの試験研究i乙関する乙と。

3. 血病学的試験耐究l乙闘すること。

4. 環境儒生i乙保る微生物的試験研究t乙関すること。

食品衛生に係る微生物学的試験研究に関すること。

6. 寄生虫及び両生動吻の試威掛究l乙関すること。

7. 臨床病理の品験研究に関すること。

8. 微生吻学的試験ω技術福導l乙日目すること。

9. 実験動物の飼育に関すること。

L理化学課ト1 医薬品一一吋吋すること

2. 飲食物及び添加物の試験検査に関すること。

3. 食品謡具器材の試験後査に関すること。

4. 温泉および鉱呆の試験検査に関すること。

5. 飲料水の誠験検査に闘すること。

6. その他理化学的 t試験調査および掛究l乙訪日すること。

7. 理化学的試験の技術指導I乙関すること o

8. 生活労働環境l乙損する調査研究l乙倒すること。

9. 下水、し尿消化槽、浄化槽等の汚水の試験@f究に出すること。

一 1ー



3. 職員の配置 S 5 1. 3. 3 1 
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4 試験検査実績
検査件数調

組 ウイケl)!l結 I性 l寄|食 I ド 7占 水

質
ノッ 弓ミ中

t 

3，薗忌9Jチア3 核 病 虫毒
水 帰 壌

6 i i 2，0811 225 1 1 62 13， 514 239 907 632 

203 225 14， 574 62 256 I 

トー

'5，945 6，476 O 2， 081 225 2 1418 ω61  442 1. 132 15，206 62 256 

依 頼、 3，078 53 175 1， 768 214 ! 46 i 236 237 24 175 296 8 

49 イ7 政 130 1 179 27 1， 913 18 357 

3.208 54 175 1. 768 214 46 415 264 24 175 2，209 26 357 I 

依 事員 2，336 634 2，455 120 8 134 249 13 294 192 

50 イゴ 政 4，25212，149 221 35 2，519 63 154 

長十 6，588 2，783l 。2，455 120 8 355 284 13 294 2，711 63 154 
N.， 
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il W司金仕}トフ己

青森県の温泉について

桶 i司幾代小林英

杖 山 由 美 子 渡辺幸-{

田沢恵、

本県においては、数年rliJから温泉ωl銅発が盛んとなり、:"11車I生研究所℃は年間約 30件の温呆中分析f?x

平fiがある。今l且著者らは、青森県街生研究所報A.1 1の記載に引続き、 1973年から 1976年3月ま

でω既に同発き札Tこ温泉と新しく発見された温泉ω計86 誌について温尿中分析を実施し、温泉の分。

と呆賃等を分詞すると I上 l乙、これら品1Jl.~ミ ω特徴についてお干の知見を得たωで報告する。

1. 分析方法

分析は主として拡泉中分析法に従い、一部の項目については他の試験法を採用した。

泉国、湧出量、 PH (!勇I:U時)、遊離炭酸、ヒドロ炭酸は現地で、その他のものは前処珂ω上試

験室℃分析した。

(1) p t-I :比白法ならびに;ザうスFZi極 PH計(1::1立掘場製)

匂)呆酎:;J<~待状温度計

(3) C 0 2 O. 1 N ;1'(円安化ブトリウム校病定による容量法

(4)H C 03 0.1 N 塩酸溶液による容量法

- J --



(5)比重:ライシ Tウエル氏比重瓶を用い、 2OOCで測定し 4
00における牒準状態に換算

(6)N a ， K :宍法(コールマン炎光光度計)

(7)N H4 .干、スラー;式械による比色法

(8) C a， M g : E D r A滴定法

(9) F e 0ー フェナントロリンによる比色伝よ

(10) A e :センダクロム Ae法

111lM n 過ヨウ素酸カリウムによる比色法

(12) C u， P b， H r; 原子吸光法

(13) C e :モール法

(1羽S04 :重量法

(15) S 2 0 3 チオシアン酸アンモニウム液滴定による容量法

(16)H P 04 モリブデンブルー法による比色法

11甘AS02 ゲツアイトi去

(18lH 2 S i 03 重量法

U9) H B 0 2 クルクミンエタノール試液による比色法

制 H2 S チオ硫酸ナトリウム液滴定による容量法

2. 成績

(1) 源泉分布

8 6源泉の分布はl当1の通りである。

百森市 15泉、弘前市を中心』乙津軽‘帯 32泉、黒石温泉郷 6泉、三沢市、十和田市、八戸市方

面22泉、下北 11呆、合計 86泉である。

(訪呆温による分類(表 1) 

下北郡風間浦村の 94.5 'Cを最高に、 42'C以上の高温泉が 52.30/0を占め、次いで、 34--

4 2"C未満の温泉が 24.5%、 25---3 4T未満の微温泉が 15.1 %、 2500未満の冷鉱泉が 8.1

%となっている口

(3) 浸透圧による分類(表2 ) 

浸透圧からみるとほとんどが固形物総量 8r;未満ω低張泉で、 89.6%を占める。次いで、高張

呆が8.1%でその大半が食塩泉-eある。

性) P H による分類(表 3) 

P H 7. 5 "-9. 0未満のもの 52泉 60.4%、PtI 6. 0 "-7. 5ね苗のもの 27泉 31. 4 %で、大多

数中性から弱アル川崎闘にある。また PH 2. 0 "-4. 0械 の も の 5泉 5.8%、PH 2.0未満の

もの 1泉1.2%で、酸性皮ぴ強酸性の温泉は、青森市と下北郡にみられる。

(5) 索張度による分類(表 4) 

単純泉、食塩泉が多いため楼和↑生鉱泉が 73泉 84.9%を占め、硫黄泉、酸性呆などの緊張性拡

最は 13泉15.1%T~ ある。
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泉自による分野(衣 5) (θ 

こ U)~~ つ 0) !;~L買で子~-:j1O)刊11架からみる眠り、単純宗と食!もi泉が詐々 31呆 36. 0 \~/~1 と l~ù 政℃、

6見t7. 0 e;O ( /;;.っていう c、ド故を:Jl (j) T l i 7)とI~べ J い。その1也、研葉泉お呆 9.3 u/;.i、

ttA尿斗，Jj-析表(表 6 ) 

8 6 wj、京 0)分析 ju'U土表 G(こ/\，じて去}る合市部にまとめ、核査 ~r: 月比 111ft ~乙掲散し T二

め

1 9 I 3年から 19 7 6年3月ま℃に行った古森県内のお 6 与えにつL¥てO)tlIltr:Pi.pイ:.}ffi:(7)

'
P
L
 

ま3. 

なま

とめたので報告する。

泉温;こよる分類では高温泉が 52.3%と過半数を占め、浸透圧による分類ーじは低張泉が 89. 6 ~é，と

P H-eは中性と弱アルカリ範囲 i乙集中している。また泉質では単純泉と食ι:宗治:[自民

この二泉質で全体の 720/0を占めるo

丘剥的l乙多l"o

ずづで、

献文4. 

原子昭ほか:青森県の源泉(1)包)

青森県衛生研究所報46:3(1962)

原子昭ほか:青森県の温呆cu!)(2) 

青森県街生研究所報.4o:10(1970)

IJIj本英ーほか;青森県の温泉について

育科県f需生研究所報1o:11 (1973) 

鉱泉試験法;停I生試験法仕解， 日本薬学会;tiffl，

。)

金lfi~ 出版株式会社 (1970)、、.，ノA唾/，‘、、
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表1. 泉温によるサ類
泉 数 白 分率 (% ) 

f ゾIヘF ~Á 泉| 2 5"C jと満のもの 7 8. 1 

1執 ihi¥. オドヰt 2 5"C "-3 4 "C 11 1 3 1 5.1 

ィth民f 小広司二 3 4 "C...... 4 2"C 11 2 1 2 4.5 

aE3 司 温 長| 42"C 以上のもの 4 5 5 2. 3 

8 6 1 0 0.0 

表 2. 浸透圧による分類
泉 数 百 分率 ( fYo ) 

低張 泉!同形物総量が泉水 1Kq中 89*恥もの 7 7 8 9. 6 

等張 11 89---109 11 2 2.3 

1EE3 司 ?長 11 1 0 9以上のもの 7 8. 1 

百十 8 6 1 0 O. 0 
..... 

表 3. P H による分類
泉 数出分率 (~n ) 

強 略 性lPH20 怖のもの 1 

酸 性 11 2.0 '""'" 4.0 11 5 1____ ____~~_ J 
弱酸性 11 4. 0 "-6. 0 11 0 I 0 

一一←← ー|

中 性 11 6. 0 ""-' 7. 5 11 2 7 3 1. 4 
トー一一一

おアレカリ性 ρ7.5"，-， 90 p t 52  604 

アレカ]性 11 9.0 んのもの 1l  12 

計 86 1  0 O. 0 

表 4. 緊張度による分類
泉 数 両分率 (% ) 

単純泉，食塩泉，重曹泉
7 3 8 4. 9 緩和性鉱泉

硫酸塩泉，放射能泉

酸性泉，硫黄泉，単純炭酸泉
緊張性鉱泉

シヲウパン示，緑パン泉，重炭酸土類泉
1 5.1 

1 U O. 0 

-6-



表 5. 泉質による分類

泉 質 泉 数 lヨ 分 率 (% ) 

単. 純 呆 3 1 3 6.0 

単純炭時 泉 。 O 

重炭酸!二類呆 3 3. 5 

豆; 荷主j 泉 O 。
食 fJj仁3I1 アにTゴイ 3 1 3 6.0 

硫酸塩 泉 6 7.0 

鉄 泉 O O 

ミョウパン，UA 1 1.2 

硫 w 呆 8 9.3 

酸 N: ノ~又1 1 1.2 

放射能 オt壬3t 。 。
冷 鉱 *- 5 5. 8 

8 6 1 0 O. () 



表 6 温泉中分析友
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却

4
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酸

耐
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材名

目
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所

日

℃

分

後

宰

)

匂

名
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/

験

。

4

/

泉

温

r直
試

/

呼

岬

ほ

。

加

名

月

間

主

里

駅

一

昨

泉

出

物

ノ
』
J

E
H凡

温

場

年

比

両

ロH

Catioo 

H" 

K" 

N♂ 

NHt 

Tl1ff 

25.20 

10. 99 

74.51 

0.100 

320.0 

150.6 

165.0 

323. 0 

5.750 

3.00。

Ca ・・
M9... 

F e ... 
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C U --
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37.91 

「五誰成
H2Si03 

HB02 
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H2S 

H 2 S04 

HA S 02 

1. 421 
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4.585 

mvae Imvae% 
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0.2811 

3.240 
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青森温泉 ( 2号 ) 沖舘温泉(2号泉) 駒込温泉 (深沢温泉)

深沢712 青森市大字戸山字荒井 23 青森市文字石江字富田 66-4 青森市大字駒込字深沢 18

-2  5 O. 3. 2 0 5 O. 5. 1 6 5 O. 8. 8. 

4 5 ( 9.5 ) 4 4 ( 1 8 ) 31.5(23) 

210 6 0 0 

7.4 7.6 7.2 

8. 2 7.6 8 7. 6 1 

1.0006 0.9 9 8 5 0.9 9 8 4 

2 6 7 1. 9 1 8.9 3 9 4. 4 

mva抑制 1llfJ mvae mva{i% mfJ mvap mv ap~ mfJ 判明

6.61 2.817 0.0721 0.18 10.93 O. 2796 0.1398 2. 23 

47.67 197. 3 8.579 21.76 231. 9 10.08 72.45 1 45. 46 1. 977 31. 59 

O. 03 5.192 0.2878 4.60 

25.95 592. 4 29.56 74.99 53.52 2.671 19.20 51. 92 2.591 41. 40 

19.48 14.59 1. 200 3.04 10.68 0.8783 6.31 15.04 1. 237 19.76 

0.13 0.100 0.0036 0.01 0.040 I 0.0014 0.01 0.319 0.0114 0.18 

0.04 0.080 0.0089 O. 02 0.021 0.0023 0.02 0.125 0.0139 0.22 

0.09 0.00 0.025 0.0009 O. 02 

0.00 0.006 1 0.0002 0.00 0.002 0.0001 0.00 0.003 0.0001 0.01 

100.00 807. 3 
1
39.42 100.00 i 3町.1 13.91 123. 5 6. 259 100. 00 

一時 lwE
vaf%1 1llfJ mva{i Imvae% 

9.12i 70.96 2.001 

66. 5811820. 137.89 3.67 1 159. 0 1 3.310 1 52. 95 

0.03 一一 O. 00 1 1. 271 1 O. 0003 1 O. 00 

24.271 12.17 I 0.1994 14. 24 I 164. 0 I 2.688 I 43. 00 

一一一一

11|1000000000O || l 002700016 

0.00 0.008 00071000041 O. 01 

0007100001 0.00 I 0.003 0.0000 0.00 0.342 1 0.0032 O. 05 

1903. 1 40.09 100.00 1 553.3 113.99 100. 00 1 333. 5 6.252 1 100.00 

n甲 mfJ mfJ 
42.92 86.42 42.83 

3.496 6.989 3.646 

8.849 

93.41 55.33 

2757. 「二車 953.8 512.3 

合と伯 七骨泉 組 泉 ni. 可自 呆
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90.75 -1 O.330! 0.0183 

3. 13 I 6υ8 3.233 
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2.50 59.96 4.931 26.631 5.2831 0.1345 

O. 09 O. 800 0.0286 O. 16 I 0.091 I 0.0033 

0.02 0.089 0.0099 O. 05 i 0島 046I 0.0051 
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100.00 369.8 18. 51 2972. 133.3 
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温泉名(源泉名) 袴同温泉 鷹揚園温泉 総ケ丘温泉(緑ケ丘

弘前庁汰字堅田字神田378， 379 弘前市大字旭ケ丘二 i
年月日 S4 9.8.8 4 9. 9. 1 9 -1 51.3. 18 

:社 frni(気iizγCI 33 (25) 3 6 ( 2 2 ) 4 1. 5 ( 8 ) 

if 「H 呈 e/分 50 0 8 0 5 0 

[tJ: 後 7.4 7. 4 7.4 

H 試験室 7. 9 7. 6 7. 8 

七七 重 (20
v
/ 4 v) 1.0004 1.003 7 1.0046 

r ~f i1形物総量 。~fI /K9 2 6 0 6. 7 3 6 3. 8 5 7 4. 

Cation mg mva f mvaP% Illg mva P mvaf% 1刃g mvaf 
同一

H 

K 37.14 O. 9500 2. 23 125.1 3.200 2. 58 36.33 0.9293 

Na 914. 1 39.75 93.37 2691. 117.0 94.26 3257. 141. 6 

NH4' 2.100 0.1164 O. 27 0.450 0.0249 O. 02 7.334 0.4065 
.. 

Ca 20.00 0.9980 2. 35 64.50 3.219 2.59 72. 33 3.609 

Mrte
• 8.748 0.7194 I 1. 69 7.472 0.6145 O. 50 29.29 2.409 

。.
Fe 0.260 0.0093 O. 02 1. 640 0.0587 O. 05 1. 005 0.0360 

A{!"O。 0.217 0.0241 0.06 0.032 0.0036 0.00 O. 156 0.0174 

Mn'。 0.110 0.0040 O. 01 0.047 0.0017 O. 00 0.146 0.0053 
Cu'。 0.004 

00001rと1|mv20 a 000 

0.060 0.0019 0.00 

Pb'。
。.

tI~ 

計 982.7 42. 57 100. 00 2890. 1124. 1 100.00 3404， 149.0 

Anion 

一十 Z16

ηtva P I mv a p~ mg 明 vaP mv ae~ mg mvaf 

Ce' 37. 12 86. 27 4148. 117.0 94.35 4951. 139. 6 

O. 9~:.4 0.0502 

S04" 16. 50 0.3435 O. 80 0.824 0.0172 O. 01 219. 1 4.561 

tIP04 .， O. 206 0.0043 0.01 O. 467 0.0097 0.01 0.085 0.0018 

HC03' 339. 2 5.559 12. 92 426. 7 6. 977 5.63 305.6 5.008 

S 203' 

OH' O. 014 0.0008 O. 00 0.007 0.0004 O. 00 0.011 O. 00061 

AsO 2' 0.001 0.0000 0.00 

HS04 " 

計 1672. 43.03 100. 00 4575. 124.0 100. 00 5477. 149. 2 

遊 離 成 分 η甲 mg ll1fJ 

H2 S i 0 3 128. 1 125.3 57.46 

HB02 21.28 58. 43 64.05 

C02 

H2S 5.564 

H2 S04 

HAs02 

計 155.4 183. 7 127.1 

川ν~、 J十 mg 2810. 7649. 9008. 

質 オせ 食 塩 泉 組 食 塩 泉 合侃化水素ー食珪謀
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ホテル) I 竹 の 品 | 青荷温泉(内風巴)

目6紺由 I，l，長石市大字通子ω木三矧[l!1129-1 I黒石市括判Ifrfi字青前沢滝ノ上
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0.9 9 8 6 

3 1 6.5 
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0.621 0.762 0.0195 1. 07 2.424 

95.03 21. 96 0.9549 I 52.40 i 78.19 

0.27 

2. 42 11. 60 0.5788 31. 76 14.40 
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一 H19: 

74. 70 

0.567 

mg: 

57.24 

11. 63 

2.216 

75.27 71. 09 
一一寸一

+ 
214. 8 

，p. 純 泉

1. 43 

78.58 

16.61 

1. 85 

O. 07 

1. 46 

0.00 

O. 0。

青荷温泉(熱の楊)

黒石市人宇ii村市字青前沢滝ノ上

4 9.7. 8 1 --7 

4 5 (2 0.5 ) 

7 5 

7. 4 

7. 7 

0.9 9 9 0 

3 1 8.8 

W7va1klf% 
唱昼間四・

2.346 I 0..0600 ¥ 1. 36 

78191840077OS 

14.40 0.7186 16. 29 

0.972 0.0799 1. 81 

1. 386 0.1542 3. 49 

0.002 。白 0001 O. 00 

0.002 0.0001 。‘ 00

100. 00 97.30 100. 00 

mvaP% H噌 η1va e mvaP% 
45.54 71. 62 2.020 44.26 

34. 88 74. 63 1. 554 34.05 

0.17 0.214 。‘ 0045 O. 10 

19. 32 59.86 0.9810 21. 50 

0.009 0.0005 O. 01 

0.08 0.400 0.0037 0.08 

100. 00 206. 7 4.564 100. 00 

mg: 
63.52 

12. 09 

2.219 

367.7 

tti.純泉

77.83 

381. 8 

単純呆

1 5. 



呆名 (dl!見Li5)j ti出J温良(語:f!11ゆ)

pJ[ !~t:{石市荒一件li市宇都trð;持;ノと

54 9. 7.8 1-7 

<1 6.5 (2 O. 5 ) 

月 u
温(司五五 )'C

t:t ~ i三 f ノ分

佐

試験主

重(20/4 ) 

r~~ 形物総量 mfl /Kq 

7 5 

7. 4 

7. 7 

0.9 9 8 5 

31 5.4 

一色」竺判明va叫C礼 i00  

H' 

K 

Na' 

NH4' 

Ca 

Mn・e

Fe 

Aeoo。

2. 346 

79.11 

0.0600 

3.440 

1. 33 

76‘ 03 

0.7186 

0.0799 

15.88 

1.77 

2.030 O. 2258 1. 99 

、、
'
B
E
J
 

a
F
 

S203円

OH' 。‘ 009 I 0.0005 0.01 

! 大}i¥県嵐長(大JII崩温泉)I温湯温泉( 3号泉)

!黒石市大ご字大1111原宇高森下9 黒石市大浮描窃字母告

5 O. 9. 8 ~J O. 1 O. 2 2 

4 7 (2 3.5 ) 6 0 (1 J 

3 4 5 0 0 

8.0 7.6 

H帯 I mva f I mv a f竺 m~ 

8.0 5 

0.9 9 9 5 

1 1 7 6. 

ηlva e 
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16. 64 

0.0183 
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4.03 1 26.75 1 1. 335 1 11. 20 1 9.582 I 0.4781 1 23.62' 2.608 1 0.13011 2.64 

0.54 1 1.213 1 0.0附 08448510398911971omlOM361088 

0.11 1 0.130 1 0.0047 1 0.04 1 0.499 1 0.0179 1 0.89 1 0.216 0.00771 0.16 

0.03 I 0.110 1 0.0122 I 0.10 1 0.022 I 0.0024 1 O. 12 I 0.038 I 0.0042 I 0.09 

O. 00 I O. 025 I 0.0009 I O. 01 I 0.065 I 0.0024 I O. 12 I 0.004 1 O. 0001 I O. 00 

O. 00 I O. 001 1 0.0000 1 O. 00 I O. 007 I O. 0002 I O. 00 I O. 009 O. 0003 i O. 01 

-1 O. 004 1 O. 0000 1 O. 00 

一一一一

100.00 1271.8 111位 0.00 1 41.52 1 2制 100加国 s 山 1~ I ~ 1_0~'~~l~ 
mvafo 句作1vae I mv ae~ mgmva e I mv a e% I 惇 mvaflevae%

56_ 48 1254.8 7.186 1 60.00 1 12.74 1 0.3593 1 17. 37 1 82.03 1 2.314 1 46.92 

1. 91 I ~，，:. ~97 i ~似6 1 0.79 I 

34. 85 1182. 4 I B.797 I 31. 70 I 9. 259 I~' ~::~ I ~.~: I 2~.?~ A I~' ;~:~ I 9. 31 
一一一1.120 10.0233 I 1.13 I 0.144 10.0030 I 0.06 I 

6.70 1 54.65 1 0.8956 1 7.48 91. 08 1 1. 493 I 72.16 1131. 5 1 2.155 1 43.70 

一 一 一 一一一一一 一 一

O. 03 1 O. 008 O.ω05 1 0.00 1 O. 008 1 0.0005 1 O. 02 1 O. 005 1 0.0003 1 0.01 

0.03 1 0.342 I 0.0032 1 0.03 1 0.003 10.0000 I 0.00 1 

一一一一一一一一一一

100. 00494.0 111.98 I 100.00 1 114. 2 1 2.069 I 1ω.00 1235.7 14.932 1 100. 00 

mp mfIザ
72.66 1 95.17 1 45.49 

2.964 I 1.519 I 1.560 

t r I t r 

0.004 

7662 I 9669 I I 47. 05 

4 土 396.3 
単 純泉 i?? 耳、呆 単純泉

5 O. 1 1. 2 8 

4 8 (1 0 ) 

5 O. 5. 1 4 

2 4.8 (1 7 ) 

4 8. 4首 10 

る 4 (1 4 ) 

7. 5 

。9 8 1 

7.7 2 

0.9 9 8 1 
8.9 8 

0.998 7 

7.7 0 

--2 5-



高t 〆~手Iすt 名(源泉名) 1¥1i温泉 (J/五2) 高舘温泉(一号井) 河原木温泉

r9T 
八戸市大字1可版本字北四 八，司市大主主市川町字尻引堤沢 八戸市大字河原木

22ー 7I 12-2 字長沼11--1

n 日 4 8. 4‘ 1 0 S 4 9.1 0.2 5 5 O. 1 1. 2 0 

/1<- 1&1 (司1昆)C 3 2 ( 14) 3 3.5 ( 23) 3 4 ( 1 0 ) 

J等F二1主. P/分 1 0 0 0 2 4 0 130 

直後 i 7. 5 7. 4 8. 3 
PH  

試験室 8.9 5 8. 6 8.6 0 

重(20ケ 40) 0.9 9 8 4 0.999 7 0.9 9 9 2 

i 11{，jjr~吻総量 勾 /K$l 2 2 8.9 1 9 4 3. 4 8 2‘6 

Cation mg mvaP mvaP% mg mvae ηtvaP% mc; mvae 
十一

H
O 一 一

K 1. 600 O. 0409 1. 59 18.77 O. 4801 1. 49 2.149 0.0550 

Na。 57.50 2. 500 97. 01 712.9 31. 00 96. 05 187. 3 8. 145 

NH4 0.040 0.0022 O. 08 0.100 0.0055 O. 02 0.165 0.0091 

Ca ・a 9. 600 O. 4790 1. 48 O. 799 0.0399 
。。

0.131 0.0108 O. 42 3.645 M9 0.2998 O. 93 O. 486 0.0400 
.0 

O. 224 O. 0080 0.31 0.170 0.0061 O. 02 r 面r、U 0.050 0.0018 

Ae・O' O. 132 0.0147 O. 57 O. 020 0.0022 0.00 0.110 0.0122 

Mn" 0.002 O.∞01 O. 00 O. 065 0.0024 0.01 

Cu 
。@

0.013 O.ω04 0.02 。旬。03 0.0001 0.00 0.008 0.0003 
'd 

Pb 0.023 0.0002 
. . 

H9 

59. 64 2. 577 100. 00 745.3 32.28 100.00 191. 1 8.304 

Anion mc; mvae mvaE% mg mvaE 明 vaC% mc; mv a e 
ce' 6. 8~3 O. 1944 7. 54 638.2 18.00 55.29 113.4 3.198 

F' O. 899 0.0473 

S04" 12. 05 O. 2509 9.73 188.2 3.918 12.03 80.18 1. 669 

HP04" 1.008 0.0210 0.82 0.317 O. 0066 0.02 0.464 0.0097 

日C03' 128.8 2.111 81. 90 648.5 10. 63 3.388 

S 203' 一

OH' O. 005 0.0003 0.01 O. 068 O. 0040 O. 01 0.068 O. 0040 

AS02' 0.003 0.0000 0.00 0.006 0.0001 

HSO.t" 

計 148.8 2.578 100. 00 1475. 32.56 100.00 401.7 8.316 

遊 離 成 分 1噌 mf! mf! 

H 2 S i U3 114.7 119.2 53.25 

HB02 O. 640 10. 04 5.236 

C02 

H23 

H2304 

HAs02 O. 004 

計 115.3 129.2 58.49 

総 mg 323. 7 2350. 651.3 

泉 質 単 純 泉 合重曹-弱食塩泉 単 純 泉

G
りつ“



(月山陽) I 八 I孔(みどり制以) 一 d-( ili 泉 三沢温泉(浜温泉)

八f-l市大手類家事玄中寺下 三沢市大字了二沢宇淋代平 三沢市大字二沢字国ð~
10-20 116 -29 41---32 

5 0.1 2.15 4 8.1 O. 8 5 0.5.9 

2 8 ( 5 ) 4 3 ( 2 0 ) 4 3 ( 14) 

2 0 0 417 5 0 0 

6.9 0 7. 4 7. 8 

7.2 6 8.9 1 9.0 0 

0.9 9 9 5 0_ 9 9 8 7 0.9 9 8 7 

1 1 7 7. 4 7 1. 3 2 6 9.3 

ηlvaのも mg mva e mvaf% 万平 mv a e mv ae~も

時521232i清0|11O2 0 mv a F 

ηlVλ egも

O. 66 17.00 0.4348 2.15 6.412 0.. 1640 2. 92 2.226 10.0569 2. 47 

98. 10 321. 8 13. 99 69. 11 121. 7 5.292 94.27 5 Q. 53 I 2. 197 95. 34 

0.11 O. 620 0.0344 O. 17 O. 040 O. 0022 0.04 0.120 0.0067 0.29 

O. 48 62. 97 3.142 15.52 1. 600 0.0798 1. 42 

O. 48 31. 57 2.596 12.82 0.729 0.0600 1. 07 0.485 O. 0399 1. 73 

O. 02 0.440 O. 0158 O. 08 0.272 0.0097 0.17 0.040 0.0014 O. 06 

O. 15 0.070 0.0078 0.04 O. 038 0.0042 O. 07 0.013 O. 0014 O. 06 

一 0.600 0.0218 0.11 O. 045 0.0016 O. 03 0.030 0.0011 O. 05 

O. 00 0.003 O. 0∞1 O. 00 0.013 0.0004 0.01 0.002 O. 0001 0.00 

U.OO O. 003 0.0000 0.00 

100.00 435.1 20.24 100. 00 1δ0.8 5.614 100. 00 53. 4忌 2. 305 100. 00 

mv a 8>/0 Jllfj mvaf mvae% mg mvae mvae% 呼 mvae mvat?% 
38.45 496. 1 13.99 69. 11 119.9 3.382 59. 58 9.207 O. 2597 11.28 

0.57 。布。 0.0184 O. 09 

20. 07 155. 5 3.237 15. 99 21. 32 O. 4439 7.82 18. 88 0.3931 17.08 

0.12 O. 396 O. 0083 O. 04 1.641 O. 0342 O. 60 2. 200 O. 0458 1. 99 

40.74 182.4 2. 989 14.77 110. 4 1. 809 31. 86 97.21 1.593 69.21 

O. 05 0.003 0.0002 0.00 O. 136 I O. 0080 0.14 0.170 0.0100 O. 44 

0.00 O. 007 0.0001 O. 00 O. 004 0.0000 O. 00 0.013 0.0001 O. 00 

100.00 834.8 20.24 100.00 253.4 5.677 100.00 127.7 2.302 1ω.00 

ll1fj mg ll1fj 

36.38 180.6 165.1 

1. 205 1. 370 

8. 859 

45.24 181. 8 166. 5 
一 一-

1315. 566.0 347.6 

~~ 食 塩 泉 !耗 組 菜 単 純 泉

ーー 27-



11: t(~ 1Tul * 壁良 d(温泉 i 臼温泉名(源泉名)| 説的温泉 (ゲづーンタンド 油の端温水

場 明十和田市大~ニ二本木字情白 十和田市大字米国字壁良沢 3 上北郡上北町大字
46-7 大浦字境σ)f，H-3

月日 49. 1 1. 2 7 S 5 O. 2. 2 0 4 9. 8. 9 

泉 温(気品).'~ I 4 6 (1 1 ) 3:3 (4) 5 2 • ~ : 0.: ) 
!f吟 tH 量 f/分14OO 30 O 12O O 

l直後 7. 4 7. 6 7. 4 
PH 

試験主 8.2 8.6 4 8.0 

i七， 重 (20デ 40) 1 1. 0 0 1 6 O. 9 9 9 0 0.9 9 9 3 

iヨ恋物総量 nF/Kg 4 6 9 5. 7 2 6. 0 1 4 6 3. 

Cation mgmv  a e I mv a r%1 mgmvaelmva r%1 mgrnv  a e 
H" 一 一一
K' 1 39. 10 1 1.α)0 1 1. 33 1 5. 273 1 O. 1349 1 1. 28 1 19. 55 1 O. 5000 

Na ・ 1541.167.00 1 88.92 1229.7 1 9.988 I 95.30 1487.5 121.20 

NH4 - 1 O. 833 1 O. 0462 1 O. 06 1 O. 155 1 0.0086 1 O. 08 1 O. 105 I 0.0058 
Ca

OO 

1128.0 16.387 1 8.48 1 3.19710.1595 i 1.52111.20 10.5589 

M~" ・ 10. 94 1 O. 8997 1. 19 1 1. 942 1 O. 1597 1 1. 52 1 2. 187 1 O. 1799 

Fe I 0.260 I 0.0093 I 0.01 I 0.330 I 0.0118 I 0.11 I 0.200 I 0.0072 
AP … O. 036 I 0ω0040 1 0.00 1 O. 168 1 0.0187 1 O. 17 I 0.044 1 O. 0049 

Mn・ 0.1421 0.0052 1 0.01 1 0.070 1 0.0025 I 0.02 1 0.115 I 0.0042 

C u 1 O. 008 1 O. 0003 1 O. 00 1 O. 006 1 O. 0ω2 I 0.00 I 0.030 I 0.0009 
Pb ・0

H~ 

小計 1720.175.35 I 100.00 1240.8 110.48 I 100.00 1520.9 122.46 

Anion 時 mvaflmvae%1 IV9 I mv a e I mv a f% 抑制vae 
Cf' 2500.170.51 1 92.39 1311. 7 1 8.791 81. 77 1697.8 119.68 

F' 

S04" 1199.3 1 4. 149 I 5.44 1 20. 97 1 0.4366 1 4. 05 1 84. 48 1 1. 759 

HP04" 1 O. 279 1 O. 0058 I O. 01 1 1. 211 1 0.0252 1 O. 23 1 O. 081 1 O. 0017 

HC03' 1100. 6 1. 649 I 2. 16 I 91. 34 I 1. 497 I 13.92 I 89. 79 I 1. 472 
S 2 03" 

OH' I O. 027 I 0.0016 I O. 00 I O. 068 I 0.0040 I O. 03 I O. 017 I O. 0010 
AsOz' 0.001 0.0000 I 0.00 I 0.002 I 0.0000 I 0.00 I 0.006 I 0.0001 

HS04 " 

小計 2800.176.32 1 100.00425.3 110.75 1 100. 00 1872.2 122.91 

』重誰成分 mg mg mg 

t1z S i 03 1 156. 1 1 1122. 1 1129. 2 

HB02 1 33.78 1 1 4.362 1 1 6プ756

C02 

日2S 

H2 S04 一
HAsOz ー

小 計 189.9 1 1126.5 1136.0 

総計 m9I 4710. 792. 6 1529. 

質 対食 I主泉 単純泉 村食塩泉

-2 8-



長持 の iJ7} 上ニヒ温呆

L北部よ北町大半上匁字南持 IJ二At 君13 上北町大字上野寸:南~~
地 31--:366 ! 32-487 

4 9.1 2.1 '7 

-1 7.;) (1. 5 ) 

336 

一一
mva ゆ~I 呼

一一宮内一一一一
目ー

2. 23 I 7. 819 

1 叫 .381146. 0 

0.03 I O. 190 

2.49 I 

0.72g 

O. 03 0.170 

7. 6 

8. 7 

0.99局 δ

s 1 3.9 

mvaelmvae% 

O. 2000 

6.349 

O. 0105 

3.02 

95. 79 

0.16 

4 9. 1 2. 1 7 

4 3.5 (2) 

1 0 0 

7.2 

7.5 

0.9 9 8 5 

59 8.8 

7TlfJ 十一vae 1問 vae%

7. 515 

i 31. 80 

5百 392

29.96 

O. 1922 

1. 383 

0.2989 

1. 495 

4. 71 

33.87 

7.32 

36. 61 

川 l l ji 

0.02 O. 015 

0.00 0.025 

崎嵐長 i 

上北部長北町字外蛇
7~j-25 I 

4 9.1 1ご 18 

4 1 1 7 ) 

4 0 0 

7.8 

8. 9 

0.9 9 8 ~~ 

2 1 O. 5 

勾 |η叫 lmvtim

l術 10ωoI 2. 52 

32. 66 1. 420 ! 94. 08 

O. 060 I 0.0033 I 0.22 

。‘ 0400 I 2. 65 

0.0。ら7!0 38

0.0022 O. 14 

0.0002 I 0.01 

dマ%1 ザ¥mv a e ¥ mvae%l 匂 mva el~~辺町一方
1.509 

rrtvae 

O. 2600 

100. 00 

mvae% 

16.3ら

7.568 O. 1576 9. 91 

0.44 0.756 O. 0158 O. 99 

81. 36 70.10 : 1. 149 72. 25 

0.00 0.136 0.0080 0.05 

0.00 O. 001 0.0000 O. 00 

100. ~O ..l87.78 1‘590 100. 00 

7TlfJ 

一一

29-



(I日E且司 ア1';3ー 名(源泉名)
内 姥 沢 温 呆

ð~ t:H 温 泉
三日市温泉

(姥沢温泉) (三日市温泉)

t長 IYr I .1二北部取北町内政沢的]91-5 
上北郡十和田胡町大手沢田 上北部十和国湖町

字三日市雨盟81 子三日市173の2

月 LJ i 5 O. 6. 2 6 4 9. 1 1. 2 5 5 0.1 2.1 8 

温(気温)OC 4 4 ( 17) 1 4 ( 9 ) 1 2. 5 ( 1 ) 

-E5主三毛主 P/分 2 9 0 5 5 

直 Jぽ土 7. 6 6. 8 6. 7 
PH  

試験室| 8.2 0 7.0 6.6 4 

比 重(20γ4
0

) 0.9 9 8 8 0.9 9 8 6 0.9 9 8 2 

i間 1杉吻総量 mg /Kg 6 3 4. 7 1 8 4.6 1 7 5.7 

Ca t 0 n mg mvae ?町 aP% mg mvae η~v a P% mfJ ηlva e 
トーーー

H 

K 9. 567 O. 2447 2. 94 1. 095 0.0280 1. 28 1. 210 0.0309 
。

Na 181. 5 7.892 94.82 13.80 O. 0600 27.49 17.22 0.7488 

NH4。 O. 260 O. 0144 O. 17 0.060 O. 0033 O. 15 O. 260 O. 0144 

Ca O. 799 O. 0399 O. 48 16. 00 O. 7984 36.59 11. 58 0.5778 . . 
1¥19 1. 456 O. 1197 1. 44 8.505 O. 6994 32. 05 7.762 0.6383 

。。

Fe O. 200 0.0072 O. 09 1. 110 0.0397 1. 82 1. 797 0.0644 

A{/"。 O. 033 O. 0037 O. 04 O. 027 O. 0030 O. 14 0.105 0.0117 

Mn 
.. 

O. 040 0.0015 0.02 O. 280 O. 0102 0.47 0.275 O. 0100 
Cu・e 0.002 O. 0001 O. 00 0.005 O. 0002 。..01 0.002 0.0001 

Pb 0.001 O. ooon I .. 
H9 

193. 9 8.323 100. 00 40.88 2. 182 10u. 00 40. 21 2.096 

Anion 沼g mvae mvae% mfJ 明 vaemvaP% TI亨 mvae 

卜ご[
Cp' 6. 591 78. 97 10. 64 0.3000 13.07 9. 556 0.2695

1 ， 

0.4330 I 

F 0.120 0.006:-3 

S04" 5.19 23.77 O. 4949 21.55 41. 49 。ι8638
HPO;' 1. 201 O. 0250 O. 30 O. 101 O. 0021 O. 09 0.1忌7 O. 0033 

日Cc)3' 78.99 1. 295 15. 52 91. 44 1.499 65.29 6U. 73 O. 9953 

5203 " 

OH 0.027 0.0016 0.02 O. 002 O. 0001 0.00 O. 001 0.0001 

AS02' O. 002 O. 0000 0.00 0.002 O. 0000 0.00 O. 003 O. 0000 

HS04" 

計 334. 7 8.346 100. 00 126. 2.296 100. 00 112.1 2.138 

遊 離 成 分 TI甲 llllJ tflfJ 

H2 S i 03 162.1 76.82 89.53 

HBU2 2. 736 0.548 0.872 

C02 11. 08 11. 06 

H2S 

は2S04 

HAs02 

計 164.8 88.45 101. 5 

総 計 mfJ 693.4 255.3 253.8 

泉 質 単 純 泉 冷 鉱 泉 冷 鉱 泉

- 3 0ー



i 百代沢温泉
(五同牧場温泉)

大字次回-;=; ~I ':-.-.-; 1.ItT，(ln:; r--I 11 I fr!1 1"")'1 三片郡五J~町筒仁|川原 23-8 Iヨバ郡五F-l町字苗代沢 3-4

mvaf% 官軍

五 J-I温呆

4 9. 5. 1 0 

1 1.5 (2 0.5) 
9 

6. 8 

6. 9 

0.9 9 8 2 

15 5. 8 

η1V a e I nlv a f% 

5 1. 2. 9 

3 5 (2) 

2 0 0 

7. 6 

8.3 8 

1.0000 

2 2 3 O. 

「可va e 1m v a fo70 H甲

野沢温泉

三片昔日新:慨す大手両越~"frnl~F.Ö ~ 

刀帯

5 O. 6. 2 () 

3 6.5 (2 7 ) 

100 

8. 4 

8. 5 8 

0.9 9 8 6 

2 7 3.2 

nlv ae !mvaf% 

1. 47 I 1. 407 

35.72 1 9.200 

0.69 I 0.011 

27.56 1 17.20 

30.45 I 4.617 

3. 07 

O. 56 

0.48 

O. 00 

O. 00 

100.00 

mva βも

12. 61 

o. 30 

40.40 

o. 920 

0.047 

0.100 

O. 003 

33.51 

mCJ 

10.53 

11. 34 

o. 0:~60 

0.4001 

0.0006 

O. 8583 

O. 3797 

O. 0329 

0.0052 

0.0036 

0.0001 

2.10 I 15.44 I 0.3949 

23.31 1752. 0 132. 70 

O. 03 1 O. 600 1 0.0333 

50.00 1 5~ 00 1 2.794 

22.12 I 4.860 I 0.3997 

1. 92 

0.30 

0.21 

o. 01 

O. 520 

0.300 

O. 120 

u.003 

u.010 

0.0186 

0.0334 

O. 0044 

O. 0001 

0.0001 

1. 09 

89. 89 

O. 09 

7.68 

1. 10 

0.05 

o. 09 

0.01 

O. 0。
0.00 

唱

I
-

H

U

4
笹

山

U
-
h
u

o

2

 

0
U
唱

I

門

i4-
唱

i

つ臼

FU

A

U

F

O

 

ウ

d

F

D

s

-

s
i
p
h
d
 

A
U
p
h
u
 

a品

τ

6;:;;|2ぷ291;;;;;7

0.00 

0.00 0.004 

100. 00 I 98.63 
mc; 

62. 20 

2.675 

2え 07

86.95 

A
U
 

、‘，，(
 

A
U
 

A
U
 

A
U
 

A
U
 

A
U
 

内

U

O. 043 

0.002 

0.0025 

0.0000 

1416. 136.51 

n甲

109.2 

19.21 

128.4 

。
7

9

A
守

門

i

'

i

p

h

d

Q

d

'

A

Q

d

ハU

司

d

円

i

0

1

0

2

0

 

A
U

円
L

A

U

'

I

A

U

7

0

1

 

4

2

3

6

7

 

に
d

F

h

d

h

U

に
J
h
u
J

A

U

A

U

円

U

R

υ

A

U

5

2

 

O. 040 

O. 026 

0.025 

0.002 

山
一
句
一

ω

111.1 

O. 39 

61. 49 

0.05 

35. 68 

2. 24 
内

υ
n
o

r--

ハV

O

U

A

U

 

A
唖

A
3

2

i

q

L

 

A

U

A
リ

ハu
n
u

A

U

A

U

 

。需 0009[ 0岨 03

O. 0001 、
•• 

2
 

(
 

i
 

r

，.、
白
り

。.068
0.007 

1<恥 00I 169.5 
呼

32.56 

.5.014 

ω
一向一

ω

凶
一
一
v
一
2

3
7一
%

5
一
V

一
9

3
一
m
二

仕

2.313 1 62.96 

A

U

A

U

 

A

U

A

U

 

A
U
A
υ
 

2.390 

39.96 

O. 0040 

O. 0001 

O. 11 

u.oo 

1. 792 100. Oll 3.674 100.00 

泉

川は一鉱

ヮ“一
一冷

2374. 

材食塩泉

一287.2 

単 純 備 化 水 素泉

- 3 1ー



組泉 名 ( 源 泉名)

i場

PH 

仕!子町温泉
関温 泉
(関 1号泉)

二 β 温泉
(城山間温泉)

Cation mg mvae 

字

H

8

)

6

4

大
H

1

1

5

7

7

町
'

1

1

1

0

6

6

0

0

ヨ
ハ
ペ

1

(

4

0

4

J
A
Z』
・

二一一山

0

1

7

剖

-

J
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| 府iiHl --~}温泉

|下北部)11内l町大字JII内字新Hj I r~七若ßiíl 内町大字川円字新111
下北郡川内町字的の川 91-2 ! - 81 

O. 9 9 8 9 L 0 0 1 3 

8 5 5.5 3 33 0 335  8. 

ιr汗vae%+~二目立t日1竺ーいnv a e I mv a fJ~~) 

0.0476 I 0.40 28.54 I 0.730川1.52 I 29.32 I 0.7499 I 1. 53 

4.518 1 38.10 1402.9 川ヶ~? ~沢民4 ! 405. 7 川7.64 36. 05 
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温 泉 名(源泉名)
下風呂温泉 下風呂温泉 下風呂温泉

(新湯) (大揚 1号) (大揚 2号)

!場 同r
下北郡風間補村大手下風呂字 ド北郡風間捕村大字下風呂字 下北郡風間浦村大

湯の上 1 下風呂 113 字 F風品 22

月 日
S 4 9. 9. 2 5 

4 9. 9. 2 6 S 4 9. 9. 2 5 

泉 温(気温)'C 9 4.5 ( 1 8.5 ) 
6 4 ( 24) 6 O. 5 ( 1 '7 ) 

期 H:l 量 (1/分 一
[fJ 後

6. 6 3. 0 3.0 
PH  

試験室
6. 7 2.5 2. 5 

比 重(20ラ40)  

1. 0 0 2 3 
1.001 2 1.001 4 

|司形吻総量 mg/K!( 495 6. 
3 7 5 &. 4 2 7 1. 

Cation mlJ mvaelmvae% mlJ mvae mvaf% lIlIJ mvae 
H 3.229 3.203 5.23 3.229 3.203 

K" 29.3 3.307 4.29 91.99 2.353 3.84 92. 00 2. 353 

Na 1210. 52. 62 68. 31 903. 7 39. 30 64.14 909.7 39. 56 

NH4 3.348 U.1856 O. 24 2. 303 0.1277 0.21 2. 323 0.1288 

Ca 00 14.00 18. 18 198. 2 9. 890 16; 14 204.3 1u.19 

1¥19 79.16 6. 510 8. 45 59. 61 4. 902 8. 00 63.27 5. 203 

Fe 
。.

O. 261 0.0093 O. 01 9. 662 O. 3460 0.57 6. 309 O. 2259 

Ae … O. 401 0.0446 。.06 6.358 0.7072 1. 15 4.406 0.4901 

Mn 00 9. 722 0.3540 O. 46 0.72 10. 01 0.3645 

Cu 
.。

O. 001 O. 0000 O. 00 0.00 0.001 0.0000 
.。

Pb 
-。

H9 

百十 1713 77.03 100. 00 1287. 61. 27 100. 00 1296. 61.72 

Anion lTlfJ ηLva e mvae% H穆 mva e mvaf% 1呼 mvae 

Cf' 2346. 66.16 1704. 48.06 78. 49 1722. 48.57 

F' 

S04" s12.8 6. 512 8. 49 632.0 13.16 21. 49 634.0 13. 20 

HP04" 0.028 O. 0006 O. 00 O. 235 0.0049 O. 01 O. 251 0.0052 

HC03' ~47. 4 4.055 5. 28 

S 2 03" O. 046 0.0008 0.00 O. 021 O. 0004 0.01 0.022 0.0004 

OH' 

AS02 ' O. 057 O. 0005 O. 00 O. 286 O. 0027 0.00 0.011 0.0001 

HS04 " 

2906. 76. 73 100. 00 2337. 61. 23 100. 00 2356. 61. 78 

遊 再在 成 分 mlJ IllfJ 1lIfj 

H2SiOa 122.3 146. 1 131. 9 

tlB02 329. 4 288. 5 237.7 

C02 42. 20 199.7 215.2 

H2S 55. 03 24.51 33.91 

H2S04 

HAs02 

計 548.9 598.8 618. 7 

総 計 ぽg 5168. 4223. 4271 

オドヰく 質 食塩硫化水素泉 合石膏ー食塩備化水素呆 含石膏ー食塩侃it
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下 風呂温泉 下 風 呂 温 泉
桑 畑 温 泉| (大湯 3号) (知i尻)

字下風呂 ド;じ石ilj1副首1荷村大字下1品昌子 下北郡l.!laf司柏村大字ド風呂字 下北部風間浦村大字主主国間字

湯の上36--4 細j元ω上86 の上51-37

4 9. 9. 2 6 4 9. 9.2 6 4 9. 9. 2 6 

2 5.5 ( 2 0 ) 3 9 ( 2 3.5 ) 3 4 ( 24) 

3..3 7. 1 6.5 

3. 3 7.3 6.3 

0.9 9 8 5 0.9 9 8 9 1.004 8 

2 4 1. 4 5 9 0.3 7 6 7 1. 

rnv a (JJ;も I!lff rnva f rnvaf% 況g rnv a e rnv a f% n帯 rnvae ?町 ae%I 

5.19 O. 503 O. 4990 29. 60 一 0.001 0.0010 0.00 I 

3.81 1. 405 0.0359 2.13 7.030 O. 1798 2.19 71. 69 1. 834 1. 43 

64.10 12.63 0.5492 32.58 108.0 4.696 57.33 1883. 81. 88 64.22 

O. 21 0.020 0.0011 0.07 0.015 0.0008 O. 01 0.342 O. 0190 O. 01 

16.51 3.395 O. 1694 10.05 33.96 1.695 20.69 542.6 27.08 21. 23 I 

8. 43 3.518 0.2893 17. 16 19.42 1.597 19.49 201. 4 16.56 12.99 

O. 37 1. 638 0.0587 3.48 O. 320 0.0115 O. 14 1. 477 0.0529 0.04 

0.79 0.699 0.0778 4.62 O. 025 O. 0028 O. 04 O. 038 0.0042 O. 00 

0.59 0.137 0.0050 0.30 0.243 O. 0088 0.11 2. 914 0.1061 0.08 I 

0.00 0.002 0.0001 O. 01 O. 001 O. 0000 O. Ol) 0.002 O. 0001 0.00 I 

100. 00 23. 95 1. 686 100. 00 169.0 8.192 100. 00 2703. 127. 5 100. 00 I 

rnvaのも illff rnv a e mvae% R翠 mvae mvae% H甲 ηlva e mvae% 

78.62 2.83 0.0798 4.90 70. 84 1.998 24.22 2850. 80. 38 62. 90 

21. 37 74.37 1. 548 95. 00 24.66 O. 5134 6.22 1043. 21. 71 

0.01 O. 061 0.0013 O. 08 O. 036 0.0008 0.01 0.110 O. 0023 O. 00 

350. 1 5.738 69. 55 1568. 25. 70 20.11 I 

O. 00 0.022 O. 0004 O. 02 

O. 003 0.OOu2 O. 00 

O. 00 0.001 0.0000 O. 00 O. 003 O. 0000 O. 00 O. 086 0.0008 O. 00 

100. 00 77.28 1. 630 100. 00 445.6 8.250 100. 00 5461. 127. 8 100. 00 I 

Illff 呼 J刃g

118.2 179.7 12. 81 

10. 03 192.7 

66. 38 22.13 821. 6 

44.66 

229.2 211.9 1027. 

3304. 826.5 9154. 

水コ;主泉 単純偏化水系呆 f~. 組 呆 合土類一食塩泉
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食品中のブタル円安エステル分析法の検討

一抱、、、‘乙
j

ιい
午

はじめに

プラスチック等の可塑剤として使われ工 l'lるフタルル2エステjレ(以下PAEと略す。)が新たな環境汚

物質として注目])されて以来、環境及び食品中からの検出例も数多く報告の------8\~れている。今 [8J我々(土

前処理の困難な脂肪食品中のPAE分析法の検討を行なったので報告する。

1 実験方法

1 実験材料

チョコレート，ミルク，マヨネーズ、，バ、ター，マーガリン，ゴマ油，サラダj由

2 試 薬

n ヘキサン : 残留農薬分析用(和光純薬)

アセトン

アセ卜ニトリル : グ

エチルエーテル // 

エチルアルコール // 

フロリジル 60 '" 80メッシュ(F 1 0 r i d i n COt) 

フタJl.-酔ジブチノt~(DBP) : フタル酸エステル試験用(和光純薬)

フタノ吋鞍ジーオクチノレ(LOP): 11 

フタル酸ジヘプチル(DHP): // 

無水硫酸ナトリウム : 試薬特級(和光純薬)

をヘキサンで洗浄、風乾後700"Cで12時間加熱したもの。

本 : 水道水をヘキサンで洗浄したもの。

3 装置。器具

振 替言 機 KM万能シェーカー(臨イワキ)

カマスクロマトグラフ : 電子補獲型検出器付(廿電バリアン GCー 120.0) 

Kuderna - Dan i sh濃縮器 : 前田製作所

(K-D) 

4 実験操作

(1)脂肪の抽出

適 t量の話料u由:lt'r量が約 39-になるように)を分液漏斗[乙入れ、水10mtを加え混和後、ヘキサン

-37 



507TtIを加え激じく振語、ヘキサン層を分離、残o~o更にヘキサン507lll で fr副長に抽出する、全射l:b~夜は

水 100~ で 2 [rlj洗浄、 7m水杭!時ナトリウムを通し脱水、 K--D濃縮揺を用いて部媒争留去し、脂肪を

得る。

フロリジルドヲイカラム

内同訪問、長さ却o1JJ1JL()カヲムクロマト管)1支部にガラスウールを詰め、 130T、一夜加熱し30分テ

μ ワータペ~iこ放置したフロリジ jレ20:1を粉末のまま充填(/、こω上lこ実験操作(1)で、得た脂肪 1fjを加

え、カフム?当日きを 3''-5 mtのヘキサンで洗浄する。カラム仁部よりN2ガ、スを流す o 最初j流量を少な

〈して、ヘキサンが急激に降下[ノないように注意レ、ヘキサンの降下が停止 1/たら、 1分間J乙約60mt

の流速で、ヘキサン臭がなくなる迄通気するo

ついで30%合水アセ卜ニトリル 200meを共擢分液漏斗にとり、カラムに装着し、下端コックを全開

にじて溶媒をフロリジルカラム上に落す。白然L落訴ドしたアセ卜二トリルはへキサン 100m花leム、水5ωOOm見Z

を入れた 1j必Zの分液漏漏一斗lに乙集め、撹j祥宇!じ/た後、フェノールフタレインを指不薬として H←NaOHを加

え微アルカリ性とし、再こJ'ゆるやかに諸井、、諦置後水層をすて、ヘキサン居に水 200 mØを加え擢tt~洗

浄、下屑壱すてる G 以後2[司水洗を繰返し、ヘキサン属は挟水硫酸ナトリウムで、脱水l/、K-D濃縮

器で 3，""-' 5 7IljJ)こ棲縮するo

。) フロリラルカラムク口マトゲラフィー

650 QCで一夜活性化!ノデシケータ中lこ30ノ汁放置したフロリジル 8gを内任101棚、長e'300棚のクロ

マト管 J乙ヘキサンによる?~~式法で lê填!八更に~M/1'く硫酸ナトリウム 1. 2fj を層積、前述(2)フロリジル

ドライカラム処理後の濃縮液 3η必をこれに注入し、ヘキサンで器時を洗い、 10%エチノレエーテル含有

n-ヘキサン溶液を 1滴/秒の割合で8伽!O流lノ、ついで 1%エタノール合有 n一ヘキサン 150TTJt で

溶同を行本ハ、格出液JまK-l)濃縮器をmし1て濃縮し、ガスク口 r11険液とする白

(4) ガスクロマトゲラフィー

検出器 ; 電子補獲型検出器 (3H， 250 mC i ) 

カヲ ム

液相

担体

注入口温度

カラム温度

検出器温度

キャリァーガス

ガラス、内任 3i棚、長cr2m、

2%OVー 17， 2 %OV--225， 2 %DEGS 十 0.5%PA 

クロモゾノレブ、W(AW一D!岨CS) 80 "-100メッシュ

2200C 

190 "c 

200 'C 

N2 
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2 結果および考察

1 フロリシノLドライカラム

lt¥j弘法判(})Pi¥E分析の際、脱脂が不完全だと.id1!ji}成方がガスフロマトグラフの検出23お上 c，央7
7ムをお札する Lけて，j削討が必ぜである。 lEll!l日II-式料号)iJL¥環境jJ'の万法 9) にもとイき、ソロ ;1 "、 'l'

カフムクリーシアッブ、史に硫酸ノ山びア)lノカリ史iJ1tiをぷみたが、崎酸処理のi祭の試料が糊牧となりその伎

の 1~"f午や不能l乙じ 7J そこ T:~~初アセトニトリル分担r: を 1Îない、更にブ~]リジ )L， ~i リーー"アップ、

酸、アルカリ処Jr~ 宇品ムた結 lji、幾分改善は事れたが、ガスクロマトクラブのベースライシの L

で応;山内l己も満足な孝行初土得られなかっ1::0 そ乙で PCB 分析法10) で、多呈lこtt:lliJf1"， J・を合もョ試

っし'-T， f jなわれているブロリジルドライカラム法を試みた。即ち、脂肪 1:1に DBP~ DHP DOP 号

添加じ、 t実験jht作法 4--(2)1乙'J'¥す万法で行なった結果脂肪の除去効果もよく PAE のl司収ギもそれぞ

れ90%以上であった。従ってフロリジルドライカラム法による脂肪除去の場合、 N2ガスの j!E気万世

lこ充分注色、することにより良好な結束ーが得られることがわかった D

2 フロリジルカラムクロマトグラフィー

フロリジノルドライカラム法で、脱脂保作後のヘキサン裕被は PAE定量に際 1/、妨;??となる農薬およ

びPCB，その他不明の妨害物を含むことが予想され、従って上述物質を分離除去する為、農 J菜、 PCB

PAEのヘキサン混合物を添加し、操作 4一(3)にlFす万法で、各々の分離に要する出蝶汝'(}その註を

検討じた。その結来、最初10%エチルエーテル合有n一ヘキサン溶液80r~容 tH させることにより、民菜、

PCB は完全に流[1¥レ、ついで 1 %エタノーノ円雪有 n一ヘキ斗ーナン1507;必溶出させることで PAEがほぼ

完全にi口l収liU三た。

3 添加j[r11[以試験

マヨネ一一ズlこ1m/! 吋り DBP2μ9、DOP および DHP 10μ9を含むアセトン溶液 377JO 添1mし、

全過程争通じてjt作した結果、 DBP 75 %、 DHP86%、 DOP79% 0)回収率であった。

4 食品の分析結~

分析法lこもとずさ、 DBP、 DHP、 DOP について分析した結果守表-11乙示す o DBP は nd

"-1. :H， DOP nd"'-' 0.9 までばらついていた。

マーガリン、サラダ1111、ゴマ油からは DBF~ DOP， DHP のいずれも検出きれなかった。

これらの汚として、 JlH料、容器包張等考えられろがい-j~l.'こ起丙するかは検討出来なかった。

3 まとめ

1 脂肪食品の PAE は脂肪抽出、フロリジルカラムクリーンアップ、硫階、アルカリ処理等を行なって

も脱脂不十分で、良好な結果は得られなかった。

2 脂肪食品l-pの PAEは脂肪抽出、フロリジルドライカラム、フロリジルクザーンアップを付なうこと

で脱脂もほぼ完全であった。

3 添加[111収諸島貨の[rl]収率は平均 80%でやや低かった。
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4 分析結県はDBP n &......1.34 DOP n 0-----0.9 p pm であった。マーガ、リン、サラ夕、、iUl、ゴマi由からは

DEP、DOP，DHP のいずれも検出きれなかったロ

5 試薬等Jこ起kklすると忠われる PAEのブランク舶は otこ出来ない。従って出来るだけ小さく日つ一一定

のブ云ンク i自J乙おさえるよう Jζ今後検J1をf是する。

riJ版食品の PAE分析結県(単位 ppm ) 

-戸L、t二 EF11 11 名 DBP DOP P H P 

f子?コレー一卜 0.1 0 0.2 1 不 十実 LlJ 

ミ lレ ク 0.09 O. 0 4 11 

マヨネーズ、 ω 1.34 O. 9 0 11 

11 信) 不検 出 0.48 11 

マ ー ガ 、 リン 11 不 +実 出 11 

サ フ ダ ?由 11 11 11 

コ マ 計台 11 I1 11 

ノt タ 0.4 3 0.7 9 11 

文献
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魚介類中の有害性元素(水銀、鉛、

カドミウム、鋼、ヒ素)の含有量

/J¥ 休英一，秋山 UJ王子

ま えがま

青森県は昭和48年 7月から49年 3月l乙丘り県内泣び県外産魚介類の水銀含有量を調査した。そω枯来、

めぬけ類以外の大部分では0.1p pm 以下であり、暫定的規制伯 0.4p pm を越えるものは全くないこと

が判明1) この調査により、魚介額の水銀含有量は一応明らかにされたが、過去における資料がなく、そ

の年次的HU-きについては全く不明であり、更にその他の有害1生元素については、現時点のレベルすら判ら

ない状態であるc

そこで著者らは将来起り得ると考えられる魚介類の汚染に対するパァクグランドとレてデータを作成す

るため、魚介類中の/随員、鉛、カドミウム、鋼、ヒ;素合有量について調査!ノたU)で、その結果を1寝台する。

2 試験方法

仕)話料

青/仰艮は太中.1字、 F~ 本tfij 、むつ湾、津軽海峡 l こ l面じているので、この各海担船主要な魚介類似!実体及

び市場而_;Jll~~l)i品2ら検体について分析したD

サンプリング/去はjtjt J.!J と l ノて h;~生宵i百万l 環孔::B99号 2) こ従った。即ら いわし、はたはた等の小

魚類は持作為に10匹を選び各々から309づっ、さぱ、かれい等の中魚類はs匹から609づっ、さけ、

ます等の大J魚類は 3IRから 1009づつをとり混和[ノ 3∞9とし、これを 1検体とした。

包)装置

!息子吸光分光分析装置: ジャーレル・アッシュ AA--1型(鉛、カドミウム、銅)

原子吸光分光分析装-[1': デャーレノレ・アッシュ AA-780(水銀)

微量水銀測定装置 i ジャーレノレ・アッシュ AMD

分光 光度計: 目立分光光度計 101

(3) 試験溶液調製及び分析方法

水銀は話料109を冷却管付分解フラスコにとり、硫硝酸・過塩素酸還流法で分解後、還元気化法に

よる原子|吸光法 3) で測定した。

鉛、カドミウム、銅、ヒ素は試料209をケルダーノレ分解フラスコにとり、硫硝階で湿式分解後水で

全量10011必とし、これを試験搭液としたo 鉛、カドミウム、銅は試験溶液5伽必から DDTC-MIBK法的

で抽出し、 MIBK層を原子吸光法で測定した。ヒ素は試験溶液 2~20 宮城について、ジェチルジチオ

カルパミン酸銀法 5)による比色法で測定した。

試薬はすべて和光沌薬特級を用いた。
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3 結果及び考察

結県は表 1、 2?乙示じた通りである o

，1 ~，銀 :県内、県外l芋いずれも暫定的規制u直0.4p pmら巴えるものがなく、大部分はO.1 p pm以ドで

:こは類、海藻顎はflIくO.Olppm以下のものが多かった。 しかし県内庄のそい(最高値 0.39p pm )、

じか(0.32 p pm )の時に規制植に近い数値をぷじたものもあり、これらについては、更に

る必吹がある口

l~山叩のささえ( 1.7 p pm )、あわび(1. () p pm )が1.0ppm以仁の数倍を/長じた他は、県内I午、

~.I i ~:咋!需いずれも不検出から O. 2p pmの範囲にあった。熊谷 6) はささえの鉛は可食部 0.09----O. z3 p pm 

内臓 O.63 ........ 1. 07 p p m であると報告しているが、著者の場合は口]食部と内臓を混和[ノたものについ工分

した結史であり、鉛の数値の高いのは、内臓の鉛iこ起因したものと考えられる。又、あわびについては、

熊谷のによれば可食部 O.18 ----O. 52 p pmで、あるが、著者らの数値はこれに比べて多少高かった白

カドミウム:ささえ(2.71 p pm )が特に両くその他は、いか(O. z2 P pm ) (まや(0.18 p pm )、わか

め(0.19 p pm )を除くと、不検出から 0.1p pmの範間にあった。熊谷 6)はささえの内臓から O.964 "-' 

21.2ppmのカドとウムを検出しており、著者らの数値はこれに比べて高くはなかった。いかのカドミウ

ム含有量は他の魚介類に比較して高く、 0.2ppm前後で、あることが多くの報告 7--..， 10にみられる O

銅: 魚介類の種類により合有量がことなり、ささえ(20. 98ppm )が特に高く、次いで、いか(5.36 

ppm)、あわび(4.40 ppm )のJI頃であった。このしろ、ちか、せぐるいわし等は 2ppm 前後の中聞の

値争示 lノ、その他の大部分LiO. 2 "-' O. 5 p pmの範囲に止まった。本調査におけるさざえの数値は熊谷のさ

ざえの可食部 3.6お~ 10.4 ppm、内臓一 7.16 ~ 13. R ppm!乙比較じて多少高かった。又、あわび、いかが高

濃度の銅を含有していることは多くの報告 617)..今--i2)にみられ、 それらの数値と本調査の結果とでは差

がなかった。

ヒ素:全般的にみて、県外産魚介類のヒ素含有量は、北海道産たら(24.00 ppm )をのぞき 1ppm以下

であったのに対(ノ、県内障のものは大部分が 1ppm.以上で、あったo 中でもこんぶ(6. 40 ppm )、あわび

( 5. OOppm)、かれい(4.94 ppm )が高かった。出産食品は他の食品即ち、野菜、肉、穀物頚に比較じ
6)..争、主0) ... _ _ 8入10入12)I..J-.. 6).. 8)12) 

てヒ素合有量が多く、特に、かれい t::.. c...、 いか、 くるまえび、 かき
8).10) +. ......1̂6入10).12)γ 

、あさり は日し1数値を;jqノ乙いる。ぽっし本調査結果において、県内産魚介類のヒ

素含有量が県外産l乙比べて高かったのは、汚染によるものではなく、魚介類の種類特有のものと考えられる o

4 まとめ

将来起り得る可能性がある魚介類の汚染に対するパックグランドとしてのデータを作るため、魚介類中

の水銀、鉛、カドミウム、銅、ヒ素について調査!ノ、以下の結果を得た。

(1) 水銀:県内産及び、市場流通県外品いずれも暫定的規制値 0.4ppmを越えるものがなく、大部分が

0.1 ppmtr下で、あった。しかし、そい、かじかは比較的高い数値を示じた。

(2) 鉛 :ささえ、あわびが 1ppm以上の数値を示(ノた他は、不検出から 0.2pp m の範囲にあったo

(3) カドミウム:さざえが特に高い数11立を示じた他は、大多数では不検出から 0.1ppm の範囲内にあ

っTこ。

(4) 銅 :魚介類の種類により含有量が異なり、最も高い数値を示じたのはさざえで、いか、あわびが

これにつづく、このしろ、ちか、せぐろいわし等は 2ppm tfIJ後の中間値を示し、その他の大部

分は O.2 ----O. 5 p pm の範明にあった。

(5) ヒ素:全般的にみて、県外崖魚介頒は lppm以ドであったのに対lノ、県内産のものは、大多数が 1

ppm 以土であり、午、Hここんぶ、あわび、かれいがら ppm 前後の高い値を示lノt::o これは汚染
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lこよろものでなく、魚介類の種類I乙某くものと考えられる。
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表 1 青森県産魚介類中の有害性 J厄素含有量

魚 介 イノミ二~1 験査
体平重均。) 水 銀 鉛 カドミウム 銅 ヒ コ長会

件数

;r'L 1， 14 可JJi8)l
0.1 n.d. O. 24 4.94 

JJ) 

(凡d:---0.4) (九d-;---0.02) ( 0.14.......0.46) ( 0.98"-19.60) 

550 
0.21 n. d. n. d. O. 19 2.65 

l' ( 0.10"-0.39) (山 d.) ( n.d;---O.Ol ) ( 0.14--0.23 ) ( 090--7.90) 

空いなめ 10 513 
O. 11 n. d. n.d. O. 27 2.29 

( 0.05 "-0.18 ) (吋.~O. I) (n・d作 0.01) ( 0.16"-38) ( 1.00-----4.55) 

0.07 n.d. n. d. 0.26 1. 57 
(}. り め 8 826 (0.04"-'0.11 ) ( n.d :，，0.3 ) (ndへの.01) ( 0.11へ心.44) ( O. 50~3.60 ) 

0.05 0.2 0.01 0.57 1.26 
ます・ 5け 3 1， 367 

( 0.04""'-'006) ( n.d:---0.3 ) (九d.-----0.01) ( 0.52--0.66 ) ( 0.35'"'-'2.45 ) 

7こ し1 1 255 O. 07 n.d n.d. 0.06 2. 62 

こうなと
O. 04 0.1 O. 06 O. 70 1. 07 

2 一
(nn.~~~7) I ( n.d:，，0.2 ) ( 0.05--0.06) ( 0.. 68""'-'0. 72 ) (臥94--1.泊)

0. 04 。角 1 0.22 5.36 1.96 
か 3 290 ¥0.02---0喝 06) (n.d.~o司 3 ) (0.07'"'-'0.35 ) ( 2. 94 ""'-'9. 65 ) ( 1.10--2.63 ) 

。陣 01 0.1 0.03 0.10 1. 00 
iま Tこ て 3 (0.01---0.02 ) (n.d"'O.l ) ( 0.01........0.07 ) ( 0.05'"'-'0町14) (055........1.30 ) 

あ わ ぴ 1 0.01 1.0 0.09 4.40 5. 00 

さ ざ え 1 n・d. 1.7 2.71 20. 98 O. 63 

コ
。町 02

。‘ 2 。‘ 03 O. 59 3. 50 
lこ 2 (n.d~O.04 ) ( 0.1 '"'-02 ) ( 0.01 "'-'0.04 ) (054-----063 ) ( 2.75........4.25 ) 

0， 01 n. d. 0.18 2.85 。町 89
lま や 2 ( O. 01 ) ( n .d.) ( 0.03---=o.~i2 ) I (2.40---=3~30) ( 0.80........0悌)

n.d. 0.2 O. 03 0.14 6.40 
こ ん ぷ 3 一 ( n・d.) ( 0.1--0.4 ) ( 0.01--0.06 ) (014........0.15 ) ( 3.00........12.00 ) 

わ か め 1 n. d. n.d. O. 19 O. 24 4. 00 

数値:平均値 ppm (最低値~最大値)

n ，; d. :不検出 水銀0.005未満、鉛、 0.05未満

カドミウム 0.005未満
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表2 県外産魚介類中の有害性元素含有量

It叱百十F- tJ 1 
魚介知| 川一二子: 水 銀

|件数|休重紡|

!ヒ叫 ‘ I 6い44 … いそ

告白

O. 1 0， 01 。‘ 35
刀〉 才し し、 l u，υ1 "-'u， Utl ) (n.d;---02 ) ( n.o;---O町01) (0町18への 88) 

十一五一

イi巻 1 1. 900 0，17 n・d・ n.d. 0.78 刀、 J 戸、
お

ぞtF 1 358 。‘ 11 n. d. 1. 24 O. 56 
さ lま

北海道
2 383 

0.06 0.2 0.01 0.62 0.78 
lま dコ け ( 0.03"-'0.09 ) ( 0.1"-'0.2 ) ( n.d:，-0.02 ) (0.58"-'0.66 ) ( 0.70--"'-0.87 ) 

広島 0.02 。‘ 1 0~01 1. 09 0.69 
こ(J)しろ

3 110 ( 0.01 '"'-'0.03 ) ( n.d:---03 ) ( nod;---0，02 ) (076-.....1.50 ) (0.30----1.07) 

北海道
1 209 0.32 n.d. 0.01 O. 30 。‘ 50か じ か

Jb毎道
1 71 o 08 0， 2 n.d .. O. 48 

かながしら

北海道
1 146 0.04 n.d 九 4 0，34 0.63 

そ し1

秋田・新潟 82 
O. 06 O. 3 。唱 04 。‘ 36 O. 48 

は f二 はた| ( 0.03へベ0.09) ( 0.2"-'0.3 ) ( n.d:"O.O 8 ) (0‘13"-'0，58 ) ( 0.40への.55) 

北海道
きゅうり

1 27 O. 01 。‘ 1 0.01 O. 44 O. 90 

北海道
32 。‘ 06 02 0.01 2.10 

ら 均、

北海道
799 。町 15 n.d 。 0.03 0， 44 24.00 

ま fご ら
1 

北河:
1 O. 02 n.d。 0.06 L ω 0.40 

助宗だら

助北宗洋だら子 1 n. d. 0.2 O. 02 O. 98 

宮古
1 O. 02 

せぐろし 1わt./
0.1 O. 08 2. 14 0.87 

北海道
1 n.d. 0， 2 0.02 0.98 

-FE j 相H

数値:平均値 ppm (最低伯~最大値)

n d 不検出水銀0，005羽前、鉛 0‘05村両

カドミウム O町 005未満
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緒昌

E~ ボツリヌス[請に桔抗

作用を示した 1両抹

山本耕一川村正栄

豊川安延大友良光

著者等は、 19 7 4年青森県湖沼のボツリヌス菌分布調査1)の際、土壌 1検体よりの分離菌株がE型ボ

ツリヌス菌(以下ボ菌と略称)，こ対じて桔抗作用をノ示すことを確認した。

この括抗性を有する菌株は、 19 6 6年、 Kautterら2) の報告じた BoticinE生産菌に類似する

と思われたので、同菌の生物学的性状ならびに括抗性に関して検討した。

実験材料及ひ方法

1. 使用菌株
2) 

a) BoticinE生産l垣、GB-3林 :Kautter ら がGreen湾の Suckerの内臓より分離。

3) 守 一 向

b) E型ボ菌、岩内株 1951年中村ら か北向道h 内部の食中毒例より分再jk

c) E型ボ菌、 UJ中及び上北-1株 1973年青森県湖沼のボ菌分布調査1)の際、土壌より分離。

d) KS-1株:1 9 7 4年青森県湖沼のボ菌分布調査1)の際、防吉川土壌、 1検体を接種せる肝々ブイ

ヨン 48時間培養液より菌集落 15を釣菌、 5日間培養後毒性試験を行ない、この中、 1集落菌培養

液より E型ボ菌毒素を証明、 E型ボ菌保存のためこの培養液より更に菌集落 6個を釣菌[ノ 5日間培養後

毒素の有無を検討、集落菌いづれも陰性であった。同菌は生物学的性状で E型ボ菌に一致、 E型ボ菌

l乙対[ノて括抗作用を示した。本菌は上述集落菌の代表株。

GB-3、岩内株は弘前大学細菌学教室よりの分与株。

2. 使用培地

4). 
a) 変法LV(Lecitho vitell in agar)培地 : 0.85 %食塩水IDOOmlに珪藻土 259を加え、

121 "0 1 5分間高圧滅菌、冷却後、鶏卵 4個の卵黄を加え混和、漏過、 LV液とするo ハートインヒ

ュージョン寒天培地(栄研)450 m 1を121001 5分間高圧滅菌後、 55むに保ら、これに上記LV液50

mI及び70万倍になるようにクリスタル紫溶液を加え、混和後シャーレl乙分注。操作は総工無菌的l乙

行った。

b) LVG 寒天培地:上述LV寒天平板培土a中のクリスタノレ紫を除き、ブドウ糖 0.4%に無菌的に加え、

シャーレl乙分注。

c) BHI寒天培地:ブレインハートインヒュージョン倍地(日水)に1.5 %に寒天 (和光)を加え
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121'C 1 5分間高圧滅菌、シャ F レl乙分注。

d) 肝片加肝臓ブイヨン(以ド肝々ブイヨン):市販豚肝臓 3009をぶつ切り lこlノ蒸留水を加え 100
0
C

1時間浸出、冷却後、 v草過、全櫨校lこポリベプトン(大五)109、内エキス(ミクニ)109、塩化ナ

トリウム 29を加え、1，∞oml になるよう液量を修正、 pH 8.2調整、豚肝臓を者の目lこ細切し、

水道水で、洗ったもの2個をrt1[武管lこ入れ、土41ブイヨン10m1を加え 121oC 1 5分間高圧滅菌、培地

を急冷じて使用o 最終 pH 7. 2"-7. 4 I乙調整。

う)"，，，nc+-r_ f，fc-r= 
e) T P G S c hm i d tら の組成をお十4変じた。 Tr y p t i c a s e p e p t 0 n e (B B L) 5. 0 %、

P r 0 t e 0 s e p e p t 0 n e (D i f c 0)  O. 5 %、ブドウ糟(和光)0.4%、チオグリコーノレ酸ナトワ Eγ

ム0.03%、 Lーシステイン塩酸塩 0.03%、 P H7. 0 、!日途により試験管及び三角コルベンに分fL

121 001 5分間高圧滅菌、培地を急、冷レて使用。

6 ) '" r. T'  f-f-C'r. 
f) rPGY: Ellisonら のBoticinE生性用培地を若干改変。 Trypt icase peptone(BBL) 

5 %、Proteose peptone (D ifco) 4%、Ye a s t ex t r a c t (D if c 0 ) 2 %、ブド

ウ糖(和光 1%、テオグリコール酸ナトリウム(和光)0.03 %、 EーシズデイL姐醜盆(柿色)0.03 

%、 pH7.0用迦こより識寛吉及乙~三角コノレベ、ン分注、 121 0015升高位滅菌、培地を急冷して使用。

7) 
g) V L基礎培地 . T rypticase peptone (BBL) 5%、塩化ナトリウム 0.5%、 Bee f 

e x t r a c t (D i f C 0)  O. 2 %、 Ye a s t e x t r a c t (D i f C 0 ) 0.5% チオグリコール酸ナトリウム

(和光)0.03 %、 Lーシチテイン塩閥盆(和光)0.03 %、 寒天末(和光)0.05 %、 pH 7. 0試

験管に分在、用途lこより 1000030分、間敵滅菌 3回及び 110001 0分間高圧滅菌ロ

3. 精製芽胞の作1成或:使用菌菌.株KS一 1、GB仕F一一 3及び岩内株の芽胞は次のよう lに乙培培.養精製lじノTたこo 培培a養は

S chmi 

分問加熱(い、その中の 0.1m 1を 1臼5m川} 入りのT、PG培地Jに乙i接妾針f種重、 3羽WCα48日時1寺t問I塙岳養、 この培養液2.0m1 

を600010分間加熱、その1.0 ml をTPG培地 100m 1入りの三角コルベンに接種、羽"05日間培益

後 4001晩放置、初00rpm 3 0分遠心、芽胞を集めて安藤ら 8)0)法に準じ精製した。芽胞は結晶リゾ

チーム(S i gma ) 100 J1Cf /mlの0.051¥1燐酸緩衝液(pH8.1)中で、 37"060分間マグネチッ

クスターラにて損伴後、超音波T-A 4280 海上電機)で 10KC、20分間行ない滅菌蒸留水で洗

づ .9)
綜遠心を 7白l繰り返した。-芽胞の染色には人件ーも止 を使用した。 1m 1中の芽胞数はBHl寒天平板t{j

7 
地の菌数より計算lノ、 1x 1 0' /m 1に調整し使用まで4'Cに保存した。

4. 菌株の性状

a) 菌集落:301)48時間黄燐培養じたLV寒天平板培地上の真球層形成、乳光反応の有無を調べ、治血

反応は 2%人血液加 BH 1寒天培地を用いた。

b) 炭水化物分解説:小試験管にダラハム管及び各種の糖 0.5%に加えた VL5mltこ肝々ブイヨン30

0048時間培養液を毛細管ピペットで1滴を接種、 300048時間培養後、 0.2%B  T Bを滴下し、酸及び

カマス再生の有無を観察じたロ

C) 牛乳培地の変化 Skimmilk (Difco) 10%水溶液 pH6.8に0.2%B  C Pを加えたもの
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5πlを小試験管l乙分注、 100"C 3 0分間欺滅菌 3[司、 t述 48時間培養液壱接種、 30T)48時間培

養し、消化及び凝囲を観察じた。

<1)ゼラチン液化能 :VL培地にG elatine (D ifco 2 0%に加え pH 7. 0 、 5m 1を小試験管

[こう干注、 110 "C 1 0分間高圧滅菌。

e) インドール!童生、硝酸市還元:反応試薬はManual microbiological methods
10

)によったo

n尿素、硫化水素産生及び脂肪分解性:尿素ブイヨンにYe as t e x t r a c t (D i f C 0 ) 1 %、チ

オグリコーノレ酸ナトリウム 0.1%、ブドウ糖0.4%に加えた尿素培地、硫化水素産生は TS 1 (栄酬)

D;1防分解性はクロスリー寒天培地(栄研)で検査した。

2) 
5. 括抗性物質の検出法 Kautterら の方法による。肝々ブイヨン保存菌株、 0.1m 1をTPGY培

地J乙接種、 600C1 0分間力職後、 300018時間培養、培養液を 3000r pm 3 0分間遠心、上清を O.45ρ 

ミリポアフィルターで櫨過、積過液の 1000020分間加熱のもの、非加熱のものを400及び-70
0

0 t乙

使用迄保存ロこれを被検液とする。他万、 LVG寒天培地 U乙 E~~ボ菌芽胞 1 ml 中、 1X 10
7

を含む

懸濁液を拡げ乾燥後l乙慣検液をエーゼ(直径2慨の)1.-ープ)でスポット[ノ、 3{)'O 24時間黄燐培養後、

阻止帯の有無について判定、被倹液の刀価は O.0003 M P s S ( pは7.2) で 2倍段階希釈液をスポット

品駿で剥定した。

6. 活性穂積における R型ボ菌芽胞の発育試験:拍抗牲を有する 1∞ ο020分加熱櫨液争 TPG培地で10

'" 20480倍までの 2倍段階希釈液を 5m 1をそれぞれ小試験管4本づつに入れ、 2本づつに E型ボ菌

芽胞を試験管毎Jこ1∞個及び 10001固を接種、 30'c培養、 24時間毎に観察!ノた。活性{慮過中の芽胞

菌増殖には各希釈液を新鮮TPG培地に継代培養、対照は活性櫨液を合まないTPG培地で確認じた白

7. 増殖型lこ及ぼす活性

TPG培地l乙E型ボ菌を接種、 300012時間培養液1m 1を活性浦被 9m 1 t乙加え、 30001こ6時間放

置、溶菌現象を顕微鏡的l乙確認した。

8. E型ボ菌毒素rff.生J乙及ぼすKS-l株の括抗作用

KS-11乙対する E型ボ菌、両菌芽胞数の比率で肝々ブイヨンl乙混合培養、 5日毎l乙毒素産生の推移

を検討した。

9. 被検漏液の化学的性状:括抗性物質の活性と温度との調係については、 10000、20分間加熱

及ぴ非加熱の被検漏液を室温放置、 400及びー70001乙保存した場合の力価を上述スポット法で測定じた。

透析性の有無、クロロホノレムの影響、アルコール、アセトン、トリクロール酢酸による沈澱性並びにト

リプシンの影響はKautterら2)0)万法で、行なった。
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結果

E守i)ボ関長よ説明検体よりうf，'椎{ノ7こKS-l株の形!吉及び生物学的性状を友3'こ示す。対照株の Eì~!J林

山内、 yl:lJ、 L:jr，-1とKS--1 株の聞に生物判明乙異なる性状は認め自なかった。唯一ーの十II逗は、 E バ~Ic~ オ、

前はE明Eむよを'ti主し，、K5 --1は知l:+lWドで、あることであった。

KS-l 株ゅよ主せる111Wi裕司J<;ltítf~jlZ f1~ (乙おけるE)1~~J;t-~ì苛:胞100 個U万モ市役'~~~は 24'"'-'1201i 寺!日 iIJ-7面近、 10240''-'油開o

杭宇都町仮7)芽胞岸~(才、先手商事IFiしたが10 へる120 倍希釈液では発育を阻'，tH.I t:。禿liカが:混占認立められなか

f液校を耕桝附ド吋f既賠h茂主したと乙ろ、 80~5120{講和f取は良好に増殖が観察されたが 10'"'-'40(討のと ζろでは'lij包

〉空f?をpjぴ阻古(ノ j了。これらのpcr，r;希釈肢を蒸留水で31r.Jj洗将、継代t{f丘すると発育所舶がみられた白

jZ胞数 looofìf~(こっし 1ての泊!訓告側刷出、上述の期水3 [r附札、光背骨髄ぬムれた希釈i夜 10"-'401音と.Wt.~力、

10 "-' 20倍可証l}Hノ、計千株lこよって発'FJJ:骨殖をノJJノたイ'ti2、 100ft刊の場合といJr..，'Kぱ古抗~It!: i'j:， J~ lノた。

土問直型lこ対する活性は、 E型ボ菌(岩内株)1 2時間培養に活性漏液を加え 4時間てす行主的号j}iニii月化1/

た。これは明殖刑菌を溶解(.1t: 乙とをノJ~ じ fこ。

E ヰ~J ポ[有毒素!存;斗::1こ及ぼすKS-1 株のJ占抗作J-tjを去 11こ IJミす。 KS-1 に対する E型ボ菌、向芽胞の比

率において似合 5日間の市長取では、総ての芽胞比率で毒素を証明、同時にスポット試験でth抗性物質の

存在が催認されたロ 1同日の継代培長で、の毒素咋生は10: 1、 100 1 tこ証明され、 1 でi立証明さ

れなかった。 2[叫目の継代培査は 1[n] []の場合と同様な結果が何られた。 l二述比率上の培養械の毒性誠蹴

でマウス堅死時間は、最初jの混合倍長で2時間 40分(10: 1 )、 1時間 50分(100 : 1 )、 1In] rJ継

代、 1 4時間 (10: 1)、 1 0 H寺田J3 0分(100 : 1 )、 2 (uJ 13継代では 24日寺間(10: 1 )、 18 fl!fn¥! 
(100 1)のように継代を草ねると弊死時間は延長したロこのことは Kautterら2)が述べている

ように明舶用に格闘的、牙胞に対しては ii予菌的作用を及ほした結早であると推{1却される o

夫 1 E I~I) ボ l有毒:#~ fこ及ぼすKS-1株の措坑作用

LJ: I.l包 数/ld式験符

E司1)(岩f事長) K S - 1 

1 0 0 

1，0 0 0 

1 0， 0 0 0 

100 

1， 0 0 0 

1 0，0 0 0 

1 0 0 1 0， 0 0 0 

100 1， 0 0 0 

100 100 

L 0 0 0 100 

1 0，0 0 0 100 

1 1 0 0 

1 1 0 

1 1 

1 0 1 

1 0 0 1 

査液

.ポット

• • 十

+ 
十

• 十

• -l--

• 十

• + • 十

-一一陽性

仁〉一一陰性
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1回継代培長液 2四条i主代情養液

仕士ょ三土 升1ミ三 スポット 毒素 スポy ト

十 十

十 → 
O --f O 十

O + O イ

O 十 O 十

• 十 • 十

• 十 • 十

スポットー一一スポット誠臨



保存による許性力価の強力を表 21こ示す。加熱活性櫨液を宅温lこ14 H/Hl放置の力価は九lこ減少、非加

熱では)前夜;こ活性がみられなかった。 TPGあるLリIまTPGY培地での情誌の~~" K 5-1及びGB-3株

の活性は 16"-18時間で、最高の力価l乙達じ、 l時間と共l乙次第に刀価は減少、 72 H与問で、は原被のみに~JE

継続 2週間では開校lこ活性はみられむl、。上述の室温放t(tの場合と同じ成績をなーミ{ノている o この

ことは醇よ様物質によって活性は不活化されにものと忠われる。 40C及びー70'CIこ保存じた力II熱穂波の;古

川二は比較的定、非加熱 4'cの場合は低下 l./t: 0 J:.述より K5-1劇〉自重する活性物員同日熱で安定

な}J而iをぶじた。他万、トリプシン処理では活性を失うがクロロホルムでは不活化されなかった。アルコ

ール、アセトン及びトリクローノレ酢酸により沈澱じ、その活性はトリクロール酢酸で、は減少するがアルコ

ール、アセトンの場合は力価の増加がみられた。

以仁の結果より E型ボ菌lこ桔抗性争示じた 1菌株K5-1はKautterらの報告じた BoticinE生産

菌の性状に一致した。

表 2 保存による活性力価の変動(1 4日間保存)

保存前の力価 主 温 放 {吉

加 封L 非加熱 加 割L 非加熱

K5-1 ~\.・ 1:160 1:160 1 :80 (-) 

GB-3 1:320 1:320 1 :制) ←) 

考察

4 。C

力日 3を丸

1:160 

1: 160 

保存 - 7 O'C保存

非加熱 加 幸丸 非加熱

1:40 1:160 1 :160 

1:40 1 :320 1 :160 

必一一希釈倍数

(一)一一陰 性

加熱 100
0

20分処理

同一検体lこE型ボ菌、 BoticinE生産菌が共存する場合、 E型ボ菌毒素産生に影響を及ぼじ、当該菌

分離争困難に、複雑なものlこすることを、 KS-l抹の性状を通して推測lきれた。

K S-1株の最初の分離邑屈において、培養液を 2回継代したfJ寺、毒素を証明l/得なかった事実は上述、

KS-l株t乙支持るE型ボ菌両芽胞の比率とでE型ボ菌芽胞数が1 1あるいはそれ以下であることが推測
2) 

される o Kautterら は上述の両芽胞の比率の他に E型ボ菌の感受性によっても毒素産生が異なること

を示しているo

最近、山本ら11)，は BoticinEを応用し選択的にE型ボ菌を分離する方法を考案じた。これによれば毒

性試験を行なわずにE型ボ菌を同定し、同時にBoticinE生産菌が共存!た場合でも菌分離は従来の万

法と比較し容易であるとしている。

BoticinE生産菌の存在は、 E明ボ&:i分離に大きな障害になると思われるので、菌分離に関する検討

ぷ必要である。
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表 3 K5-1株の生物学的性状

¥f¥k状J¥1株¥ 

BoticinE 
E E~J ボ 広i

産 菌

K 5 --1 G B-:3 i IJ 仁Jt-1 
._~-

形 fìじ~ m大村: 相大半f 村大好 frJ大打 相、大半F

グラム染色'j，t 十 十 向十 十

芽 胞 05 05 05 os o日

運 動 寸J 十 一「 十 一十

鞭 毛 十 十 十 十 十

真珠層形成 十 十 十 十 十

乳光反応 十 十 十 ー十

血液寒天溶血 Beta B e t a Beta B e t a Beta 

肝片消化 一

毒素産性 一 一 十 十 十

硫化水素産生 一 一
硝酸塩還元 一 一
インドール産生 一 一 一 一
牛手l路地の変化 一 一 一
凝[司タンパク消化 一
ゼラチン液化 一 一
尿素分解 一 一 一
脂肪分解 ト 寸 十 十 十

グルコース AG AG AG AG AG 

マル卜ース AG AG AG AG AG 

トレノ¥ロース AG AG AG AG AG 

ゲセリセリン AG AG AG AG AG 

ソノレビット AG AG AG  AG AG 

アドニット AG AG AG AG AG 

フノレク卜ース AG AG AG AG AG 

サッカロース AG AG AG AG AG 

マンノース AG AG AG AG AG 

フフィノース

デキストリン

サリシン

ガ.ラク卜ース 一

ラクトース

イノシッ卜

マンニット

フムノース

キシロース 一

AG:酸及び、カ、、ス!童生

os:則、]円形、菌体の中央又はM在性
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三u
~iH円

197 4年、青森県湖沼のボ菌分布読み!売において分離じた KS-l掬.tE型ボ歯、 BoticinE生産lJ':fGB

-;-f保0)敗色宝吻学的性状』乙ー捜し、史 lこ E 別ボ[有上告知ヰ'-!に対(ノて的 i罰(1''.1に、 ~g1'L菌 i こ対!ノ TJE肯Pil'，tf を

/止しに。これらのドヤ伏は Kautterらの報告した BoticinE生産関lこ一致する。従って再告らの分離lノた

合一一 1掬;よ本品設1')]0)B 0 t i c i n E生 主Jと思われる。

勺土ff~:29[口!日本細菌学会東北支部総会において要宵号報供し〆 f了。

r¥、 献

1) 山本耕一、川村正栄、豊川安延、大友良光:青森UE棚沼における C lostridium botulinum分布

に関する調翻仇第E地青森県衛研所報 12，19730 

2) Kautter， D. A.， Ha工rrr、'rrπmo
Jr.， T. : Antagonistic effect on Clostridiurn botu1inum 

type E by organisms resemb1ing it. App. Microbio1.， 14， 
616-622， 1966. 

3) 中村豊、飯田広夫、佐伯潔::iう内部鳥谷村i乙起ったボツ 1)ヌス中毒についてむ

北海道衛研所報、特報、 1-18、 12ヲ 10 - 1 3， 1 97 3 () 

4) Cowan， S.. 守. and Stee1， K. J・ Manualfor the identification 

of medica1 bacteria. Cambridge.， 119， 196ラ.
ラ)Schmidt， C. F・世 Nank， 日. K. and Lechowich， R. Y・2 

Radiation steri1igation of food.江. Some aspects of growth， 
sporu1ation， and radiation resistance of snore of Clostridiurn 
botu1inum type E. J. Fd.Sci， 27， 77守 84，1ヲ62.

6) El1ison， J. s. and Kautter， J. A. Purification and some 

properties of two Boticins. J.官acterio1.，104， 19-26， 1970. 
7)小酒井望、鈴木祥一郎:嫌気性と嫌気性菌症。医学書院、 335、 19680

8)安藤芳明、佐藤秀男、飯田広夫、中川哲雄:ボツリヌス E塑芽胞の発芽愛:閃について。北海道衛研所

報、第 20集、 12-18、 19700

9) 大高興:新芽胞染色法。弘前医学、第4巻、第 1号、 27- 28、1953
0

10) Manua1 of microbio1ogical methods McGRAW -HILL BooK 

Company， lnc.， 1守ラ7.

11)山本耕一、 111村正栄、豊川安延、大友良光 BoticinE利用の E明ボソリヌス雨分離l鳴する研究。

青森県衛研所報、 13、53-60、 1976
0
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Rot ic in E利用の E型ポ、 ツリ又ス菌分離法に関する研究

来者 Eコ

山本耕

ウJ 川安延

川村 iE 栄

大友良光

我国のボツリヌスI享iC以下ボ菌と略)による食中毒は、青森県 (19561))、宮崎県(1 9 6 9 2)) 

の B卑!ポ菌による 2例以外総て E塑ボ菌によ旬、過去の各研究機関によるボ菌分布調査でも E司日:、l羊I()~; 

分離がほとんどである。従って E型ボ菌の分布は疫学上干主要な意味を持つが、 E型ボ関分離は必ら寸し

も容易で、はtat.、。その理山として、ボ菌の選択培地のないことがあげられる c それ故、 E~I.!ボ菌の分離

には、各型ボ菌l乙共通する真珠層形成能力と培養漉液 L治におけるボ-崖i毒素証明を子がかり l乙、最終的

lこは E型抗毒素血清による毒素中和試験を行わねばならなし、児玉ら 3)、藤沢ら 4)、/J、林らう)は、 E 

塑ボ菌 4株の免疫血清ーを作製し、スライド法による凝集試験を E型ボ菌分離に利用しでいるが、 llJ本ら

のによる E型ボ菌の抗原分析結果では、 E型ボ菌有毒株と無毒株は免疫学的に区月Ijレlじ〈し )0 またか~IÎ
7) 

ら は、抗毒素血清を加えた寒天培地に検体を混釈してパウチ法による培養方法でボ菌分離を報告して

し、るが、土壌細菌についての交叉反応については実験しておらず、多〈の土壌検体を処理せねばならぬ

実験ではまだ実用的とはいえなし、。
.8) 

そこで我々は、 1966年 Kautterら報告の E弔ボ菌l乙括抗作用を及ぼすパクテリオシシの 1

1唱である BoticinEをE卑!ボ蘭分離に応用することを考えた。一般にパクテリオシンは、通常同種又

は近伝の細菌のみに作用すると乙ろから細菌のタイピンゲl乙応用されているが、 BoticinEの場合は発

見されてからあまり時が経っておらず、抗菌スペクトル検査もご〈少数の嫌気性菌lζ対して行われている

だけである。我々はとれまで、土壌中よりのボ菌分離を中心l乙ボ菌分布調査を行っているので、各型のボl菜i

以外l乙通常我国土壌より分離されるボ菌以外のクロストリジウム屑菌と活干の好気性菌l乙対する Botic in 

Eの抗菌スペクトルを I曲線培益法で、倹査し、!両線培養法で、実際に土壌より E型ボ菌分離を試み、実用化の

可能性を検討じた。

実験材料

1 ) 供試菌株

E埠!ホ菌 201株、無毒E塑ボ菌類似菌 68株 (BoticinE生産菌を含む)、 A型ボ菌 6株(

Corn-l Col-10T、秋田-4、秋田-1 1、秋田一 36、秋田-38、Prince Rupert)、

B型ボ菌 3株(Lamanna、B青森、 BMN-2 )、 F型ボ菌 5株 (Langeland、 FHー 1、

FH一2、 FHー 3、 16 0 F )、 C型ボ菌 1株(CB 針。ckholm) 、D型ボ菌 1株(ばDO

U R Dakar )は弘大。医α細菌学教室分与の株で、土壌中より分離頻度の比較的高いボ菌以外のク
9 -12) 

ロストリジウム属菌 16株は金沢大・医・細菌学教室分与の株であった。他l乙BoticinE 生産菌の 1

株とレて当衛生研究所で分離した KSー 1株 13)を使用レた。乙れらの菌株のうち、 B川 lCln Eの!t
8) ~， ..  、、廿山 凶)

産iこはじ B --3株ノ、 BoticinEの抗菌力価測定lこは h型ホ困石内株 芽胞を使用した O さらに

世子気判:1菜!とレて、 Staphylococcus aureus Heatley、 Escher ichia col j 0 -2 6、s-
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higella dysenteriae 志賀、 Sal:m.onella typhimur ium 1406、 Corynebacterium di-

phtheriae gravis 、 Bacil1usanthrasis 岳、 B勺 subtilis Pっ c0 1 、219、BヲCere.l.iS

2株 (HW-387、青森N Oり 8)、 Bっ natto青森の計 10株を使用した。

II ) 使用培地

TPGYブイヨンt吉士也

トリプチカーゼ(B B L ) 5.0%、プロテオ--!?"ペフトン (Difco)4.0%、酵母エキス(Djfco)
日)

2.0%、ブドウ糖1.0%。還元剤は原法 では 0.1%にチオグリコール酸ナトリウムを加えてい

るが、我々は 0.03%にチオグリコール酸ナトリウム(和光)と Lーシステイン塩酸塩(和光)を加

えt:.o pHは7.01こ調整レ Bot i c i n Eの生時に使用レた。

TPGブイヨン培地

卜リプチカーゼ、(B B L ) 5.0%、プロテオーゼ、ペプトン (Difco)0.5%、ブドウ糖 0.4%。

原法あ)では 0.1%にチオグリコール酸ナトリウムを加えているが、我々は 0.03%にチオグリコ

ール酸ナトリウム(和光)と Lーシステイン塩酸塩(和光)を加えた。 pHは7.0tこ調整レ各種菌株

の増菌と岩内株の芽胞作製に使用レたが、好気性菌の増菌の場合は還元剤を除いて使用した。

肝片加肝臓ブイヨン培地 17)

乙の培地は TPGブイヨン培地l乙発育困難な菌株の増菌i乙用いた。

7 0万培クリスタル紫加変法LV寒天平板培地 17)

乙の培地は土壌よりの真珠層形成菌分離に使用レた。

LVG寒天平板培地

7 Oh倍クリスタル紫加変法LV寒天よりクリスタル紫を除き、 0.4%にブドウ糖を加え、 15 

mlずつシャーレに分注して平板とした。両線培養l乙用いた。

3%人血加ハートインヒュージョン寒天平板培地

ハートインヒュージョン寒天培地(栄研)tこ3%に人血を加えて平板とレた。 LVG寒天平板

培地i乙発育困難な菌株のために使用レた。

田) 画線培養に使用のエーゼ、

BoticinE液の塗布とスポット、それに被検菌株の画.線lこは総てループの外径 3棚、内径 2概の

エーゼ、を用いた。

IV ) 毒性試験用動物

ボ菌の毒性確認と画線培養で選択された疑 E型ボ菌の毒性確認には 18'"'"'259のDDK 

雑種マウスを用いた。

v )土壌検体

1 975年のボ菌分布調査で、尾A較沼周辺より採取の土壌 12検体で、あった。

実験方法

1) BoticinE原被作製

Bot ic in E生産菌 GB-3株の肝片加af臓ブヲヨバ呆存披 0.1m 1を15mlTPGYブイヨン培地入

り中試験管lこ接種レ 600C10分間加熱後 37
0

C24時間培養レ、その培養液 0.1mlをさらに
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15mlTPGYブイヨン培地入り中試験管l乙接種レ 37
0

C18時間培養レた。培蓋後直ちに培義

被を 1000C20分間加熱レて Botic i n Eの他酵素による不活性化を阻止させた。乙の加熱培養

液は、冷却後 3000ro ト mョ 30分間違心レ上hctfをO.4 5μ フィルターで櫨過しその櫨較を

B 01 i c i n E )};~波とした口使用する主で 4 0CI乙冷却保存レた。

U) BoticinE原被の抗菌力価測定

BoticinEiJ副長を滅菌生出的食品7i水で 10、100、2∞、 300、400、500倍にJ:ち釈レ、その希釈i伐 1

エーゼずつを岩内株芽胞 lXl07 個塗布の LVG寒天平板前地にスポット l./、37cC 241L}問嫌気市長

後発育阻Jj-JiJの有無を観察した。抗菌力価は明瞭な阻止帯を形成する最高希釈度の逆数で友わした。

nr ) 匝!線法による BoticinE液の抗菌スペクトル検査

始めにE型ボ菌岩内株、天王株、無毒E型ボ菌類似 BoticinE非生産菌小樽株、それに Boticin

E生産菌28-2株、 GB-3株、 KSー1株の計 6株を被検菌とし以下の方法でBoticinE t(. 

対する感受性度を試験レfこ。方法は Hで作製の Boticin E原被を滅菌生理的食塩水で 2、 4、 6、

8、 10 、 50 、 60 、 70、 80、 90、 100、 500倍i乙希釈後、その各々の希釈被を LV

G寒天平板培地の直径上にエーゼで 2回ずつ塗抹レ、乾燥後それと直角に 370C24時間 TPGブ

イヨン培地培養の被検菌を直線塗抹レ、 37
0

C16--24時間嫌気培養後明瞭な阻止帯の有無を観

察した。乙の結果をもとにし、次1(.Bot icin E原被とその一定調臓とを用し1女子気性菌、上記以外のボ

菌、さらにボ菌以外のクロストリジウム属菌κつwて画緑培養法で感受性の有無を棋査したo. Bot icin 

E原被に対レ感受性を示した菌株で、 E型ボ菌、無毒E型ボ菌80ticinE非生産菌、 Boticin E生

産保l以外の菌株については BoticinE希釈被l乙対する感受性度試験も行った。

IV ) 土壌検体よりのE型ボ菌分離

従来の万法で分離レた真珠層形成菌を TPGブイヨン培地lこ接種レ、 37
0

C24時間培養後

Boticin E希釈被使用の画線培養を行し、、感受性菌についてマウス毒性試験を行うとともに生物化

学的性状も検査レた。

V ) 毒性 試験 18
7
19 ) 

E用ボ菌及び BoticinE使用の画線培養で土壌から分離{ノた凝E型ボ菌の毒性は、毒素活性化の

ため培養被に 0.1%にトリプシン(Di fco、 1 2 5 0 )を加え 37
0

C 1時間放置レその遠心上

清 0.5m 1をマウス腹腔内lこ接種レて確認レた。マウスの観察は 3日間行った。

結果

スポット法で 30倒的f諜グJ価の BoticinE原被の各希釈液l乙対する前記 6株の感受性試駐の結果、表 1

l乙ぷすように菌株によりかなりの感受性差がみられたが、 BoticinE生産菌 3株とも BoticinE 6倍希

釈被(抗菌力価 50倍)に感受性を示さなかった。また、岩内株J乙対する BoticinEの抗菌力価は、ス

ポット法で 30 0倍あったのに対じて画線培養法官立10倍であっito次に BoticinE6倍希釈液と Botic in 

E原被に対ーする感受性検査では、好気性菌と E型ボ菌以外のボ菌は総て感受性がなかっt.:oまたボ菌以

外のクロストリジウム属菌では、友 2に示すように C10 perfringensは原被l乙、 Cl u butylicumは4

倍希釈液l乙、 C1 0 f a llax は90 倍希釈液l乙感受性があり残り 13株は非感受性であった。 E型ボ菌で

は岩内株、天王株を合め使用 201株総て BoticinE 6倍希釈液に対レて感受性があったが、無毒E型
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BoticinE~希釈被使用の画線培養法による E f~l~ ボ

菌、無毒E型ボ菌類似菌の RoticinEIこ対する感受

性度

¥希釈度
菌株J¥¥工倍

、¥

一一一T一一一一一一一ーーー一-
E 
型
示、

菌

表 1
5 5株ボ菌類似菌では小樽株を合め 68株のうち、

1 3株は非感受性でめった。乙の 13株

28-2株以外 8株(滝山、上

は感受性、

の中には GB-3株、

5 8、橋下 21、橋下 23、橋下 34、
2 4 6 8 l050 60 70 80 9010050p 

F 1 3 8、

1 2 ) I乙Boticin E生産能のあることが後に確

ゎ

叫

溝

正

菌

白
与
ト
ト
L

・'且

一
川
山
口

M
産

し山非

nm
生

無

毒

E
型

ボ

菌

類

似

菌

内|十十十十十十一ト十一一ι.u 
石

認された。また ζの 13株中 3株(木古内、浦河、

=ï~十+十十一一天K 1 6 8 )はし、ずれも BoticinE原被に対レては感

樽|十十十十十十-l-十十十十一、、
E
B

，J 
』，，

Boticin E 6倍希釈液使用の画線培

養;法による土壌からのE型ボ菌分離試験では、土壌

1 2検体より得た真珠層形成菌 79株のうち Boticin

受性があった。

乙のうち 1株が毒性試験のE感受性菌は 18株で、

2 8ー 21十十一一一一一
結果E型ボ菌と判明レた。残り 17株の感受性菌は

G B-31 +一一一一一一生物化学的性状検査の結果無毒E型ボ菌類似 Boticin 

K S -11十十一一一一

十……感受性あり

ー・・-・・・感受性なし

E非生産菌で、あった。

表 -2

ボ菌以外のクロストリヂウム属菌の BoticinE原液及びその希釈液l乙対する画線培養法

による感受性。

感受性の有無株

Arrcc 
菌

25762 sporogenes C1. 

(原液l乙対してのみ)十BP6K perfringens G工.

( 4倍)十331ラ
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考察

20) 
Kaut terら 、Anas tasio らによれば、 BoticinEは蛋白非分解性ボ閑(B、E、 F型)、無毒 E

引ボ|尚類似閑( 1----3 種類の糖の分解能において E}~U ボ菌と異なる菌、 Boticin E生産雨入 CL

perfringens、C10 acetobutyli(・umfこ対して抗菌活性がめると L叶。本実験では蛍白井分解'VtB、F

引ボ菌と C1 0 acetolmtv 1 icum については検査レなかったが、他の菌lこっし、ては上記同僚な成結を得る

一五、 BoticinEがC1 コ butyli:'um、C10 fallax f乙対しても抗菌活性のあることを明らかにしに。

特に C1， faI lax t乙対する白川、抗閑活性存在の事実は、他l乙報告例をみず今後同南の同定Jこも佼すーっと

思われる。また、好気性菌 10株は BoticinEt乙感受件A を有レなかった。

本実験でEJ~~!ボ菌と無毒 E fIj'!ボ菌類似菌との聞に BoticinEte対する感受性の莞の3、る乙とを期待し

ていたが、 l画然と区別可能な結果は得られなかった。レかレ、無毒E1l!ボ菌類似菌中、 Boticin E生広

菌は抗菌力価 50 倍の BoticinE被に非感受性で、 BoticinE非生産菌は感受性のあることが判明レf二。

我々はボ南分離に 7O)J倍クリスタル紫加変法LV寒天平板培地を使用レているが、この培地で真珠

層を形成するクロストリジウム属産iは現荘までのと乙ろ、末同定株も多いが、 Oakleyら21)、McClung 
22) 、23) _ 24) 

ら 、Wi11 i s ら 、Narayanの 報告レた、 A、 B、C、D、E、 F型ボ菌、 CL 向 rde11 i、
12 ) 

C 1 0 novyi A、 C1 0 s porogenes、及び佐々木らの 報告レた C1 • Capi tova 1 - i i ke， C 1 • 

multifermentans - like、C1 0 pas t euri anurnー liketこ限られている。この中、我同において存子i

末確認の蛋臼非分解性 B、F型ボ菌を除けば、抗菌力価 50倍の BoticinE液I乙感受性を示す蘭は、 E

型ボ菌と無毒 E型ボ菌類似BoticinE非生産菌だけとなる。本実験では、実際l乙土壌から真珠層形成闘

を分離レ酎泉i市誌を行うことl乙上り上記考えを裏づける結果を得た。

Boticin E 使用制;者賠荷:l~本多数の南本を分離した後l乙使用されるとし、う点ではこれまでのボ甫分離

操作と何ら変わわはないが、上述のように 70万倍クリスタル紫加変法LV寒天平板上部主を併用することに

よわかなわの選択能力を持ち、分離閣の感受件の有無も LV心寒天平板培地を用いれば16'""'24時!?守世Ij

定日j能で、める。さらに、被検材料の最初の増菌培養液l乙ボ菌毒素が証明され、そこから分離された真珠

屑府支「動中1/未知訴をi1又130tic in E液lこ感受性のボ菌である場合は、中和試験なレでE卑!と決定出来る利点

カまある G

今後は、 E型ボ閑と無毒E型ボ菌類似BoticinE非生産菌を動物実験なレにし、かに正確に迅速に区別
2う)

するかということと、 UJ本らの報告レているように被検材料の増菌過程で BoticiIl E生産菌が混入レて

L 、る場合があるので、し、かにして BoticinEの影響を阻止することができるかということが大きな課題

である。

本研究の一部は第 29回日本細菌学会東北支部総会、第 11凪青森県環境保健部職員研究発表会にお

し、て発表レた。
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山本耕一 J!I村 lr 栄

豊川左延 大友良光

緒 E司

我々は、 19 7 3年よ句継続事業とレて青森県湖R4[乙おけるボツリヌス菌(以下ボ菌J略)分行J1-[1&J tl~ 

を1jr"¥1973t(二りは、小川原湖周辺及び附近用水路、日周辺(尾a較的、鷹架沼の内陸側一部)十壌

8 7検体と魚介類 394検体計 48 1検体よ旬、 E理yボ菌 2株(土壌より 1株、ウナギ頭よわ 1株)、
2】

F t~~ ポ菌 2 株(ハゼ、 1ft.!鱗よ 1) 各 1 株)計 4 株( 0.8 3 % )を分離し、 19 7 4年 J は、小川原湖湖底

及び附近用水路底士壌 112検休、魚類 90検休計 202検体よ打、 E明ボ菌 3株(用水路!底上壌よわ

の株、 1.49%)分離レ、湖底土壌 1検体に E型ボ菌毒素を証明レた。これらの調杏結果と、 1960 
) . ~ _ ~ J-.-- 4) 一

年 ¥1970年 山本らが行った調査結果を検討するに、今までのところ本県では E型と F引ボ菌だ

け分布し、特l乙E型ボ菌の分布が優占的で、 E型ボ菌分布はボ菌分布率l乙多大な影響を及ほレている。

ところが、 1974年の調査で、小川原湖附近の水旧用水路底土壌よ hE塑ボ菌に括抗牲をノjミすKautter

う)-'-"，"". 6) 一 7)
らの Boticin E生産闘 を分離レ 、 1975年 にこの菌が土壌中lこ広〈分布レている事実を明ら

かにじた。このことは、我々がこれまで行ってきたように被検材料の増菌液の毒性を調べずに菌分離だ

け行えば、 E刑ボ菌と BoticinE生産菌が検体l乙混入レていた場合lこは、 E型ボ菌の発育が抑制される

ことが考えられ、 E型ボ菌分離が困難になわボ菌分布率の低下にもつながるとも考えられる。そこで今

住nの調査では、続検材料中l乙Boticin E生産菌の混在を想定レ、検体処理後の増菌培養櫨被をマウスl乙

接種してボ菌毒素を証明する万法と従来の我々の方法を平行して行なし、、両万法を比較検討レて今後の

ボ菌分布調査の参考とレた。

調 査 地 「図 I 調査地

調査地は、青森県上北郡六

ケ所村の尾監交沼(周囲約 13.5
N 

~()j 初)、鷹架沼(周囲約 21km)、

市相[J沼(周囲約 6.8km )、田

面木沼(周囲約 8.5km )、内

沼(周囲約 8.5km )、高瀬川

(全長約 6.3km )であった。

図1Iこ示すとおh尾監交沼と鷹

架沼は太平洋へ続き、市柳沼

と田面木沼は内陸にあ打、内

沼は小川原湖と続き、高瀬川

は小川原糊よ h太平洋l乙流入
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レている。

被 検材料

被検体の同類と数は表 1Iこ、土壌採取地点は凶 Hにぷす。

L壌検休 i各日周辺と川両岸の土壌については、約 1km毎の地点で、 1辺 1mの正三角形の各頂点よ打

，H3険体(各々 200'"'-'3009)を土中 15'"'-' 2 0 cmの深さよ h採取レfこ。各沼、Jfl底士壌は 500

nt'""-' 1 kmfなに 1検体(約 200'"'-'3009)を採泥器(Ekman -Berge Dridge ，No.2 0 0 7 -A )で

採取した。

魚介類及び節足動物検体:総て鷹架沼で採取したもので、そのうちわかさぎは 3匹、はぜ、は 1"'6匹、

えぴは 10[7!;それぞれまとめて 1検体とレ、その他のものについては 1匹 1検体とレた。
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実験方法 表 I

昭和 50年度六ケ所村地主主沼・川のボ菌分布調査におけ

る検体の種類と数 ( )内は底土壌検体数

士 壌 +実 体 数 魚介類及び節足動物 検休数

尾監 沼 2 8 ( 8 ) ど じ よ つ 3 4 

鷹架 沼 8 4 ( 12) オコ 1)). さ ぎ 1 0 

市柳 j子! 2 8 ( は ぜ 1 2 

日1面木沼 4 2 ( 6 ) ふ な 1 4 

内 沼 3 8 ( 5 ) ち カ〉 2 

高 瀬川 6 4 ( 10) か れ し、 1 

え ぴ 1 2 

1)> J乙 2 

1)> ら -9 貝 3 

fこ l乙 レ 7 

げん fや λ つ 5 

計 284 ( 45) 計 1 0 2 
E --Lーーーーー

1， 000mll乙ケイソウ土(和光)259を加え高圧滅菌レ、冷却後これに塩化ナトリウム加塩化

第 2水銀 0.2%溶液に 30分間浸して滅菌しておいたニワトリ卵4個の卵黄だけを無菌的lこ加え、混

合後1， 0 0 0 r 0 p . m. 1 0分間遠心レ、その遠心上清を無菌的l乙櫨紙で癌過レて卵黄液 (LV

液)とレ、その 10 0 m 1 を滅商ハートインヒュージョン寒天 900mUこ混合レ、 70万倍lこクリ

スタル紫(相光)を加え 20m1ずつシャーレに分注レた。なお卵黄液は使用前まで 1ヶ月を限度

として冷凍保存レた。
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LVG寒天平板培地:クリスクル紫加変法LV寒天平板培地の変法で、普通寒天の代ht乙ハー

トインヒュージョン寒天(栄研)を使用レ、クリスタル紫を除き、 0.4%にブドウ糖を加えた寒

天陪地で、シャーレJ乙は 15m1づっ分注レた。

TPGブイヨン的地:トリプチカーゼ (BBL)5%、プロテオーゼ‘ペプトン(DifCli ) 0.5 

%、ブドウ糖 0.4%を蒸間水に加え裕解後櫨過、 pH 7. 21こ調整後小E試験管に分注後高圧滅菌L"

fこ。チオゲリコール酸ナトリウム、 Lーシステイン塩醐却却長過滅菌し各々 0.03%に後l乙加えた。

原法り)では還元剤と(./てチオグリコール酸ナトリウムのみ 0.1%に加えている。

2 ) 嫌気培養法

寒天平板培地の嫌気培養は黄燐培養法を用いた。

3 ) ボ菌毒素証明万法とボ菌分離方法

各検体の前処理から増閑までは次の如ぐである。土壌検体では、 1検休 1009を容量 500ml

のコルベンに入れ滅菌生理的食塩ー水 100----200mlを加え、滅菌アルミホイールで蓋をレ数十

回激レ〈振渥後 15 ----2 0分間静置レ、その上清全量を 3，0 0 0 r. p. m， 3 0分間遠心、沈済

全量 (1'"'-'39)を 10m1肝々ブイヨンに移した。又、魚介類と節足動物については、ふな、ち

か検体は頭部と内臓部とを一緒l乙レ、かに検体は偲部を、からす貝検体は中身を、他の積体は令-J去

を乳鉢ri1で暦砕:後量l乙応じ 30'"'-50ml肝々ブイヨンlこ加えたo 肝々ブイヨン増菌被中のボ菌毒

素証明とボ菌分離方法は表nt乙示レた。表中のマウス発症試験は次のように行った。 E型ボ岸i存主
10， 1り

活性化 のため増菌液 0.9mltこ1%卜リプシン (Difco， 1 250) O.1mlを加え 37
0

C 

1時間処理レ、 3，0 0 0 r 0 p 0 m c 3 0分遠心後その1三市 0.5m 1を体重 15-----20[lDDK系雑

種マウスの腹腔内に接種、

3El間観察レた。また、中

和試験では、 トリプシン前

処理培養櫨液の遠心上清 2

mlを1ml兜 2本の小試験

管lこ分注レ、一万には 1ml 

の1.0 10 Uo /m 1抗毒素

血清(診断用、千葉県血清

研究所製)、他万には対照

として 1mlの滅菌生理的食

塩水を混合レ、 370C 1時

間中和反応後両混合被とも

0.5 m 1ずつ 2匹のマウス

に腹腔内接種、 3日間観察

レた。 rfl和試験lこは始め E

型抗毒素血清ーを用し¥これ

で中和されない場合はA、

B 、 F型抗毒素血清を使用

レた。更に、表中のクリス

表 " ボ菌毒素証明万法及びボ蘭分離万法

前処理検体を肝片加肝臓ブイヨンに接種
600C20分加熱処理後
3 0 oC 7日間培養

験

験

試

試

V
E
↓
日

uド
ト

工

ホ

1

毒

中

中和検体

クリスタル紫加変法LV寒天平板培地lこ塗沫
↓30"C48時間培養

真珠層形成集落 5個を TPGtこ接種
(中和検体からは、さらに多数集落接種)

↓37"C24----48時間
培養

Bot icin E液使用の画線培養
，(370C16-----24時
| 問培養)
一一一一平
Boticin E液に感受性の
TPGtg養液の毒件試験

↓ 
マウス弊死

( E月1)ボ閑と決定)

よ
Bot icin E液lこ非感受性の
TPG培養液 10検体の少

量ずつをマレて毒性試験

マウス致死の場合、各々の
検体luy毒性試験

中和試験
( E明ボ菌以外のボ菌)
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出匝也番点号 検番体号
f素号

検査 ボ菌分
検体採取地 集落 離及ぴ

汗f~J 数 毒素型

内 沼 沼底 1 E 15 一
3 E 13 一
4 E 27 

高瀬 Jf/ 周辺 3 

HI H 1 
E 5 一
E 11 
E 5 一

4 
皿I H 

E 33 
E 21 1 E 
E 17 

E 9 
E 37 一

6 
m 

E 31 一
37 

7 I E 40 
E 25 一

8 回 E 31 1 E 
9 皿 E 31 

11 
m I !1I 1 i 

E 9 
E 5 
E 26 

12 
田I 

12 
E 10 
E 30 

13 
m 

E 8 
E 23 

14 E 5 

16 
IJ[ 

E 32 
E 11 

17 
HI ll l 

E 14 
E ‘羽
E 5 

18 
m 

E 21 
E 31 

JlI底 5 E 50 1 E 
9 E 136 1 E 

L
引，

h
刊，

よ

よ

若
山
仲
浩
一

集

集

ハ
υ

ハ
υ

5

つ】

成

成

形

形

層

層
珠

珠

古
パ
富
一
パ

た

た
レ

レ

離

離

分
。
分
。

再
離
再
離

h
分

h
分

よ
株
よ
株

壌

1
壌

1

士
菌
士
菌

の
ボ
の
ボ

h
型
ha
型

残
E
残
E

来

※
※
 

地点
検番体号

毒 検査 ボ菌分
検体採取地

番号 素 集落
離主f主号 及び

型 数 素 型
トーー一一一一一

尾!駁沼 周辺 1 
I 皿H 

E 55 1 E 
E 5 来
E 5 一

2 m Il E 15 一
E 51 1 E 

3 I E 6 一
4 

lI 日v 
E 15 2 E 
E 32 一
E 68 

5 回 E 25 一
6 I E 50 一

E 43 ー-

W E 5 来来

沼底 1 E 40 1 E 
5 E E 40 1 E 
6 35 一
7 E 16 一
8 E 13 I 一

鷹 架 沼 周辺 3 E 35 一
m E 11 一

沼底 E 8 一
11 E 1 一

回面木沼 周辺 6 I E 10 

5 E 21 

沼底 5 E 11 
内 沼 周辺 1 

m I 
E 15 
E 11 1 E 
E 38 一

2 国 E 15 一
3 m il E 31 1 E 

E 28 1 E 
7 E 18 一

E 21 

9 
m I li 

E 12 
E 4 一
E 5 

11 rn E 21 一ー

毒素証明検体におけるボ菌分離成績

σ= 
中込



E型ボ菌分離 14検体のうち属駁沼周辺から得た検体 4ー Iからの菌は、全土壌検体の各増菌液よ1']

ボ保iと疑わじい真珠層形成集揺を一時に 5個宛検査レfこJ&H'Hで、分離された唯一のもので、残打 1:3積体

的うら 11険体からの菌は、案落 5イ同宛の検否終了後lこtYiJ述 72 E耳'Wポ菌毒素，;lEHJj検体fff養紋よ 11fi}度

多数の Eif~ボ闘類似集活を検斉して分離されたものでふる。また、建 1) の尾属女沼周辺 1 ，--- U 、 6--JVの

2 検体からの菌は、末処開土壌検体の再検?こよ ~ì 分離{ノ t: 。

作々の出、 JIU'.謝;央体的乙対する EW~;t陸 !l8r~lJE司~j>芋叫母好日 64.29 は I百点If150%、i司ifj:19.4 7Yoとド

向く、田I面ヰ相、鷹知ljは7.14%.、4.760;;伐と{lL<、市柑IJ日-jでゆ示、損j豆長i正明殴件であった。まfこ、 Jム壌紙、検{ノド切りと対

する各沼、川 i 土壌にーおけるボ菌毒素証明検体数とボ岸i分離数は表町 J 乙 iJ~-九

図 u~乙毒素証明地点をスポット

レてみると、出駿沼で、は今回内!号 表 W 調査各出・ jI LT.壊における;j~'菌存云，dl 明検体数と柄拘分数

万曲]の周辺土壌調査を行っていな 来同一検体よ h2株以上の1!1ド刊菌竹離で'ま i

いので不明であるが、海岸l乙近い

地帯では周辺、底土壌ともに高い

汚染を示し、鷹架沼、田面木沼で

は散在的l乙低い汚染の度合でめる O

小川原湖l乙続いている内沼では、

沼の入r-1の汚染度が高〈、沼内部

は局部的に高い汚染を示レてし喝 o

また、高瀬川で、は!氏士壌の汚染は

まばらであるが両岸は全域にわた

って高〈汚染している。

魚介類及び節足動物 102検体

からはボ菌毒素証明、ボ!蘭分離と

もに陰性であった。

考 察

従来の戎国におけるボ菌分布調

査成績と比較レ、今回のボ菌分布

調査で土壌 284検体中 72検体

( 2 5.3 5 % )と高率に E型ボ菌

毒素が証明されたことは疫学上注

目に価する。

さらに、小川原湖よ h流出する

高瀬川が高度にE型ボ菌l乙汚染さ

れている事実から、小JlI原湖がE

型ボ菌の高度汚染地帯であること

はほぼ間違いないと思われるにも

高瀬川

計

底

両岸

底

株とレた。

( )内は土壌総検体数l乙対する百分率ω、小数:;1

3位以下四捨五入

3E 1. 0 6 ) O 

30E ( 1 0.5 6 ) 2 E 

2E 2E 

( 2 5.3 5 ) 1 4 E 
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関

@司 "0

分数

十壌険体採取地点と;tでツリヌス薗分布状態

士主高検体主正取地点

{番 f}lJ.地点議行)

Efi<)ポ員百毒素iu1:p;Ji

j 分母は採取検体主主

l 分 [1手五型寸f白百毒素説明検体数

10 
贋

13・

1 
1 

内 沼
よ

-・手

/)，-11/原

- 6 6-

~刻

マ-

朔

e 

市御宿-

6 

回面 木沼

5 

2 . 



かかわらず、 19 7 3 1) "--1 9 7 4 2)年の小川原湖周辺、底士壌及び附近用水路土壌のボ菌分布調査で、

小Jf/原湖周辺、民士壌 98検体中よ r)E fl~I.! ボ菌毒素証明 1 険休、 E型ボ閤分離 1 検体計 2 検体( 2.0 4 

%)と柄めて低い分布率であった ζとは、本質的な分布の違いというよ打、検査万法の相違によるもの

と斉えられる。すなわち、 1973'"'-1974年の調査では、検体噌菌培養液の毒性を調べず、検体市

菌出量扱を LV寒天、V{J~t;tflti~ で分離府養レホ菌とらIわれる真珠「固形成集溶 5---10 倒についてWltîi伝、 Jj

'1ftを調べていたが、今!司は検f本増尉培長械の毒性を調べる万泣?とrJiW乃の万(}:を併用して調子Eレ土。 :dU刀

法での結民を比較してみると、前向の万世でボ菌分離を行った場合、 284 検体 rf~ E型ボ菌分離はわず

か 1検体(0.3 5 % )であ打、検体増菌培養液の毒性を調べた場合、 284検体中 E型ボ岸i毒柔inr;JJ]は

7 2検体(2 5.3 5 % )と高率でそのうち 14検体(前の 1検休を含む)にE型ボ菌が証明された。こ

の検出率の相違事実から、今後の分布調査で、は検体の明菌培主主般の毒性試験は必らず行し、、用分離は、高

'~'tを確めたうえで、行った万がよいと考えられる。

毒素証明検体からのボ菌分離は選摂培地が考案ヨれていない現状にあるので、他力多数のポ菌と疑わ
う) ~ ，， 6， 7) 

れる克珠層形成集落を検査する必要がある。しかレ、 Kautter ら、 rll本' らが報告している如く、

E型ホ、菌に括抗作用をノ'J'すBoticinE生産菌がE型ボ菌と混入レている場合lこは E型ボ菌の分離は極め

て難レし、。

小林ら 13)の秋田県側日本海周辺及び大潟村周辺土壌についてのボ菌分子15調査では、1.5 0 0険休中

E塑ボ菌毒素中和倹体数 15よ hE型ボ南分離 9検体(60%、 15検休l乙対する百分率)、竹内向)

は北海道内陸河川沿岸の調査で 349ケ所中 E型ボ菌毒素証明 32ケ所よ hE型ボ菌7菌株 (21.88

%、 32ケ所に対する百分率)分離の成績を得てし帰。今同の我々の成績では E用ポ蘭毒素証明 72検

休中 14検休(1 9.4 4 % )に E引ボ菌を証明したにすき、ないυ 我々のこの低い分離率は、本調査と、v
7) 

行して行った Boticin E生産菌の分布調査で、極めて広範囲l乙レかも E型ボ菌毒素証明検体l乙多<Boticin 

E生産関が分離されている事実(E噌ボ菌毒素証明 72検体中 43検体、約 60%)よ h当然と宅えら

れノる。

E噌ヰ:菌i主素証明検体よ hのE型ボ、菌検出は多数の集落イト検査せねばなιぬ現状から考えれば、今回
12) 

我々が採用レた Botic in E使用の画線培養法 ιよる E型ホ:~検索は、多数の真珠屑形成集落よ h E 

J~~ ij;'閏及びBoticin E生産間以外の無毒E塑ボ菌類似菌を選択可能な意味から、毒性試験fHのマウス消

費を節約出来、今後有効な万法と弓い得る。苫らlこ、乙れまで、の研究結果から考え、 l輔窮吉荷主で分離され

たボ閣は中和試験を省略レて E型ボ菌と同定レ得る手IJ点がある。

ノ今「回、 魚介類尽茂-び

由とレて、これらの検休を採取した鷹架沼土壌におけるボ蘭分布率のほいことが考えられる。しかレな

がら六ケ所村問、川地帯が高度にE明ボ菌に汚染されていることからみて、これらの地域で捕獲された

魚介類の長期保存とその摂食には十分注意せねばならない。

本調査成額の一部は第 29回日本細菌学会東北支部総会、第 11m]青森県環境保健部職員研究発表

会、昭和 51年度青森県衛生検査技師会において発表した。
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青森県六ケ所村周辺の沼、川にむける Boticin}j 生崖菌

分布に闘する調盃緋先。

緒日

山本耕一

豊川安延

川村 lE 栄

大友良光

Itaut ter l) らは、 E烈ボツリヌス類似菌が、 Eヰ~ボツリヌス菌(以下 E型ポ菌と略称)の生育菌l乙対
レ溶菌的、芽胞菌に対レては静菌的l乙作用する一物質を見出レ、止凶を BoticinEと提案レた。 Ellison 

ら2)はBoti cin Eを精製レ、化学的性状を詳細に述べ、その性質は Bacterioc inの範陪l乙適用百れるこ

とを報告レた。

その疫学的意義については、今日迄、 何らふれていなし、。 Kautterらは既に試験管で E型ボ蘭と

Boticin E生産菌が共存する場合、 E耳vボ蘭分離を困難ならレめる事を指摘レてしも。たまたま 1974

年、著者 3)らも、ボ菌分布調査の際、培養液中lこE型ボ菌毒素を証明するにも拘わらず当該菌の分離が

困難で、その原因がBoticinE生産菌の共存によることを経験レた。

仁述、著者らの知見をもとにレ、更に広範囲に究明するため、ボ菌分布調査に伴なう Boticin E生産

閣の役割について、 1975年青森県湖沼におけるボ菌分布調査と平行レ、 80ticinE生南宮の分布と、

その関係を調査レた。

実験材料及び方法

4) 
1 被検体 19 7 5年青森県湖沼におけるボツリヌス菌分布調査第四報 lこ使用レた土壌及び、魚類の

樹負閥文306と同一である。(表 1) 

表 1 各沼、川底における検体採取地点及び検体数

尾較沼 鷹架沼 市柳沼 田面木沼 内 沼 高瀬川

沼周辺土壌 20 ( 6) 72(24 ) 24( 8) 36(12) 33(11 ) 54(18) 239( 79) 

沼底土壌 8 ( 8) 12(12 ) 4( 4) 6( 6) 5( 5) 10(10) 45( 45) 

計 28 (14) 84(36 ) 28( 12) 42(18) 38(16) 64(28) 284(124) 

数字一一採取検体数

(数字)ー一一検体採取地点数
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2 使用菌株;本所報記載の Botic in E生産菌GB-3株、 E型ボ菌岩内株及び本調査で尾飯沼よわ分離さ

れた BoticinE斗:Itur主iI<~ S -[)株"Ef~~~ ボ菌六ケ所-2 株引ær:t-]oG B --3、行内株は弘前大学細菌学教

コ~~よ打 û)分り株。

3 イ~2ilj出地、分離株の形態、生物学[l'J'~t~大及びスポット品験 i 本所報 lこ記載。

4 芽胞の作成.使用繭林ーを 60
0

0‘10分間加熱後TPGで 30"0、 5日間培養レ、 3，00 0 rprn 

3 0分間違心、芋胞を集め蒸留 1]<で 5[I-1J洗綜遠心、蒸留水に丙浮遊、 4
COiご保存、芽胞数は最{i'<<較で

計算レた。

5 混合培長ーにおける毒素陀生及び Bot i c In E 生産の推移 .~f:iß闘株、六ケ所-2fê..&'討-1<.S- ~)の ;Ijj

抗作用を本所報記載万法で行なった。毒素量はMLDでノJ~ し、活性力価はスポット法で測定しにの

6 百分離;万法は本所報記載、菌集落は平均 5 イ問、 E型ボ菌毒素証明検体からの菌検索は SO~~100

イrtJlt乙っし、て検討レfこ。

結果

スポット試験で、 R型ボ菌芽胞の発育を阻止レた総分離株の加熱培養櫨液は、 80----160倍の力佃i

をぶレfこ。分離株の形態及び生物学的性状については、 2株はサッカロース非分解、 2株はサリシン分解

する他、 GB-3および岩内株の件状lこ一致レfこ。 elJち、本調査による分離株は、 E型ボ菌類似菌の

Boticin E生産菌である。

1 各泊、川、底上壌における BoticinE生産菌分布:同地域の土壌よし BoticinE生産菌は 32 

% ( 284検体中、 91検体)、分離株数は 161であった己特に尼駁沼、高瀬川で、は表 2f乙示す

ようにそれぞれ 53.6% ( 2 8検体中、 15検体)、 45%(64検体中、 29検休)と高率であ

る。

表 2 各沼、JfI底土壌における BoticinE生産菌の分布

尾駁泊 鷹架沼 市 柳沼 田面木沼|内 沼 高瀬川 計

沼周辺士壌 13/20 12/72 9/24 11 /36 ]0/33 26/54 81/239 

沼底土壌 2/  8 ] /12 2/  4 2/  6 0/  5 3/10 10/ 45 

15/28 13/84 11 /28 13/42 10/38 29/64 91/284 

分母一一一検休数

分子一一-Bot icin E生産菌分離検体数

2 E型ボ菌毒素証明検体からのE塑ホ関及び BoticinE生産菌分離 :E型ボ菌毒素証明 72検体(以下

7 2検体と略称)からの当該菌は最初 5個の菌集落で分離されす、此のため吏lこ50........100の閣法

について E刑ボ閑及び BoticinE生産闘を検索レた結果、 E型ボ菌のみは 9.7%( 7 2検休ql、 7検
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体)に分離された(表 3) 0 Boticin E生産菌は最初よ t)存花レなかったと忠われる。

去 S 各灯、川!日志士壌における EJ~リボ菌毒素証明 7 2検体よ hEf~リホ)請のみの分離

分母一一一 E型ボ菌毒素証明検体数

分子一-E別ボ菌のみの分離検休数

o / 2 I 3 / 12 1 / 30 

l 0/1 I 0/ 3 I 0 / 2 I 1 / 13 

同検体より、 E型ボ菌および Boticin E生産|商両菌を 9.7%( 7 2検体中、 7検体)，こ分離、 ζの

うち 2t実体は再分離によるものである。即ら、最初の菌検索で、菌集落 5個のうち 1個がBoticinE 

生産菌、 E型ボ菌陰性、土壌検体からの再分離では、菌集落 50伺のうち 1個、 20個より 1個、 そ

れぞれにE型ボ菌争分離[ノた(表4)。

表 4 各沼、川底土壌における E型ボ菌毒素証明検体よ打 E型!ボ菌及びBoticinE生産菌分離

尾監沼 鷹架沼
rn 柳 C沼1。13日I十H11々;~J 日dt。i本沼EJ1l~! Bo t i c in E型Boticin 回~Bot icIn I m~! Bot i cin 

沼周辺士壌糸 3/133/13 。/2 0/2 0/2 

沼底土壌

計

1/51/5 砂イ包 島/2 O 

4/I84/18 。/主 砂/4 O 

分母一一一 E型ボ菌毒素証明検体数

分子一一菌分離検体数

E型一一-E型ボ菌

Boticin ---Boticin E生産菌

O 0/1 。/1

O 。/包 。"'3

内出|而瀬川 計
問~Boticinl fÂl~ Bot i c i n 回 Boticin 

012 0/I2¥1/30 1/30 ¥4/59 4/59 

cV3 <Y3 2/ 22/ 2 3/133/13 

。イ50/15 3/323/32 7/727/72 

来一一-E型ボ菌 3株のうち 2株は士壌の再検索で、分離

又、上述毒素証明検休よ h5 9.7 % ( 7 2検体中、 43検体 )t乙高率に BoticinE生産菌を分離

(表 5)。上述と同称に両菌共存を示レている。
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表 5 各ffj、JII底土壌における El~\!ボ蘭毒素証明 7 2検体よ hBot icin E生産菌分離

計 I10/18 

分母一一-E~2ポ菌毒素証明検体数

分子一~ Boticin E生産菌分離検体数

更に同検体よわ BoticinE生産菌だけを 50%(72検体ft1、 36検体)~乙分離レ Tこ(去 6 )。

表 6 各沼、川底士壌における E型ボ菌毒素証明 72険休よわ BoticinE生産車iのみの分離。

沼周辺土壌

沼底土壌

3十

尾!駁沼|鷹 架沼 市柳沼

6/13 1/2 。
0/  5 1/2 O 

ト ーー一一一千

6/18 2/4 O 

分母一一-E型ボ菌毒素証明検体数

分子一一一 BoticinE生産菌分離検体数

田面木沼 内 沼 高瀬 JII I 

2/2 8/12 18/30 35/5 9 

0/1' ， 。/3 0/  2 1/1 3 

2/3 8/15 18/32 36/7 2 

毒素証明検休のうち、 22検体よ hは E型ボ菌及びBoticin E生産菌のいづれも分離されなかった

(表 7)。

表 7 各沼、川底土壌における E型ボ菌毒素証明検体よ hE型ボ菌、 BoticinE生産菌いづれ

も陰性。

|尾 l駁沼 鷹架沼 市柳沼 田 面 木 沼 内 沼 高瀬川

沼周辺土壌 2/13 1/2 O 0/2 1/12 10/30 14/59 

沼底土壌 3/  5 1/2 。 1/1 3/ 3 0/  2 8/13 

5/18 2/4 。 1/3 4/15 10/32 22/72 

分母一一-E型ボ菌毒素証明検体数

分子一一一 E型ボ菌およびBoticinE生産菌いづれも陰性検体数
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E ，l~リボ菌毒素陰性 七壌検休からのBoticin E生産菌は 16.9% ( 2 8 4横休中、 48検休)に分

離ヨれた(友 8) 0 間諜iは単独に存在レ陀ものと尽われる。

8 科問、!日立士壌における Ff刊ボ菌毒素陰性険休よ !iBoticin E生産菌分離。

三日 ; 11  4 

分母一一一検体数

分子一一 BoticinE生産菌分離検体数

3 魚介類及び節足動物からの Boticin E生産菌分離:!震架沼よ h採取レた同検体からの BotieinE生

産菌分離は 4.9%( 1 0 2検体中、どじょう 3検体、ハぜ 1検件、タニシ 1検体計 5検体)と低かっ

た。鷹架沼におけるは菌の分布は 15 %で、各沼、 11Iより比較し、低率な分布を示じたことに関係す

ると思われるo

4 混合培養における毒素産生及び BoticinE ':t:惇力価の推移:本調査で、 E型ボ菌毒素証明ぜる同

一培養液よ hE型ポ菌、および BoticinE生花菌を分離(ノた 7検体のうち、その 1検体iこ共存する両

菌の関係を試験管内で検討レた。

即ち、両芽胞菌を一定の比率で混合、 24"-'120時間培養レ、 BoticinEの力価及び E型ボ菌毒

素菅t<Df品移をみた(表 9)。

表 9 混合培養における毒素産生及びBoticinE生産菌力価の推移。

100 10.000 1: ]i∞ ¥ -)  1. Lり l-) 1 . 4 l-) 1 . 1 (一) 1 . 1 

100 1， 000 1: 10 (ー) 1: 20 (ー) 2 (ー) 1 : 1 (一)I 1: 1 (一) 1 : J 

100 100 1: 1 (ー) 1: 20 2 (一) 1 : 1 (ー) (ー)

1.000 削船 1i'醐 1 却 1酬 1: 1 剛 1: 1 1， 000 1 : 1 1， 000 

10，000 o I ~ :小川 1: 1 4， 000 I 1: 1 I 4. 000 I 1 : 1 

※ 希事R. イ百数
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Boticin E 生産再!の力師は、 n1ì] 苛:.~iQの比率上で異な h 、 t日養時間と共l乙減少、 4 8時間以降は原被

(乃J込!こ子決っ I二O
ト E 、十-I ~ 

#士デ「ミ IT〆1:1二弘、
J:) () t i じ i: モ 1; 南に対 J- ろ E~IJ "jド南の比率が 1 1へ-1 1 0 0マC、l主マ

ウス JこJJ十/iiや てZ
L lりづ IであろH1、2 4 riJj間的存肢が 1，OOOMLDで 48時間以降の毒素量

は五ら片品、つら 10 0 : 1'.;'~' 三でr1， OOOMLD~こ明力ri レ fこ。

d~主をちするj:/~.号、仁、 i ! ~ひ、 d~#~は iEUûJ され Tこが、マ rL] ス理主死.t~の日刊\r () .: 

i出、試験で 2fr，lttl¥1 3 0 分、継イきでは 24 i;!fl~j を要したo '1I ic.. ~í{t を一司ねると J-if主流 Jr: 、 スァ r";' ‘え(~

itHt を小さなかっ t- ぞ、 lia111tcr1)らが述べたように、生育閣に裕菌 rl'-J、芽胞に対 1./ 工昂琵Jft'~ 'iこf'~;J\l -i "J 

Boti cin Eω忌響を小レたも ωと!止われる。共存検体より分昨されt:..E乃花ボ伝iほ、 BoticinE壬

に対じての司胞ω比率が 10 1以上の剖合で共存したものと忠われ勾

土壌 284よりの B川 1Cln E't産分誰及びE明ポ丙吉井詰lt明検体ーよりのE耳IJボ菌及びBot lcin V'上

1ft両分離成主liiを去 10 t乙示す。

表 1 0 被検休1:壌 284よ hEJtリボ菌およびBoticinE生産菌分離

r- E~~Jボ菌のみ分離

ト-EW.Jボ菌および Boti ci n E生産菌分離
I-E~I) ボ菌毒素証明 72 ---1

ト-Bot icin E生産菌のみ分離

L-Eftl)ボ菌およびBoticinE生産菌陰件一

被検休土壌却4~

圭 察

，--BoticinE生芹菌分雄

E耳IJボ菌毒よ陰性 212-1 
L-E 型ボ菌およびBoticinE白苧菌~主性

~~ E1引ボ菌 2株は土壌の再検索で分離

7 

・a

36 

22 

48 

161 

青森県六ケ所村周辺lこ散ιする日及び川の土壌には、 Boticin E生産蔚が濃!早日つ広〈、特tcE型

ボ保i毒素証明地域Jこ高卒l乙存在レ、 E雪リボ|菌毒素ーを証明するにも拘わらず吋該菌を分離レ得ない場合の

一原閃でめることが判明レた。 BoticinE生産菌の共存する培養液から Ef~l) ボ菌分離に関レて、 Kautter
1) 
らは試験骨内の E~IJボ菌毒素は向'芽胞数の割合が影響を与える他に E~)ボ南の感受性 lこよっても左右

されるとし、閣集落約 50 個のうち 1 個の割合で E~~ボ菌の分離を示レている。

著者らも平均 50伺の菌集落のうち 1個が E刑ボ菌であることを実地においても同様な成績を得た。

E Jt~J ボ菌毒素証明検体からの菌分離に際レ、多〈の菌集落について検索を行なったが E [~IJ ボ蘭及び Iわticin

E生産菌いづれも分離されなかった検体は 30%に達レ、当初の予想l乙反レた。そのF~H]I乙関しては fl

下検討中である。
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昌問

E型ボ菌分布調査に関連レ、 Boticin E生産菌分離、凶j菌問の疫学的関係を究明レfこ。

本報告は第 29回日本細菌学会東北支部総会において要旨を報イヰレた。
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緒 Eヨ

!れ1清茂学から 考えられる工シテ口ウイ

ルスの生版予 fEJU汁究 : 最近 4 年|古jの

古株 Ifiに むける jt許到UI i IJとその感染像

佐蕗チC Jt~ 

人のエンテロウィルスは現在、ポリオ、エコー、コクサツキーウィルスA、 B 群の4 種 l乙大J.j!j~れ、 l血

清学的には最近追加されたエコーウィルス 34型1)(以下エコー 34型)を含めて 63唱の多数にffiリ日Ij

されているo じかも、これらウィルスによって引き起きれる疾患はみなし児ウィルスと呼称されているエ

コーウィルス(E n t e r i c C Y t 0 pa t h 何日icH uman 0 rphan V i rus iに代表されるように多様

な臨床像を呈する。 2)

その主な疾患とじては無菌性髄膜炎、麻庫、脳炎、気道疾患等が挙げられる。本邦におけるこれらウィ

ルスに起因する流行例は 19 6 0年から 1961年にかけてのコクサツキーウィルスB群 5型 3・4¥以下

う一春 ) リ9-11)
コクサツキ-B5型)、 1964年から 1965年のエコー 4~~j; 'i '9 6 5年のエコー 6~~~、 1 9 6 7 

12--14) 1 a 7 1 {:f:(/) T .. _ 1 1 ff.1j 15-ー16)年のエコ-9型、 1 9 7 1年のエコー 11 f~~ の無菌性髄惇炎がある。さらに、最近ではコクサ

ツキ-A1 6型を主たる病原とする子足口病の流行が全国各地から相次いで報告3れているo 17-19) 

近年、臨床ウィルス学の日進月歩l乙従い、これらウィルスと疾患との関係、また周期性とか常在性、非

16
0 
20-23) デ

;市存:Ii生とかの生態的研究が進められつつある o 幸いtetノ仁、 Jイクロタイターを用いての組織

培養が可能となり、定量的血清疫学面からの ζれら研究が比較的容易に出来るようになった。

著者はこの意図のドI乙青森市という限られたー地域を舞台とじてこれらウィルスの生態を知る目的で組

織培養で増殖可能なエンテロウィルスを選ぴ、エコーについては 29の型、コクサツキー B群では 6つの

型、計 35株l乙対する乳幼児から高年令者に至る血中々和抗体価を測定した。そ{ノて、これらウィルスの

一般住民に対する浸湾状態、また、それぞれの年令属に対する浸淫段階から過去における感染実態を把握、

究明じ、これらウィルスの生態の一部について先に報告してきた。 21)

今l口|は 1970年におこなった生態的研究を基礎として同地域のこれらウィルスに対する浸淫動向とそ

の感染像を研究じたので報告するo

円
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材料ならびに実験方法

1)被検出l清:エンテロウィルスの比較的浸淫の低い 1974年4、5月Jこ再森市居住者を対象とじて青

森県立中央病院ならびに|司市医療機関から無作為に得た。これら血清は 0-3、4-6、 7- 11、

12-1 6、17--24、25-39、40-54、5号-69、70才以仁の 9年令屑に[X分{ノ、各年令層ごとの検体数

争それぞ-;fi20、20、21、26、21、 32、 31、29、20 (計 220)とした。これらのrillir'iは

いずれも使用まで-2000に凍結保存じた白

2) ウィ lレス:中和試験lこ!こ甘いたウィルスは岩子医科大学医学部細菌学教室、岩手県衛生研究所、ならび

に東北大学医学部細菌学教室より分与されたコクサツキ-B1-6型、エコー 1-3 3 ;fgl) (但し、 5、

8、 10、23、28型除く)、計 34株で、エコー 4卑!の DuToit株以外、他は給乙標準株であ

る口

実験に際lノて、これらウィルスはそれぞれの使用細胞で少なくても 3代以上継代lAfi、国立予防衛生

研究所から分与された Schmi d t pool抗血清および市販または自家製の単一抗血清でそれぞれのウ

tルスであることを確認した。

3) 細胞:コクサツキー B2型以外の B群ウィルスに対しては 4X 1 O~ 7バ のHeLa 細胞、エコー22

型には 3XI0シml のHEL細胞、他のすべてのウィルス型には 3X 1 0
5
/ mlのjINET細胞 刈

を使用した。その増殖、維持培養液は、 HeLa， j 1 NET細胞では 20/0に仔牛血清を加えた Eagl ム
MEMをHEL細胞では増殖液として 20%に仔牛血清を加えた。維持液としては 2%に仔牛血清を

加えた Eag 1 e"s 1-1EMを使用した。

4) 感染価測定:紫外線照射で滅菌したU型マイクロトレイに上記のウィルスに使用する培養液 0.025ml 

を滴下し、別に同培養液で 10倍段階稀釈したウィルス液0.025ml を段階稀釈ごとに4穴ずつ加え、

マイクロミキサーで振盟、 37 "c、 C02 培養器に 1時間放置後、それぞれ調整した細胞浮遊液 O.025 

ml を加えた。約 1週間観察じ、そのウィルスの終末点を求めたo

5) 中和試験:感染価測定と同様にそれぞれのウィルスに使用する培養液 0.025m 1を滴下じ、事前に

Ea只1e' s孔1EM で2倍稀釈、 56JO、 30分間非働化[ノt::.被検血清0.025ml を稀釈棒で採り、そ

のままトレイ内で2倍段階稀釈t./t，こ。

これを予め 4) で記した万法で算出Lた1∞TCIDぅ0/0.025 m 1を含むウィルス 0.025m 1を加え、

マイクロミキサーで振畳、 3700、C02培養器で 1時間中和した後、そ一れぞれの細胞数に調整じた

細胞浮遊液 0.025ml を加えた。培養後、別に置いたウイノレス対照が 30- 300 TC 1 Dぅ0/o. 025ml 

の範囲に達じた時、 CPEを抑制する血清の最高稀釈倍数の逆数をその血清中の中和抗体価としたロ

エコー 22型の中和試験はフラット型のマイクロトレイを用い、赤尾らのfj"法 2う)に準じておこなっ

た。

また、これら一連の実験に使用した仔牛血清は 5600、30分間非働化{ノ、それぞれのウィルスの

感染価測定から中和試験まで同一ロットのものを使用じた。

なお、この実験成績を 19 7 0年実施のそれと比較+錯すするために前回の 70才以上の被検血清 10

例を対照として実験のたびごとに置いた。
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実 験 成 績

1) 1 9 7 0 1!，-と 19 7 4 午の年令「西日!j、Vl~j中和抗体価。

1 9 7 0 年、 19 7 4 i，[:(J)jr令国別 ¥jiJ-:]中和抗体(耐を表 1tこぶした。

表1 l'守」lNエンチロウ fノレスの 1970年、 19741fの年令同)jlj平均it~和抗体価

。-2 3-7 8-12 13-20 21-35 36--50 51--65 66-

1974 寸
ウィノレス 0-3 4-6 7 -11 12ー 16 17-24 25-39 40--54 55-69 70-

C ox B 1 2.4 2.0 2.1 1.9 1.8 2. 1 2.3 2. 2 2.1 

1.2 3.1 3.1 2.8 3.1 3.5 2.1 2. 5 2.6 2.7 

2 1.2 2.1 2. 1 2.4 2. 3 2.6 2.4 2.7 ユ2

1.4 2.4 2.6 2. 5 2.8 2. 5 2. 3 2. 3 2.6 2. 4 

3 2.2 2.8 2.4 3. 0 3.4 3.2 2.7 2.3 2.8 

1.7 3. 5 2.2 3.6 2.4 2.8 3.7 2. 8 2.8 2.8 

4 1.8 3. 2 3.3 3.0 2. 6 2.6 2.4 2.4 2. 7 

2.6 2.9 1.8 2.9 2. 5 1.7 2.1 2.0 3.8 2.5 

5 1.6 1.7 2.0 1.9 1.5 1.4 1.4 1.9 1.7 

1.9 2.5 1.8 2.5 2.1 1.6 1.7 1.7 3.5 2. 1 

6 1.0 1.0 1.1 1.0 1.2 1.1 1.2 1.2 1. 1 

1.0 1.3 1.0 1.2 1.0 1.4 1.4 1.1 1.6 1.2 

Echo 1 1.1 1.0 1. 0 1.1 1. 2 1.1 1.3 1.3 1.0 

1.0 1.3 1.0 1.4 1.1 1.6 1.5 1. 7 1.5 1.3 

2 1.1 1.2 1.1 1.3 1.5 1.4 1.3 1.5 1.3 

1.0 1. 1 1. 1 1.4 1.4 1.4 1.4 1.5 1.2 1.3 

3 1.1 1.2 1.6 1.8 2.0 1.7 2.2 3.2 1.8 

2.0 2.9 2.1 1.9 2. 6 2.9 3.1 3.1 3.3 2. 7 

4 1.0 1.6 1.9 2.4 2. 4 2. 1 2. 0 2.0 1.9 

1.1 1.0 1.5 2.3 1. 5 2.0 2.0 2. 0 2.5 1.8 

6 1.0 1.9 2.8 2.4 2.5 2.0 2.0 2.3 2.1 

2. 2 4.0 3.6 3.3 2. 9 2. 5 2.5 2.6 2.2 2.9 

7 1.3 1.6 1.2 1.4 1.6 1.5 1.4 1.6 1.4 

1.0 1.4 1.6 1.4 1.4 1.5 1.3 1.6 1.6 1.4 

9 1.3 3. 9 3.5 3. 3 2.7 2. 6 2.3 2.8 2.8 

1.8 1.8 3.5 2.9 2. 5 2.4 1.9 2.4 2.3 

11 1.3 1.7 1.8 2.2 1.9 1.7 2. 1 2.6 1.9 

1.4 3.1 2. 5 1.8 1.7 2.4 2.0 2. 3 2.7 2.2 

12 1.0 1.1 1.3 1.7 2.0 1.8 1.7 1.8 1. 5 

1.1 1. 1 1.2 1.2 1.6 1.5 1.6 1.7 1.6 1.4 

13 1.3 1.3 1.6 1.8 2.0 1.8 2.1 2.0 1. 7 

1.2 1.6 1.1 1.7 1.5 2.6 2.0 2. 3 2. 5 1.8 

14 1.1 2. 2 3.3 2. 1 2.3 2.3 2.4 2.3 2.3 

1.1 2.0 2.5 2.3 2.8 2.6 2.3 2.5 2.1 2. 2 

15 1.1 1.2 1.8 1.7 2. 2 1.8 1.8 2. 2 1. 7 

1.3 1.5 1.2 1.4 1.7 1.8 2. 2 1.8 1.8 1.6 

Q
U
 

門

i



仁F者
0-2 3-7 8 -12 13-20 21-35 36--50 51-65 66--

平均|._-一一一

。-3 4-6 7-11 12-16 17-24 25-39 40-54 55---69 70-

r'~cho 16 1.2 1.3 1.8 1.9 2.3 1.9 1.9 1.8 

1. 1 1.4 1.6 2.1 2. 0 1.7 1. 6 1.6 2.2 1. 7 I 

17 1.6 1.5 1.6 1.7 1.7 1.6 1.8 1.6 1.61 

1.6 1.6 1.6 1.2 2. 0 1.6 1.7 2.0 1.1 1.6 

18 1.1 1.1 1.3 1.3 
1.3 1.2 1.2 1.1 1.2 

1.3 1.3 1.1 1.5 1.6 1.6 1.9 1.6 1.5 
1.6 

19 1.1 1.2 1.0 1.8 2.1 1.9 2.8 3. 0 

1.5 2.1 1.5 1.6 1.6 2.0 2.6 2.5 3.4 2. 1 

20 1. 1 1.0 1.3 1.4 1.5 1.8 1.6 1.6 

1.2 1. 1 1. 1 1.0 1.0 1.7 2.0 1.6 1.6 1.4 I 

21 1.4 1.9 1.9 2. 5 2. 4 2.6 2. 0 1.9 2. 1 

2.0 1.9 1.6 2.5 2.2 2. 3 2.4 2.4 2.5 2. 2 I 

22 3. 7 4. 2 3.4 3. 1 2.9 3.3 3. 2 3.3 

4.0 4.0 4.2 3.0 3.4 4. 2 3.9 4. 0 3.8 3.81 

1. 6 I 
24 1.3 1.3 1.1 1.6 1.8 1.9 1.6 1.8 

1.2 1.3 1. 1 1.3 1.2 1.8 1.8 2.J 1.8 1.51 

25 2. 1 3.6 3.9 3.1 3.0 2. 3 2.3 2.7 2.91 

3.7 4. 4 4.5 4.5 3.5 3. 2 3. 1 2. 7 3.6 3.7 

26 1.0 1.0 1.0 1.2 1.3 1.3 1.5 1.3 

1.0 1. 1 1. 1 1.1 1.1 1.4 1.3 1.6 1.8 1. 3 I 

z7 1.0 1.0 1.0 1. 1 1. 1 1.0 1.0 1.0 1.0 

1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1. 1 1.0 1. 1 1.2 1.0 

29 1.1 1.0 1. 1 1.7 1.6 1. 7 1.9 1.8 1.5 

1.0 1.0 1. 1 1.2 1.1 1.6 1.5 1.5 1. 7 1. 3 I 

30 1. 1 1. 1 1.0 1.6 1.6 1.6 1.6 1.9 1.5 

1.0 1.2 1. 1 1. 1 1.4 1.8 1.8 2. 3 2.. 1 1. 5 I 

31 1. 1 1.6 1.5 1.5 1.9 1.7 1.9 1.8 1. 6 I 

1.1 1.2 1. 5 1.4 1.5 2. 2 1.8 1.8 2.0 1.6 

32 1. 0 1.0 1.0 1. 1 1.2 1.1 1. 1 1.2 1.1 I 

1.0 1.0 1.1 1.4 1. 1 1.2 1.3 1.4 1.5 

33 1. 1 1.0 1.1 1.2 1.3 1.5 1.5 1. 4 1.3 

1.0 1.1 1.2 1.1 1.2 1.5 1.4 ].5 1.7 1.3 

註(1): log2 

註(2):抗体価 4倍以下を 2倍として計算
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両年の 34ウィルスごとの全年令屑平均抗体価は1.0から 3.6の比較的幅の広いそれを示した。もっ

とも肖L、3.0以上をぷすウィルスはエコー 22、 2 51~~の 2 ウィルス、2. 0 から 3. 0 :tでのウィノレスに

はコクサツキ -Bl、 H2、B3、 B4、エコ-~j 、 6 、 9 、 1 1、 14、 19、 2 1 1f~Jの 1 1ウィル

スで、比較的低い Oから 2.0までのウィルスにはコクサツキ--B 5、 B6、エコー 1、2、 4、 7、12、

1 3、 15 -. 1 6、 17、 18、 20 、 24、26、 27、 29、 30 、 31、 32、 33型の 21ウ

ィルスが挙げられる白特に 1974年からみて、 1 9 7 0年当時まだ「担任:じていなかった年令制で感染

を受けたと巧えられる 0-3二J層で平均抗体価 3.0以上を示iノ仁ウィ Aスにはエコー 22、 25刑、 2.0

以上をノJ<すウィルスlこはコクサツキ-B4、エコー 3、 6、 21型があり、1.5以上ではコクサット-

B3、B5、エコ--9、 19 ~~が挙げられる。

2) 1 9 7 0年の年令層号Ij平均抗体価ノfターンを基本型とじた 6つの分類

凶(1、 a'"只)は 19 7 0年の年令層別平均抗体価パターンを基本として 6グループl乙大別じ、 34

ウィルスの 19 7 0年と 19 7 4年の平均抗体価分布状況を示じたものである o すなわら、図(1、 a) 

のコクサツキ-B4、エコー 6、 9、 14、22、 25型の 6ウィルスの共通じた特徴は低年令屑

( 1 9 7 0年の 0-12才)で平均抗体価 3.0以上をピークとし、加令とともに徐々に低下する型で、

その全年令層の平均抗体価はるっとも高く、 2.1-3.4を示じた白この 4年後における 1974年の年

令層別平均抗体価曲線はコクサツキ-B4型の 4-6才層、 70才以上の比較的高い上昇を除いて他の

年令層では O.4から1.4の低下を示じた白また、エコー 6、22、 25型のそれは低年令層(1 974 

年の o--1 1才)ならびに 25才以上の一部年令層を除き、かなりの上昇がみられた。

凶(1、 b )のエコー 4、 11、 15、 16、 21型の特徴は中年令層(1 9 7 0年、 13 - 5 0才)

で平均抗体価 2.0から 2.5を示じ、低高年令層の両端で低下傾向争みる中等度の曲線である o 4年後の

1974#初そり曲線はエコー 11型の4ー11才層の上昇り外、他の4ウィルスで、は目立った上R変動はみられない。

|凶(1、a) 閃 1(a-g )各型エンテロウイノレスの年令層別平均中和坑体価曲線

←一ーーー→ 1970 4.5-1 Cox 64 』 Echo 6 
-1974 4.0 
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:2.0 
y 
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¥ 

..-一、、一一-，¥、¥J・k'-〉ケ「〆 今，・

/ 

、〆・------ιR 

40-54 (36-50 ) 25" / 

/〆JFh F J 、レでτづ""-，・同----ー.

50 -69 ( 51 -65 ) 2.0 
・一『町、

70一(66--) 1.5 

1.0 司-l- A ~ iームム← a a 司~

-81← 



4.5 -

4-0 

3S-

Echo 22 

~.‘ トーザr¥.¥ /¥γ...-4...--"_-，. 
@ ¥、/

¥‘、 f

〆

.〆

?::L 
0-3 '7-11 1'7-14 40-54 ワ~-

生手~履く lqワ4)
凶(1. b ) 

D

5

0

5

0

5

0

 

A
侍

2
d
包
J

内
A

司
A

I

L

r

'卜

Ec.ho 4-

ぷ//辻ザイ
タ炉 v

3，0 ειho 21 

F
3
 

2
 

0
 

'
h
H
同
司
、
、
¥

f
L
 ε↑

 
-v' 

j
'
d
 

J
』
ノ
'

a' 

J 

-

f 、¥ F

J 亡で?¥'- / 
¥¥J， 

0-3 7-11 ，午.2A. 40-舛ワ0-

4頃 12-1625-3q ~-6q 

Echo 11 

/Vyy: 
~-ーームF‘_.... “ーーー」 ムーーーJ

I:cho lb 
1 〆...

/~-- ~ ~\、
I 守、、ノ

-!ノ〉「ト .. 
.~ 

0-3 ワー11 ワ-24-4D-~ヰ ?()-

4-6 1"-16 .2S-39 5S-6Q 

コクサツキー B5、エコー 7、 13、 17、 31型争ク守ループとする 5ウイルスを図(1、c) tこ示

した。乙のグループは低年令層(1 9 7 0年、 0-12才)から1.5前後の平均抗体価を保有し、年令

が高くなっても上下変動が少なく、ほぼ水平な曲線を示す。これら 5ウィルスの 1974年ではコクサ

ツキ-B5型の 4- 6才層と 70才以上の 2年令層を除き、ほほ 19 7 0年のパターンに一致する。

平均抗体価が低年令層(197 0年、 0-12才〕で極めて低く、加令とともにゆるやかな上昇を示

じ、高年令層(1 9 7 0年、 51才以上)で 1.5から 2.0程度に達するエコー 12、 20 、 24、 29、

3 0引を悶(1、<ii 1乙示じたa これらの 1970年の曲線は 19 7 4年のそれとほぼ一致し、最近4

年間における変動はみられなし、 - 8 2--



d )で小!ノたゲルーフOより、さらl司氏く全年刊昌の平宅抗体価1.:3以下lこ属する 8ウィルス、コクサツキ-

B6、エコー 1、 2、 1料、 26、2 7、32、 3 3 :ij~~!を図( 1、e) 1こ示{ノた。低年今屑から高年ー句首に至るまで国

めて{J氏、 41f:{金乃19 7' 4{fのそれJ乙村 1ても!訂版でおおむね1970年口氏れにー一致する。

図(1、

lfj年令同で、1ft)抗体{Itllま亡、iJI1i'f;iriでは両端ltこ(，，が年令叫l力!Hこ{迂liJt較的急な上昇をつづ、け、

f ) Iこlつのゲループとじて心Lt二。令tえi( 1、1 9 3. 0 fiil後支で達するエ二j一一 3、

7 0才以i二の2年令制以外、極めてこの 2ウィノレスの 19 7 4 JfTげエコー 3荷山土 12-16:{、

エコ← 19 7r;~も低年令屑( 1 1才以 1;)と中年令層 (12-54/f)ω-認で Lい上討を小(./、

められた。
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左手令母 (Iq7の

B3、型は図(1. a )から!Xl
f )に同さない独立唱を示す曲線で、コクサツキー Bl、型は全斗二令層で 2.0riiJ後を示す+お言え

B2t士3- 71 屈で比較的急な上昇をぷL/、 2.5前後でほぼ水平なパターンとじて去わヨれ、

3 --7-Y、 21-3 5才同でピークをもっ、比較的市い曲線としてぷめされる o 方、

B2は低:1'1七万回をrt~ I心とじて、

B3 

B2、コクサツキ-Bl、只 )t乙ノjミじたゲノレーフ。、さらに、図(1、

( 1、

1~!! 、

197:H1二
は、

の 131は氏、中年令}t"?( 0 - 11、 12 --15才)、でかなりの上昇を示{ノ、

B 3は4-6才属と 12-16Yn司での t昇がみられた。
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3) 4年間における各号ウィルスの年令屑月Ij平均中和抗体価の左

!司一年令層を比較するために 19 7 0年当時、 0--2才の人たちが 19 7 4年には 4- 6才層iこ属す

るがように 1970年の人たちを 4年間ずらし表(訟のように年令層ごとに各ウィルスの平均抗体価の差

ミしt:.0 1 9 7 4干の 16才以下で 1970年に比較し、 1.0以上ーの上昇を示す年令層のウィルスに

はコクサ、ソキ--B 1、 B2、 B3、B 4~r， エコー 3 、 6 、 1 1、 1 9、 25;型があり、 17-5 4l  

ほこはコクサツキ-Bl、エコー 3、 22型、 55才以仁ではコクサツキ-B 4、 B5 ~í~が挙げられノる。

また、 rr年令層ととの上昇左 O.5 --1. 0の範囲で新たにみられるウィルスには 16才以下でエコ-

9、 14、 21型、 17 - 5 4才層で、エコー 13、 14型があり、 55才以上でエコー 4、 13、 17、

1 8、24、 26、 30型があるo 次J乙各ウィルスの全年令層平均抗体価についてみると、その差O.5以

仁の上昇壱示すウィルスにはエコー 3~~の 0.9 を最高にコクサツキ-Bl 、 B5 、エコー 6 、 2 5型の

5ウィルスがあり、 0-0.5ではコクサツキ-B2、B3、B6、エコー 1、2、 7"，1 1、 13、14

1 6、 17、 18、 19、 20、21、 22、 24、 26、27、30、 31、 32、 33型の 23ウ

ィルス、反対に 1970年比比較し、 19 7 4年が低いウィルスにはコクサツキ-B4、エコー 4、 9、

1 2、 15、 29型のウィルスが挙げられる。

表2 4年間における各ウィルスの年令層別平均抗体価差

ウ'7.¥ぃ¥ベLごス-~~~¥、¥一、¥く1199とこ7740 ν 

4-6 7-11 12-16 17-24 25-39 40-54 55--u9 70 -
平 I司

0-2 3-7 8-12 13-20 21-35 36-50 51-65 66 -

C ox B 1 0.7 1. 1 O. 7 1.2 1.7 0.0 0.2 O. 4 O. 8 

2 1.2 0.5 O. 4 O. 4 0.2 - O. 3 - 0.1 -0.1 0.3 

3 1.3 - O. 6 1.2 -O. 6 -0.6 0.5 O. 1 O. 5 0.2 

4 1. 1 - 1. 4 -0.4 -O. 5 -O. 9 - O. 5 - 0.4 1.4 - O. 3 

5 0.9 0.1 0.5 0.2 0.1 0.3 0.3 1.6 O. 6 

6 0.3 0.0 O. 1 O. 0 0.2 O. 3 .明 0.1 0.4 0.2 

E c h 0 1 0.2 0.0 0.4 O. 0 O. 4 O. 4 O. 4 0.2 0.3 

2 O. 0 -O. 1 O. 3 0.1 - 0.1 O. 0 O. 2 -O. 3 0.0 

3 1.8 0.9 O. 3 O. 8 O. 9 1.4 0.9 O. 1 0.9 

4 O. 0 - O. 1 0.4 -O. 9 - 0.4 - O. 1 0.0 0.5 -0.1 

6 3.0 1.7 O. 5 0.5 0.0 O. 5 0.6 -O. 1 0.8 

7 0.1 0.0 0.2 O. 0 - 0.1 -0.2 O. 2 0.0 0.0 

9 O. 5 - 0.4 - 0.6 -O. 8 - 0.3 -O. 7 0.1 -0.5 -O. 3 

11 1.8 O. 8 0.0 - O. 5 0.5 O. 3 O. 2 O. 1 0.4 

12 0.1 0.1 - 0.1 -O. 1 - O. 5 -0.2 O. 0 -O. 2 -0.1 

13 0.3 - O. 2 0.1 - O. 3 O. 6 0.2 0.2 0.5 0.2 

14 0.9 0.3 - 1. 0 O. 7 O. 3 0.0 0.1 -O. 2 0.1 

15 O. 4 0.0 -O. 4 O. 0 -O. 4 0.4 0.0 - 0.4 -0.1 

16 0.2 0.3 0.3 O. 1 -O. 6 -0.3 - O. 3 O. 4 0.0 

17 O. 0 O. 1 -0.4 0.3 -O. 1 0.1 O. 5 0.1 0.1 

18 0.2 O. 0 0.2 0.3 0.3 O. 4 O. 7 O. 5 0.3 

19 1.0 O. 3 0.6 -O. 2 - 0.1 0.7 -O. 3 O. 4 O. 3 
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三刊:日--11

12-16 17-24 25-39 40-54 55-69 70ー

|平 均
-7 8 -12 13-20 21-35 36-50 51-65 66 -

O. 1 - 0.3 -O. 4 O. 2 O. 2 0.0 O. 0 O. 0 

21 0.5 O. 3 O. 6 - O. 3 - O. 1 -0.2 O. 4 O. 6 0.2 

22 O. 3 O. 0 。凶 4 0.3 1.3 O. 6 O. 8 O. 5 0.4 

24 O. 0 ._-0.2 O. 2 一0.4 0.0 -0.1 O. 5 0.0 O. 0 

25 2.3 0.9 0.6 O. 4 O. 2 0.8 0.4 O. 9 O. 8 

26 O. 1 0.1 0.1 -0.1 0.1 0.0 0.1 0.5 O. 1 

27 0.0 O. 0 O. 0 - 0.1 O. 0 O. 0 0.1 O. 2 O. 0 

29 -0.1 O. 1 0.1 -O. 6 0.0 -O. 2 -O. 4 -0.1 -0.2 

30 0.1 0.0 O. 1 - O. 2 0.2 0.2 0.9 0.2 O. 2 

31 O. 1 -0， 1 -O. 1 0.0 0.3 0.1 -0.1 O. 2 0.0 

32 0.0 0.1 0.3 O. 0 O. 0 O. 2 O. 3 O. 3 0.2 

33 O. 0 0.2 0.0 O. 0 0.2 -0.1 O. 0 O. 3 O. 1 

註(1): 1 og 2 

註(2):小数点 2以下四捨五入

4) 統計的処理による各型ウィルスの年令別浸淫状況

上述の如く、 4年間における動向で O.5以上の上昇をみた年令層が 34ウィルス中、 21ウィルスに

およぶことを述べた。しかじながら、乙の上昇は同一人物を対象としていないことなどから考えて真の

それ手ぷすか否かははなはだ疑問であるo 乙のことから、著者は数的に 1つの基準を求めるべく、各型

ウ I}レスのそれぞれの年令層について統計学的慌Jを行ったf6)その結果は図仰乙示すとうりである白

すなわち、各寺町ウィルスのそれぞれの年令層で 5%危険率(1. 96 ( X < 2. 58 )で有意差を示すウィル

スの年令層にはコクサツキー B1 ~~の 17-24 才層、 B3 型の 1 2 - 1 6才層、 B4型の 70才以上、

エコー 3型の 4-6才層、 7-1 1才層、 17 - 2 4才層、 25-39才層、 55 -6 9才層、エコー

6型の 7- 1 1才層、 55-6 9才層、エコー 11型の7- 1 1才層、エコー 19型の4-6才!臣、 40

-54才層、エコー 22型の 55-6 9才層、エコー 25型の40-5 4才層、 70才層以上の 9ウィ

ルス、 16年令屈が挙げられ、また、 1%危険率(2.58 < X ')で日コクサツキー B1型の 25--39

lj~ 、 B5 型の 7 0才以上、エコー 3型の 40-5 4才層、エコー 6型の4-6才層、エコー 11型の

4-6才属、エコー 22 jfi-~の 25-39 才層、 2 5塑の 4-6才層の 7ウィルス 7年令層が挙げられるo

これを危険率 5%以ドで 1年令届以上で有意差ありと判定できるウィルス数は 34ウィルス中、 10ウ

ィルスにおよ人だ。
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/9ワ4

19ワ0

仁ごごコなし
E三三:5%危険率における有意差

'図 2 統計処理l乙よる各型ウィルスの4年間における年令層別浸淫状況

均金局 升令易圏園， 1 %危険率における有意差

4-6 ワーI1¥2-16門戸2425-3q 40・5455-6q rro - Iqマ4 4-6 勺-¥¥ 12・i6Iヲー2425-3q 40-54 SS司 6qvo-
(0 -2) (3-f"J)(B -12) (13-10)(11-35)(36-50)(引もの(66-) I qηo (0-.2)(ヨーマ)(8寸2)(13 -20)(21-3)) (36歩的(51-6，~(66-) 

i L-_.L-一上一一一」

CoX B 1 Ec.ho 15 [ 一一:ご二二二ご二三二ごご1

∞E.cho 
αコ

2[ 一一一一一一コ

3 

4 

5 

6 

2 

3 

4 
6 

マ
q 

I ， 

L______ ._1三三二子ゴ

「

一ー三一一一一一一仁一一

一ι1
T l=-~三三~

一

1 

l三三三五.L::rエエ=r 工王三三 =1=二三ニ工圃曲四国エニ二こ二丁一一一一1

「一一一一一一一一一

圃国閤・園田rマ士--さ了 Iご=="，:1

ι一一一一 一一寸

I 一一一一一 一一-.

12 [ 

13 [ 

14-c : 一 一 て 二J二 一一一 l 

1& [ 一 一一一一二二三二二二二二二3

lワ仁一一

18 [ 一一一一

一一一一回一一一一一一一一一一一一一一T
一一ー一一一一一一

ー←一一一--一ー一ー一一'1
一一・一一一一-..

rq G三三i一一一一一一二7ご--iし~:::- :~:I二三三プ二ゴ

20 c 

.21 c二

一ごこ=ご一 一二コ

v一一二三二二二ゴ

22 c一一一一一一一一一一一問題量二二二五三，~._-亡二コ

M に了一一 二二三了 i 

2タ品詞岨ー一一一一一一ニ一一一一五て三ヨ二二コ玉三ヨ

26 c二 てご二二二二二二ご二コ

Z可 l 二二 二ごご二二三二ご二二7ニユ

2.'1 [二ア 一一一一二ごご三二二二ご二二二二二ユ

30 I 

3J c一一一 一一←一二一一一一一一二二二ご7

32.仁二二一一一一一一 一一一一一一一一一一一二二コ

33 c一一一一一二二二二一一一一二ご三二二二二コ



5) スヶリーニンク明Ij中和打し体保有"gの動向

4) ~こオ;C '\て、危険率 5%以下、C1 年令回以 t で有，意上手11 をポじたウィルス ~11、コクサツキ-B1 刷、

斗コー 22 のスクリ一二ンゲ甘!Jt'Ci本保有率を i刈(3) 、 (4)fこ 1t三乙としてそれぞれ 'J~ した。凶(3)U) ゴケササ

キ-B 1 f~J で有意 i二月ーをボ(ノた 17--24 、 25-3 9年令層は 19 7 0 年(こ比較し、 1 9 7 4汁 ι は4

1iI、 16 f汗スクリー二ングともに!~;J f¥U立の仁昇争心lノfご。一万、岡(4)のエコ 2 2引の 25--39、

55--69年令!国は 4倍スクリーニンゲ保有率そのものが両年とも極めて U-'Jく一致し、中、!と五年令!討に

おける感染がィ弓えられないような成ねにもかかわらず、 16倍あるし 1は 64倍スクリーニンゲでいJA，iy

ぷじた。つまり、前者が初感染の結 I~n と考えるならば後者は円感染のためと!日、われる。もっとも、乙こ

でえう t~f感染とは同性的意味合いばかりの感去を指すので、はなく、もっとも幅の!ーとし、 F~Þ仕をも合めてしii

それである o lllUm空学の抗体価推移争論ずる場合、同一個体を多数集めてまコこなうことが品 RU)万立で

あり、また、是非必要なことであるが本研究ではそのような方法がとれなカった o 乙のこと与与J ぞ巧勺;~慮，~l

がら、今同有志:_t昇じた 10ウィルスの 23年令層の感染像についてみると附(5)tこ不すように ::Jク廿

ッキ-B1型の 17 -2 4才、 25-3 9二y層、 B5型の 70才以上、エ::J-3型の 4-6才、 7-1 1 

才層、 40-54才一 55-69才J再、 6型の4-6--Y、55-69才属、 11拝1初 4-6才、 7---1 Lr持、

1 9 Jti，~の 4-6 、 40-54才!昌、 25t早め4-6才、 40-54才屑の15~宅開カネ双惑染像を呈[ノ、コクサツキ

一日 3抑 )12--16--1'層、 B4理由)70才以上、エコー 3駒)}7-2 4:r. 25-3 9:l層、 22型の25ー

--3 9才、 55-69才層、 25型の 70才以上の 7年令層が再感染像を呈した白一万、エコー 6型の

6 --1 1才層は中閣的感染像、すなわら、初、再感染の入f)混じ-.1.こ混合感染像を示した。
"， γo 
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エコーウィルス 22型のスクリーニンゲ別抗体保有率
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総括ならびに考察

---~般にウィルス感染は!民F号、麻疹、ポリオ、日本脳炎与に代長されるように感染後には強い免慢を残す

こと J5:知られる d 一度ある集1~J1(/) rドで流行が起った後では免疫を保fIする人が多くなり、それがためにぞ

のウ{}~，スによろ流行は J~ 1)咋くなる。そ 1/て、長年i乙亘っ之その五rjl:flを市 Eである孜々休i吋ト二号 r也

乙の既任のJ[E拠である抗体号検知する乙とはそのウィルスが過去にその地域にどのような/})かわり Lt)l 、5

もってきたかの知識を技々にi1'{4tする。それも金光 27)が指摘じている上うに定性的なものより、

勺:万がより名<1]-え 4こくれるようにJ芯える。

著者はこ Û) ，~~P<l の一卜!こ緒 f1 で述べたように 3 5エンテロウィルスの目然界における生態の一→端κついて

報告 21)じてきたが、今[rlJはfpJ地域の同年令層を対比じて 4年IHiにおける動向をilJltri1亭シ印式パら if1

7ニo

守;の実験成績で、危険率 5%以ドで有志上昇をノ示したウィルスは 34ウィルス中、 10ウィルス i【二およぶ

ことはniJ，iAじたが、この 10ウィノレス中、もっとも平均抗体価の小さいウィルスはエコ- 6 !t~切 1 る 5 -~9 

才層である。じかるに、この年令周の、F-均抗体価差 O.6より大きいコクサツキ-B1引の 4-6Y屑を好i

めとする 12ウィルスの 18年令層が危険率 5%以上に留まった。この理由は次のように考えられる口

今、ある年令屑の小人故の人たちが極めて高い抗体を獲得したためにその年令層の平均抗体価手 í~ 主いレ

ベルまで引き上げたこと、つまり、換言すれば同法で、危険率 5%以下の有意差を示すには一定以上の抗{本

t-，昇名争必-安とすることである。例えば、著者の単純な計算によればある年令層 20例すべて 4倍以下で、

その小、 7例 (35%) ~lさ染争受け 4 倍以上の抗体を佐得じたと仮定しても X ニ1. 89く 1.96で危険率 50
/0

の有志差を示さず、 8 {JjiJ ( 4 0 ~/~ )の抗体獲得者の出現で初めて危険率 5%( 1.96く X<2. 58 の有

志、左をぷす。すなわち、危険率 5%以下の有立差を示すには 40 判以上の新たな抗体獲得者を必要とす

ることである。

この統計ttJ処用法で Lifじたように34ウィルスの 4年間における動向をノjミじた。乙の結果を基iこiノて

個々ウィ;L-スについて考察を進めてみたい。

友(3)は 19 6 5年均冶ら 1974ifまでの国内におけ乏エンテロウィルスの分離状況、また表(4)は1959

年から 1974年までの県内における同分離状況を示じたものである。乙の両リポートともその信頼性と

いう点で、は必ずしも rlJJいとは瓦えないようであるが、少なくとも国内ならびに県内の分布状況の傾向は反

映してL'ると考えるo
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表3 エンテロウィルスの年(/¥7JrJ国内分離状況 (WHO報供 ) 11医学のあゆみが

1968 1969 1970 1971 1972 1973 1974 
(42) (43) (44) (45) (46) (47) (48) (49) 

一一一一一一一一一一」一一一一一ー一一一一一一一-ー一一一

62 103 i 1 168 

2 13 7 i 24 

6 1 20 111 9 3 22 231 

1 2 21 102 i i 24 I 244 

3 74 14 1 9 1:H 235 
3 i 7 

(~C h 0 i 8 i 9 

2 2 4 6 

3 103 103 

4 1 1 

ら 5 7 5 2 19 

6 8 59 6 I 2 147 3 226 

7 1 31 213 149 I 5 2 402 

9 5 331 2 3 70 1 10 422 

11 2 i i 3 694 6 710 

12 i 1 

14 1 24 2 i 3 10 5 3 8 i 58 

15 i i 1 3 

16 1 1 2 4 1 9 

17 66 2 68 

19 i i 

21 2 2 

22 1 1 2 2 1 7 

25 17 i 2 2 2 24 

27 i i 

33 2 12 14 

一
百十 19 300 585 315 242 248 730 345 197 14 2. 995 

表 4 県内の年次別エンテロウィルスの分離状況

年次119591960 1961 1962 1963 1964 1965 1966 1967 1968 1969 1970 1971 1972 1973 1974 ~L 
ウィルス¥¥1(34)(35) (36) (37) (38) (39) (40) (社)(42) (43) (44) (45) (46) (47) (48) (49) ロl

1 21 Q
d
E
A
ワ
臼
円
J

A
吐

-
b
'
i
q
d
A吐
氏

U
門

d
Q
d
ワ白

A
官

q
ム

q

J

5

1
1
2
2
2
 

A

B

o

 

X

唱

b

O

C

 

C

E

 

t(fPl亙
計

i 1 11 5 1 I 
5 5 

1 5 1 1 1 9 
1 6 9 1 17 

2 2 
8 68 5 1 82 

8 8 
1 1 

102 41 143 
1 1 5 76 8 92 

1 1 
1 5 7 13 
1 1 

7 3 10 
2際g:来 29
1 1 
4 4 

2 1 1 10 5 1 20 

1 11 82 9 16 161 131 10 5 6 7 18 1 458 

野木熟児
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1<(3)(4)によると、 コ夕サ yニキ干ト戸一一 B1 f型I目T山;は主[~早R:内でで、は 1 9 6 9 {年I王:までで、はカ‘な iり)~粕?宇清f古f y汀]的lに乙う分?雄争わお亨こなつてい

1r ゴiκ乙fJ均'iソ!かr

る。 '1主主、出Jjらカ、 2[:¥)が 1967 'ifにおこなった 4f古スクリーニンゲによる f:j-;t~ は 6YJス kの 2.6 ロtノ

( ン "j ，1-ドJ'均一こく、 j品):6年淫はほとんどなかったものと掛到ざれた o ところ，い 19 6 8jt、

19ti~Ht二にカ， U-'- i::i 叫 ((J tζ1 6訪問、本県におい工も初めて 5株分ヌ tltこ。この粘!~I が 1 970 

人，l\~、 l心 9m主に比較的 I~ ~ < Ij~ ;~れにものと考えられる o

このことは和ìJ J以加 )ωÚl1Hj:I'~'ï~:~jiからり成績とも一設する。ぞ())段、本県で(主本ウィ ルス{よナ!ょ三}"¥

むらす、Ij¥'1l 0 リォ卜によっても 1972年、 19 7 :3午にそれぞれ 1株ゲ勺でその日斤:はjlLL、?iL J J二

巧えた白 (ノ沿岸じながら、 1974-の平J:]抗体価は 19 7 0 午のぞれR-l七世!/、低勾九二いな~/ ，; l 

汗をノ;;じた。特に 17 --2 4rf吾、 25-3 9才層でft!?資本 5%以ドで有志上討をみjι こと tl' :-

する Q

コクサツキ B 5f~~はかつて 1 9 6 0 年カ a ら1961年にかな打の規模で全国的!と流1--Iしたが、そ 0)徒

1 9 6 6年頃までは全国でもほとんど分離5れていない。しかし、 1967年頃から全国的Irir')(iつ分

離ヨれ始めた。恐らくは本県も合め全国的l乙7、 8年目の!日現であったろうと目、われ/"，，:0 その後、 rJ¥.f:兄

ω反tf:か杭し 1工い7:ょうであり、 19 7 3年lこはかなりのほ淫が全国的にあった模様である。本ウィルス

の力市における 4年間の動向は 70 才以上で 5%危険率での有志L仁拝がみられ、また、低年令!同での反町

カイ1t;WJされることから考え之、 d、規模ながら浸淫が持続していたものと推察される白

比較的低い平均抗体価をノドし、 1971年まで 1株も分;4tfされたことのないエコー 3型がかなりの規院

で 19 7 2年全国各地で分!背任された。

本県においても 1株であるが初めて分唯され、その浸淫宮!更は凶(1、 f)!こ示すように意外と ffljく、

II 、 12--16才、 70才以上を除き全年令!出で土昇じた。その後、全国的にもほとんど分唯されておら

ず、その浸淫ぽ式はカ》つ工のエコー 4Hi~の流行像をJEわせる。ところがその感染対象者は必ずしもエコー

4明のように小児Ij1心ではなくご8・9)年長者の感染もかなりみられたようである白

この 1970年のユーコ-'3~r) と Ir{]様なパターン像を示じたエコー 1 9型も 19 7 4年では 4--6 .y，，40 

-54 干"J~!で 5%危険率での有意 I二昇をみた。本ウィルスは本県ではいまだかつて分離ぎれたこともなく、

まに、 WHOリポートによってさえ 1966:ifl乙1株分離されただけである白

このことからじて当rliへの誌淫があったとの確証は他のデータもみあrらないことからして現在のところ

得るまでには至らないが、 {l~年令層である 4-6.-[層が二flf;i差をもって上昇じている点から推測 l./T 浸淫

があったことはほぼ間道いないものと，思考する。

1 964年から 1965年にかけて、本県はもとより全函的にもかなりの流行を引き起したエコー 6~~~ 

はWHOリポー卜によると翌 19 6 6年の 59株を最後に急激な分離低下を示した。特に 1969年、

1 9 7 0年はともにゼ‘ロであった。

ところが、 3年後の 19 7 1年に 2株分離されるや否や翌 19 7 2年には 147株と数多くにのぼった。

本県でも 1971年に8株分離され工おり、この 1971年の浸襲が同(1、 a) 1こ引じた 1974 Wパ

ターン像ω11才以ド、 40-4 9才j曽の仁昇に結びついたと考えられるo

このエコー 6引の['3ti需がみられた 1971年にかつて 19 6 7年lこ全国的lこ流行したエコ 9引が乍:[lZI 

でかなり分!推された。本県でも無届性髄膜炎を主とする患者から 7株分離され、ほば、 5年転 1)の段f宅が
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あっ t:ことが確認されr。じかし、乙の 21i二後の 19 7 4 lfの年令屑日Ij均抗体価は 19 7 0 'rj三のそれに

比較し、 6才以下で僅少なる上昇を認めたに過ぎず、 7才以上ではひじろ低ドの傾向さえ認められた白

これは t;)J=毛規模が小さかったと考えられる一万、:'cl/~市で分離された 7 株いずれもが 2 0単位の特異的

空血はで|斗定不能であったための抗原的理現によるものとも考えられるo

i f) 7 1 
:J ; .'- 全国各J{hで流行(_，t，ニエコ 1 1i型はまだ記憶に新しいところであるが、この本邦における

安についてはTamv aI う〉がæéに報円じている。本県では~時ウィルずス分離をおこなっ工おらず、

ω煽時寺ピ「ついての詳細は不明である。ただ、 1 972年ごうr1Jで、採取じた血清における年令層;:i1J中和抗

F号、引fi宰は 1970年のそれに比較し、 11才以下の低年令屈ならびに 40-5 0才屑が著明な上昇を示

た 30)

この乙とは 1971年の全国的流行時l乙当市におい工も比較的規模の大きい浸淫があったことを意味す

る白その後、本県を初め全国的lこも本ウィルスはほとんど分離されず 1971年波りの浸襲であったよう

に推測される。

当市におけるエコー 22、 25型は 19 7 0 年当時から他のウィルスl乙比較じ極めて高い浸淫ウィルス

lこ属するがこの 4年間でもエコー 22型が 2年令層、 25型が 3年令層で危険率 5%以下で有意の上昇を

示した。しかしながら、このウィルスの分誰面lこ唱するデータは全国的に極めて乏しい。本県におけるエ

コー 22型の分離は著者らが 31032)1 9 6 4年ならびに 19 6 6年から 1967年に特殊な環境下にある

木熟児から多数分離した以外 1株も分離されていないし、また、 25型も 1964年青森市で患者ーから 4

株分離されたどけである33)柳原 29)は 1968年にこの!両ウィルスl乙対する中和抗体保有率を調査して

いるが、その成績は両ウィルスとも著者のそれに一致し高かった。しかるに、 19 6 8年から 2年間l乙亘

る分離では両ウィルスともゼ、ロア、あった。その原吋は使用細胞の選択ならびに著者らがエコー 22割分識

で報告 31)したようにその症状が一般にマイルドなことから分離が余りおこなわれていないためとも考え

られるがいずれにじても浸淫度の割には少ないことは疑いの余地がない。1.こだ、エコー22型はBerkovich

の報告:34)にみられるように経胎盤感染を引き起した事実があれこのことが本ウィルスの浸淫度に何

人らかの形で関係しているのかもしれない。

さらに最近、注目を浴びつつあるウィルスにエコー 30型があるo 本ウィルスの最初の流行地はイギリ

ス3う)で、その後アメリカ、カナダ等 36-，37)にみられたが、最近また北アメリカでの流行報告38-40)が相

次いでみられる。幸いにして、国内での流行はいまだみられていないようであれまた、 WHOリポート

からみる l浪りその感染例さえもないようである。その成績を裏付けるかのように国内の血清疫学的報告 21

2丸41)はいずれも過去 20年近く、その浸淫を否定じている o じかしながら、この 30型は比較的規模の

大きい流行をヲ|き起す性質のウィノレスであることは諸外国の例から明らかであり、今後の動向が注目され

る。

一般にエンテロウィルスは小児を王Tごる感染の対象とし、毎年あるいは周期的、間敵的Iこ浸襲をくり返

すことは今日までの知見からほぼ明らかである。ポリオを初めとする麻疹、日本脳炎等は古くから一度免

疫を獲得すると終生持続し、再感染はないと言われてきた。もっとも今日でもそれは正論と言えようが臨

床ウィルス学ならびに疫学の進歩に伴い、顕性的意味での再感染はほとんどないKしろ、不顕性でのそれ

4比較的高い頻度で起り得ることが知られてきた32-44)甲野 4う)によると、かつ之のポリオウィルスが

E後5、 6才頃までに 100%近くまで免疫を獲得[ノ、且、その抗体価も比較的高いのに対(ノエコー、コ
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クサツキーウィルスの数名くは成人lとおいてさえ 50-60%台に留まるという o つまり、エコー、コク

什ッキーウィルスは7ドリオウィルスくらべ抗原性が効く充分な抗体争産生し得ないとかの現象は考えられ

るとしても、そのもっとも大きな)以内は丙感染の頻度Jこi)j係するのではなし 1かという o すなわら、生リク

チン投与以前のポリオウィルスは他のエンテロウィルスよ~)同勢崎を形成じ、その感染ω噴)与が L コ 、

コヴ什ッキ』ウィルス仁り í'1.Jく、{.;[:コて同感染布力~tff; l乙-}'ースヌー効県争受ける fごめ慌の令山f

1~J るのであろうと昨測し工いろ。\だ際、今(司!の研究で 5%危険;字以 l~ で有志仁昇争心した 1 0 ，)イ)，ノスイリ

七年令!片平均jr'S{制dliぽ 19 7 0 年11LiJAで他のウィルスのそれに比較じ、 -~Rtzに点い傾向与!ノ士。 1.. ，乃島打、

1 0ウィルスIt18ウィルス主でが 25 .r以土の 1年令層以上で肖首、上昇をIJ礼ノた白

ウィノレスの再出染に闘する報告・は比較的少なく、 RS、4ふ47)風疹32・48ーう0)ならびに変異じながら);'!(

行するインフルエンザ以外余り矢[lられていない。エンテロウィルスでは 64倍以上の中和抗体価がな(5~ì 

ば感染を防禦できないとの報告 43)もあるが、 Ray ら44)の報告ーにもみられるように 8倍何度の fi1々

和抗体価で再感染を免れた例もあるように画一的に云々することは数多いエンテロウィルスでは不可能む

ようである。

著者はエンテロウィルスの集団免疫の土昇像を年令層の抗体価レベルIこょっ之、それぞれ初感染、 JIJ

染、初，再感染昆合の 3つの型I乙分類した。

ただ、ここで注意じたいことは抗体価4倍以下とは過去における感染が全くなかったということ、また、

I dJ一環境下において非抗体保有者が抗体保有者より感染iこ対する感受性が高いと言える前提条件がつ 4こ

とは言うまでもない。

血清疫学において抗体唱の推移を論ずる場合、既l乙上述じたように同一個人争多数集め工おこなろこと

が最良の万法であり、是非必要なことであるが本研究では残念なことにこの万法がとれなかった。従っーに

LJ'.!3の条件を考慮{ノt:Lで、の推論となるが今回有意、上昇を示じた 10ウィパス、 23年令屈ではコクサ y

キ-B 1 型の 17~ :2 4 年令!昌を初めとじて 7 ウィルス、 1 5年令層が初感染像、 5ウィ jレス、 7年令屑

が再感染像、 1ウィルス、 1年令!片が出合感味像を呈t./た。妹l乙25才以上で有志上昇をぶした 12年令

闘において厄年令屈がflJ感染像Jを示[ノ7こことは注目l乙(直し1する白

もっとも、エンテロウィルス感染における症状が季節、地域、年令ならびにそのウィルスに対する免疫

レベル等の因子により多種多様に亘ることがあるように、乙れらウィルスによる感染像がl面一的で、あると

は思えない。

ただ、本研究から一般論とじて言えそうなことは長期間隔で浸襲するウィルスでは初感染像をIUノ、エ

コー 22型のように市在性と考えられるウィルスでは再感染像を日じやすいことは思像に難くない。

るA

d岡

197 0年と 19 7 4年の青森市住民の血清延 44 6例を対象として組織倍長で増殖可能なエンテロウ

ィルス 34株(エコーウィルス 28の型、コクサツキー B群 6の型)に対する血中々和抗体価をマイクロ

トレイで定量的に測定じたι そして、相対応する年令屑の平均抗体佃iを統計学的に比較し、同地域の 4年

間における浸浮動向とそのスクリーニング別抗体保行伏況から考えられる感染像を検討じ次の成績を得た。
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1υ) エンテ口ウイルス、 3 4のI血t恒i清型の年令!同持可叩別!リl抗{体本(保呆有J字は伺々ωウイルスならぴiに乙年?古7屑lに乙よ

なりの高f低疋の幅を在示ミ礼(ノ Tたニが、すべての型に対して保有lノ之いた。その出~{正は吉41手県内、および国内のウ

イノレス分離状況とほほー践し、分離数の多いウィルスほどその抗体保有率が自ti傾向を)/J~ じた。

~) 1 9 7 0年および 19 7 4年の両年に 34の血出型エンテロウィルスについて年令wuJI]f乙検rHすると、

コ勺サツキ--B 1型の 17 -2 4才、 25 --3 9才、 B3 f~~O) 1 2 - 1 G仁 B4i~リ ω7 0 ~y以 i 4 釘3

担の 70Y以上、エコー 3唱の 4 6、 7- 1 1、 17 -2 4-、 25-39、 40-54、 5谷--6 9 

f、 8苧!の 4-6、 7- 1 1、 55-6 9才、 11制ω4-6J、 7- 1 1才、 19型ω4-6、 40

--54" 70X以上ほどは ，~.~O)中和坑(本上昇を不しTこ。とくに、 1 966年に一株しか分離されたこ

とのないエコー 19型の上昇が注目された。

Z，i 1970年から 19 7 4-年の閣に有意抗体上昇を示し、侵淫があ「たと考えられる 10の血11白州ウ 4

ノレスは、抗体保存状況から次の 3つの感染禄式に大日りされた。

1 )初感染が主とじてみられたと考えられるウィバノス並びに年令層:コクサツキ-Bl型 (17-24

才、 23-3 9才)、 B5型(7 0才以上)、エコー 3型(4 - 6、 7- 1 1、 40-5 4、 55-

6 9才)、 6型 (4 - 6才、 55 -6 9才)、 11相(4 -6才、 7- 1 1才)、 19刑(4 -6f  

才、 40-54才)、 25 型 (4-6~，Y、 40-54 才)。

il) A}感染が主と lノ工みられたと考えられるウィルス故ぴに年令層:コクサツキ-B3型 (12-16

才)、 B4型(7 0才以上)、エコー 3型 (17-24才、 25-3 9才)、 22型(2 5-3 9才、

55-69才)、 25 ;f~日( 7 0 才以上)。

iii) 初、丙番染の混{Eじていると考えられるウィ jレス並びに年令)宵:エコー 6型 (7-11.r‘)。

4) エンテロウィルス意染症が小児に多発する時には、血清型lこより差はあるが、成人や高年令者にもか

なちの感染があることが血清疫学的に認められた。

稿を終えるに当り、終始C親切な乙f旨導、と校閲守H易りました j恩師、 !II~ 休治教授\ltびもに山本耕一一r~庁長

に厚く感謝いた します。

本研究の機会をドさった当所、葛西定七微生物課長、終始と協力ド苫った「所、福井手[]子技師、佐藤宏

壊技師、まに、検体採取に特段のご配慮をいたt:l ìt: 青森県立中央病院臨床険査室\tt~ ぴ lこ青森臨床検査セ

ンターの皆障に厚くお礼申じ t二げます口

なお、将命文は現在、岩子医学雑誌に投稿中である。
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青森 県 内 に b ける最近の風疹流行

佐藤允氏

福 井 和i 千

はし力i き

1 9 7 5年春、本県i乙侵入した風疹が今年lこ入ってからも依然衰えをみせず、県内会主主T"in-f{f し， I けご，

乙ni斗半い、妊射の抗体積査件数も Hfi:Hこ上昇し、今平3月から 7月末現iCc- 2J20 0 会f~~ 体，<- f~ j)は

ってし、る。

すでに周知!のごとく、妊娠初崩の感染では 10-5 0%の剖で奇~~児出生の司能性が主o られている。手

いにして本県における妊娠司能年令者の 95%前後はす-c:-，乙問疫を保有し、その危険性は比較的小さいと

考えられる。

本 報 で は 19 7 6年 3月から 7月までの妊婦の抗体険査状況と、乙れま'C'調査して得た打

干の成績について述べる。

1 ) 県内における風疹届出患者の現況

表 1は県内における風疹の月甘Ij届出患者数を示したもの℃ある。昨年 4-7月の患者数は1'ota1 1.760 

名であったが、今平に人ってからは県内各地域とも月偏に増加し、 5，6月をピークとして昨年から I'ota1 

で5.50 0余名l乙達した。

2 ) 県内における一般依頑検査の現況

1 )月百Ij依頑検査数

3月から 7月末までの依頼棋査致を表 2，乙示す。前述のごとく届出患者数の増加に伴い、当所へω険査

依頼数も増え、 6月を展点として fot a 1 -e 2， 0 0 0件以上にものぼった。

この中、妊婦のペア血清は 65 1あり、 41音以上の有，意抗体上昇例は 22であった。

11 ) 妊婦の品疹{J感染例

有意抗体上昇 22例中、明らかに風疹初感染と考えられる妊婦例を表 3f乙示す。

各症例とも症状を伴なった、 8倍以下からの上弄例で症1#lj5は 10ヶ月目における感染で既に出走して

おり、症例 3，4は5ヶ月日の感染で現在妊娠を継続している。しかし、症例 1は2ヶ月で感染レ、 3ヶ

月目i乙本人ω希望により人工妊娠中絶をしている。たまたま、払達はこの症例叫拾児、胎盤を人子、 I両材

料から風疹ウィルスを分離しfこ。このことは妊娠初期ω品疹感染における先天性風疹症候群出生ω位l喰性

を強く暗ぶする D

111 ) そω他妊婦の風疹感染例

有志抗体上昇をみた他 17症例を表 4，乙示す。症例 12を除き、他 16症例は無症状か症状不明である

が、いずれも抗体尿白状態からの上弄である。

3) 風疹感染例の免疫学的験討

H山吉診断において、抗体保白状態からのffLI本の上昇℃は初感染における 20-30%l心不~ ~Ü jfÐ~~ 1:0: IJ >苅!

らnている現在、その感染が初:母染か向感染かω判断は極めて困雑とええる。

このような場合、そω坑i本中l乙191¥1が合まれているか吾かを刷ることが一つの目安になる。 }<5にそω

q
d
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2メルカプトエタノール(2 M E  )処理症例の一部を示した。

症例 1--4 はうtllJ]~ した初感染と考えられる例℃あるが 4 O1J中、症例 2を除く 3例がと昇抗体で 4市以

上ーの低下を示!レミ I~M抗体の存['t: を λJ~i唆した。岩崎，佐凝らの成績によ机ば風疹感染iこおける I9M抗体の

む続は大概感梁後 3週間以内と言われる。このため症状売品後 1ヶ月以上ω日数を経て採血された症例J2 

i乙おLγω江 ~M抗体を検出℃きなかったものと伝考される O

症例 5-7も訂症状の{'jiJで、症例sと7では 2ME感受性抗体がみられたが、症wa6は2ME抵抗牲で

あっ f乙αζω例も症例 2と同様なためと思われる。症例 8- 1 1は無症状の例で、いずれも有患の 2ME

感受性抗体はみられなかった。ただ、症例 8，9では高い抗体価からみて今流行l乙おける感染が強く疑わ

rtる。

又、症例 10， 1 1は血清学的には感染を受けたことは疑t，なく、再感染の結果と推測される。表 5に

示した以外l乙矯症状で有意上昇した 8例中、 5例の 2ME処理-C'4例が 2ME抵抗性であった。即ち、 2

1¥1 E見L躍をおこなった無症状症例 7の中、 6症例が 2ME抵抗性で、 1例が 2ME感受性であった。乙の

ように無症状で有志抗体上昇を示す例』こはかなりの再選染と忠われる例が含まれているようであるo

4) 血清疫学

!) H 1抗体保有率

凶 1I乙流行前 1970平と本流行頂点前前の青森市住民Kおける年令l国世iJH 1抗体保有率を示す。これ

らの保有率は II~一時点における横査でないので一械に比較できないが、 9 才以下の 1 5........4 5¥%の上昇は

昨春以峰の流什におけるものであることはI切らかとし ζも、問題は成人j昌の 64 t吉および 51 21音スクリ

ーニンゲにおける保有率上昇である o 8倍スクワーニンゲにおける成人層の保有率が 100%近<-e初感

染による感染者がほとんど考えられないωl乙かかわらず 64出. 5 1 21古ぇクリーニング保有率で上昇し

た也このことは抗体i呆有者の感染、つまり再感染を強く示l慶している。

I1 ) 一蝦依頼模査ω月可11抗体分布の変動

図 1~乙おける成人層の再感染示唆は lオ 2 の月甘iJ抗体分布にも著明にみられる。 6 41吉をJ貞点とした 3月

のパターンが経月婦に高値に移動レ、 7月では 128倍を頂点としたパターンに移行レた。 8倍以下(抗

体陰性)が 5lyo以下Cある乙とから考えて、これは前述の凶 1と|司様、再感染ω結果と推測される。

5) 脳炎併発例

今流行で全|量的にかなりの脳炎患者がみられたとの報告があるが、本県において知り得た轟囲では死亡

1例を含めて 11例であった。(表 6)この事実は今後実施予定のワクチン'行政に一考を投ずる問題かと

忌われる。

ま と め

昨平から県内℃流りした風疹の 2，3の調査と|司依頼検査等から次の成棋を得た。

1) 3"'7月の使依頑横査 2，222件中、ペア血請は 651であり、うち 22例が，白意抗体上昇を示し

Tこ。抗体価 8倍以下からの明らかl乙妊婦の初感染と考えられる酬は 5t牛あった。うち、 1例の中絶H台

盤，胎児から風疹ウィルスが分離さ11.，1.こ。

2) 抗体白音、上昇者の症状有無， H 11面， 2ME処理H I1面，スクリーニンゲ対Ij抗体保有率(青森市)

ならびに位依棋模査ω月前!抗体価分行)1桂移等の血出疫学的データから成人ω再建染が比較的I高い頻度
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で起ったことがf1I'定きれた口

なお、本論文の要旨はW， 3 0 lflj日本細菌学会長北支部会℃発表した。

表 1 訂森県内における風疹の月甘Ijlr{l出患書数

、:\----s1~2s|--6J
E戸 }91:ー?とと1_~ 三JZ三二仁子二日ゴ三七二l~~_
弘 月IJ 1， 059 23 36 92 362 339 282 I 2， 193 

/¥ F~ 13 873 4.361 3，966 3，825 2， 035 

黒 石 227 430 221 828 329 558 261 I 2， 854 

五月Fr 111 原 3 32 211 183 321 626 886! 2.262 

十 希日 m 5 160 299 1， 318 1. 035 727 100! 3， 644 

む イ〉 76 。 77 410 794 1.198 

鯵 ケ ð~ 。 。 。 32 127 234 328 I 721 

七 F~ 81 65 72 218 768 1.684 469 3，359 

p 6 51 520 1. 548 1. 190 619 228 4. 162 

ð~ 171 5 88 248 901 1. 032 259 2，704 

1. 760 1. 656 6，049 9.363 14. 959 15.029 6， 328 55.439 

表2 月月1]伎依頼横査件数

月

3r: N: 20与

34与
4 

5"4ι 

世哩一面唱ka園Z』L晶a""'
6之ワ

ヴ
4qa 

Totdl 2.222 

20u 400 600 4苛紋 651 之2

に
dハu

tE-b 



表3 風疹初感染と考えられる妊婦の成績

い々干妊 賑!症状の」竺竺竺-L~~ 価 」備

一二i2ifL-1L-Fi l上三上!J-2J VIs 

考

中絶czィル品)

// 11 

) i S u. S 20 5-→6 "/ 5.20 5.26 グ主20481 継続

4 I R r 119 5 11 6. 16 6.29 11 512 I 11 

5 I E . K 121 10 11 7. 10 7.24 11 グ i出産

表 4 抗体価有意、上昇(4倍以上)者の成績

症 年 妊 娠 症状の 血病受付平月日 H 1 i画
氏 名 備 考

i7U 1iL 3 月 数 有 無 1 2 1 2 

1 K. r 34 4一一う5 蝶 4. 9.'76 4.23 32 256 子供催患

2 N. K 24 4. 16 7.10 128 512 

3 r. K 25 2一一→3 無 4. 27 5. 18 8 128 6. 10 128 

4 M. r 25 5. 13 5.21 16 2048 

5 F. M 29 5.13 5.26 32 128 

6 J. s 27 3-→4 無 5. 13 5.26 64 256 

7 s. r 23 2-→4 11 5. 19 7.24 64 256 

8 r. K 28 3一一→4 11 5.20 6. 10 16 128 6. 24 128 

9 A. 1¥11 28 4-→5 11 6. 3 6. 24 16 1024 

10 A. S 29 一 般 11 6. 3 6. 24 64 256 

11 r. S 35 4-一一歩5 11 6. 3 6.24 32 128 

12 R 0 21 3 ，自 6. 8 6.17 128 ~2048 6. 7 発疹

13 S _ K 26 5一一→6 6. 9 7. 15 64 256 

14 f. S 25 4 6.10 6. 24 32 512 

15 r. N 、26 8一一→9 6. 15 7. 13 32 128 

16 r. 0 25 5-ーヤ6 無 6. 16 7. 7 32 128 

'1 Y. 1 26 3 11 7. 10 7.30 64 512i 子供催患

6
 

A
V
 



表 5 2ME処理による成績

く註>HI価(は 2ME

H I価

1 2 

く二 8

く 8

主2048
3 I s u. s I 11 5. 20 5. 26 (512) 

512 
R . r 1 11 6.16-6.20 6.16 6.29 く 8 (64) 

よ2048
(128) 

ー2048
( ~048) 

4 

5 N 

6 R • S 

7 R 

8 K 

9 M 

r

A

一

日
U

S

A

-

唱

1

1

畠

圃

K 11 6. 1-6. 5 

月r 5.15-5.18 

O 11 

N 無

G 月，

K 11 

M 11 

表 6 風疹脳炎患者の成績

6. 12 

6.17 

6. 8 

6. 5 

6. 10 

4. 27 

6. 3 

'7. 8 

6.17 

6. 12 

5.18 

6. 24 

128 
(32) 

1c沼4
(1024 ) 

1024 
(1024) 

8 
(< 8) 

16 
(8) 

~2()48 
( ~048) 

主2048
(2048) 

1024 
(1024) 

128 
(128) 

1024 
(1024 ) 

氏 名 考

症

&U 

発病|脳炎併 同 材

月 日|発月日j氏点目引

平

-L'>-，J 

1 I A 三2048y 110 4. 17 4. 22 

2 I A 

3 1 K 

N 111 5. 22 5. 29 

W 11 3 5. 30 6. 2 

SI12 5.30 6.3 4 I K 

5 1 M . Y I 6 6. 3 6. 7 

6 1 N . 1 1 1 

71M.1111 

8 1M. KI11 

9 I R . l I 5 

101 Y ， KI 5 

111K. rl9 

6. 6 6.13 

3

9

6

1

3

8

4

9

8

4

6

6

9

9

0

4

5

3

9

7

 

2

2

2

1

1

1

1

1

2

1

2

1

2

1

2

1

2

1

2

 

4
5
6
6
6
6
6
ι
6
ι
6
ι
6
ι
1
1
1
1
5
6
 

清 1 リ

H 11面 |採取円けlHI h備

1024 
よ2048

よ2048

512 
512 

1024 
よ2048

よ2048
よ 2048

1024 
よ2048

128 
1024 

512 
512 

1024 
主2048

64 
1024 

4.23 

5.31 
6. 21 

6. 3 
6.17 

6.11 

6. 17 

6.16 
6. 22 

6.19 
6. 29 

'7. 10 
7.24 

7.15 
7. 23 

5.19 
5.27 

16 
くく 8 

6

8

2

 

1
く

3

16 

6

8

8

6

6

8

2

8

8

8

 

'
A

唱

i

'

i

守

δ

一¥
r

〈

/

主主E 似

6.11 6.16 

6.17 6.19 

7. 9 7. 9 

7. 11 7. 15 

月

i



(青森市)風疹ウィルス i乙対する H1抗体保有率関 1
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七戸小学校で分離したインフ

ルヱンザ C型とその Ifr¥.清疫学

{主政允武福井和 f

はしがき

197 3年春ーから全国各地で猛威を振った B7 3型インフルエンザ(以下[イ J)の流行は、本県では

2度ほど中断しながらも 19 7 4年 2月頃まで流fjlノた。その後[イ JA型ウィルスがj手ヨ.ti流行予測事

業の 3月下旬の材料から 6株、また、 4月中句集団発生をみた七丙小学校から 2株分離された。こ(Drイ j

A~~のVt状ならびに七月小学校から[イ J Ai~ と共 J乙 2 株の木同定株が分離されたことは前報で既に触れ

たが、この未同定 2株はその後の険査によって[イ JC型ウィルスであることが判明lノた白

なお、本邦における[イ JC型分離は現在のところ、昭和 39年の山形 1株、昭和 46年の北海道 1株

であり、 A、B型に比較し珍しい例である。

1) rイJC型ウィルス分離の背景と材料被採取者の症状

七Fl小学校の全生徒数は 596名で私達が赴いた 4月 19日にはJ催患者数 145名、乙の中 43名

の欠席者がおり、特に 4年 2組がひどく在籍者 34名中、擢患者 24名、うち 2O:gの欠席があったo

その後の調査によると，躍忠者のピークは4月 24日で 19 9名、うち欠席 27名であり、終息は 5月

中旬頃である。

材料被採取者 10名の主な症状は表 1のとおりであり、 「イ JC型分離者とA型分離者とに相違は

みられなかった。

2) 既知[イ jウィルス各型免疫血清lζ対する分離ウィルスの亦血球凝集抑制価

表 21乙既知[イ JA、 B型免疫血清で同定不能であった 2株の分離ウィルス、七戸 7株、七戸 8株

の各型免疫11rl清に対する赤血球凝集抑制価(以下H1価)を示す。

七}-=~ 7、 8株は A、B型免疫I血清l乙対{ノ℃全く交叉せず、 Cf刊に対じてのみ抑制されたことからこ

の 2つの株を[イ JC型ウィルスと同定じた。

以後、 2つの株をそれぞれ C/青森/1/74、 C/青森/2/74と呼称する。

3) rイJC型ウィルスの性状

1) 分離状 況

この rイJC 明 2株はいずれも発育鶏卵 2代目の羊7Jえから分嘩じたもので継代 2"-3代以内での

ニワトリ亦IIIl球凝集(以ドHA)像は極めて不安定であったロすなわち、室温ではHA像が形成さ
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れず、 400で形成されるHA像を宅温l乙放置することにより陰性像を呈lノた。また、数代継代後の

葉尿膜腔内での増殖も A、 B ;T~I乙比較し劣悪であった。

11 既知「イ jウィルスと分唯株の各陣動物、人赤血球lこ対する HA価の比較(表 3) 

分嘩 2株はc/山形/64と同段、モルモット、ヒト、ヒツジ、ガチョウ血球を凝集せず、ニワト

リ、人0型血球を凝集じたc 分離後2---3代目では凝集しなかった(室温)分離株はおこ示した継代

歴では 400、 2400いずれでも凝集し、且つ同値であった。

iiii rイJC型ウィルスの抗原分析

表 4は分離 2株と c/山形/64とのH 1交叉試験の結果を示じたものであるo 表から明らか伝

ように分離株は全く同じ抗原構造であるが山形株とは若干の相違を示じた。

4) rイ j各型ウィルスlこ対する患者ペア血清のH 1価

七戸小学校で採取した患者ペア血清の各型に対する H 1抗体価を表 5t乙示すo A型l乙対じて 4倍以

上の上昇はNo.1、5、9の 3例、 B型は 1例もなく、 C型ではウィルスが分離されたiも7の16倍か

らL0 2 4倍以上の 1例のみで、一方の分離例、No.8はともに 256倍で比較的高いHI価であるが

差はみられなかった。

5) 青森地区、三戸地区の[イ JC型ウィルスに対する H 1抗体分布

図 1)2)は青森、三戸地区の「イ JC型ウィルスに対する H 1抗体分布号それぞれ示じたものであ

る。 C/青森/1/74、C/山形/64 iこ対じて両地医とも低年令層から極めて高く示めされ、特に

年令増加と共に高い抗体保有者を多数みた乙とは注目に値するo

6) rイJA、B型ウィルスが否定された学校集団風邪患者のC型ウィルスに対する HI成績

過去に「イ JA、B型が否定された学校集団風邪患者 141保存ぺア血清のC型に対する抗体価変

動を表 61乙示す。ペア血清 14 1仔1]中、 8倍以仁の有意、上昇は 1例だけであった。また、急性期血清

における抗体価は各地域とも、いずれも 16倍以上であり、その平均抗体価も 26前後あった。このこ

とは前述のH 1抗体分布と同様、本ウィルスが県内各地域に常在じ感染をくり返し起じていることを

示唆するものと思う。

まとめ

1 9 7 4年4月中旬、上北部七日小学校で、発生lノTこ集団風邪を調査し、次の成績を得た。

1) rイJA型ウィルス流行の中から 2株の[イ JC型ウィルスを分離した。

2) 分離した 2株は全く同じ抗原構造を示じたがC/山形/64 とは若干の相違を示じた。
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3) rイ JC型ウィルスの血清疫学的成績から、 「イ JC型ウィルスは県内各地域に普遍的l乙存Hlノ、

小児を初感染に、 f手ケ章以仁を jー:ーな再感染の対象とじて浸樫を維持じてし、るものと推測された。

なお、本論文の要Hは第 29回H本細菌学会東北支部会で、先ぶした。

表 1 検体被榔l者の主症状

患者 年 』性 発 病 検体採 症 状 ワクチ ウィノレ

体温(叫咳|頭副鼻汁ro因頭発赤|扇頭腺炎
ン

番号 メ寸生
ヨ 月Ij 年 月 日 取月日 樹藍Dス分離

1 12 女 49.4.19 4.19 37.5 2 モト)

2 11 11 11 4. 19 11 36.2 O O 1 ぐ十う

3 11 11 11 4. 9 11 36.7 O 2 

4 11 11 11 4. 11 11 36. 0 O 1 

5 11 男 11 4. 13 11 36.5 O O O O 2 

6 11 11 11 4. 13 11 36.4 O 2 

7 10 女 11 4. 19 11 36.0 O 2 (十う

8 グ男 11 4.13 11 36.8 0 O 無 ぐ十)

9 グ女 11 4. 19 11 36.2 O O 2 

1-0 11 11 11 4. 19 11 36.4 0 2 



表2 インフルエンザウィルス免慢血清に対すろ分i雑ウィルスの赤血球凝集抑制価

¥¥ ¥ ι ¥ 仰| 赤 IITl 球 凝 集 開] 市q価

!のいフト川 H 0 M 0 七 F1 7 キ朱 「七 F=1 8 株一

三一 16.3 8 4 〈二 32Ao/PH./8/40 

Al川 1/471 二三 16.384 くこ 3 2 

A 1/大田r/1/5 3 ;> 1 6.3 8 4 く 32 

A2/熊本/1/67 8.1 9 2 くこ 3 2 <32 

A/東京/6/73 4.09 6 く 32 く 32 

B / L ee /40 512 く二 32 く 32 

B/鹿児島/1/68 4.09 6 く 32 <32 

B /群馬/1/73 2.0 4 8 くこ 32 く 32 

c/山形/64 1 6.3 8 4 2. 0 4 8 2.04 8 

表 3 分:雑株および各型インフルエンザ、ウィノレスの動物並びJこ人 O型赤血球の赤血球凝集価の比較

( 40C、240C ) 

JiL-抗 原 ニワトリ 人 O 型 モルモット

A2/足立/2/57 1. 0 2 4 2. 0 4 8 2.04 8 512 1. 0 2 4 

A/東京/6/73 512 1. 0 2 4 2.04 8 512 256 

B/大阪/2/70 512 1.02 4 2.0 4 8 256 512 

B/群馬/1/73 1. 0 2 4 1.02 4 2. 0 4 8 1.024 5 1 2 

l)c/山形 /6 4 512 256 く 32 く 32 く 32 

2) c/青青〆1/74 2.0 4 8 512 く 32 く 32 く 32 

3) c/青森/2/74 256 1 2 8 く 32 く 32 く 32 

1) 継代歴 :E.1l ALL十A M

2).3) 1/ 1/ Eo 7 A M  

つ』



明の抗原分析

C/~lJ形/64

512 

ー益・%・ | 

c/古伝 /2/74 

512
1 ~)12 

512 

~ 
-長ニワト 1)~1~，時五日入日

C 表 4

2. 0 4 b 

// -;・〈・モ Jレモ、ソ i、

A:急性期]血清

C : I日Ili1iWJググ

j心者の各ftqに対する H 1抗体価

ス
離
一U

M
 

山

一

2

/
ノ

4一

(

6

一

~~I・

l血汗i
番号

:::: 

A }t~ 

2 5 6 ] 2 8 256 6 4 

A 

(、

1 

A可i)
3 2 3 2 く 32 <二 32 A 

CJ型

3 2 

6 4 

Lーヱド;:1

く 16 

< 1 6 

く 16 

e三二 1 6 

6 4 

3 2 

3 2 

6 4 

64 

6 4 

3 2 

6 4 

く、 32 

256 

512 

256 

256 

1 2 8 

256 

256 

512 

1 2 8 

256 

<:~ 2 

ぇ 32 

1 2 8 

3 2 

く 32

6 4 

くこ 32 

6 4 

く 32 

1 2 8 

32 

〈二 32 

5 1 2 

1 0 2 4 

256 

6 4 

6 4 

512 

2 5 6 

2.048 

LO 2 4 

1.024 

1-0 2 4 

空2.048

2. 0 4 8 

2 

C J~~ 
2 5 6 256 

2 5 6 

2 5 6 

256 

256 

2 5 6 

512 

1，024 A 

C 
8 

く 16 6 4 5 1 2 128 A 

く 16 6 4 5 1 2 1 2 8 C 
9 

く二 16 6 4 512 1 2 8 

〈二 16 
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表6 インフルエンザA 、 Bjf~が否定された学校集団風邪患者のC型ウィルス l乙対する HI 成績

( 141例)

者

141党 FI FFF1 ペ血清数ア

ど8倍 iド 均 番 -十]tI ~じψ 生!ぺ ァ!と8倍!平均
校
l~ 

ゴ4 l二昇例 抗体価 可E二3 分 {f三 月 日 ilIIl清数 IJ二昇例|抗体価

41. 2. 19 7 。26.2 I 1 0 I中 43. 12. 3 1 0 。2 6.0 

41. 4. 21 5 1 26.2 
11 1 1出 44. 9. 6 6 O 

2 6.3 

3 I q:J 42. 2. 7 1 0 O 25.6 1 2 45.10.27 1 0 O 
26.9 

4 |中 42. 5. 4 1 0 。2 6.6 1 3 46. 2. zl 1 0 。26.1 

5 |小 42. 11. 6 4 O 26.7 1 4 46. 2.24 9 。25.4 

6 42. 12. 8 4 。2 7.5 1 5 46. 6.29 5 O 
2 6.6 

7 |中 42. 12. 22 3 。26.0 1 6 46. 9.25 9 O 26.8 

8 |小 43. 5.20 1 1 。26.4 1 7 47.10. 17 1 0 O 
27.0 

9 |小 43. 6. 6 8 O 
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図 1 年令胃日Ij、 c/青森/1/7 4、c/山形/64 t乙対する H1抗体分布(青森市、 19 7 5 ) 
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県内にむけるポリオ中相抗体保有状況について

佐藤宏鹿福井和ナ

佐藤允武

Tワクチンが按与されてから最早 10数年を経過した。乙の絹果、県内は勿論のこと、我国l乙おいて 8

もポ i).寸は~f L/く蹴少し、長近-C'は野生株によるものは絶無に近い。

!';~什におけるポリ寸中和抗体保有率のワクチン投与後の状配については、すでに、 2 、 3 報告 lノてきた

、う凶はその後の士噸甘Ij保有状況を知る目的で青森，弘前，三戸の血清剖jい、実施したのでその梢果

について報告する。

n 試験法:マイクロトレイによる中和試験

2) 使用抗原:ポリオ I型(Mahone y株)

ポリオ E型 (MEF株)

ポリオ E型(Swkett株〉

3) 対象人血清:

青森市 唱和 50年 5月係取 220件

弘前市 昭和 48年 1(J月採取 235伴

三片町 ClR和 49年 10月採取 1 6 7件

4) 成頼

県内のポリオ民体保有率は、 4倍。スクリーニンゲにおいて、[，監 )~I~ -("は、青森，弘前，三ρω三

地区ともほぼ全国レベル℃あるがI型においては、三パ地区を除〈地l乏では、 1止平令J骨において 20 

%前後低かった。

日 考察および結論

三地区の抗体保有卒、で花目されることは三(:1，乙比較し、百再，弘前一eのPolio ー I型i乙対する免

疫度が低いことが挙られる。生ワクチン投与以来、毒力の強い野生株はほと九ど駆逐されたと考えら

れる今 E3...ポリオに対する免疫獲得の時一のf段はワクチン投与を受付ること℃あると考える。現在

実施しているワクチン 2同投与における抗体i場転卒は PO1 i 0 - IL型の 96%を最両ICIII型 84%、

I型 71%である。つまり I型についてみると 100人の人達がワクチン投与を受けても、そωうち

7 1人iノか免疫を獲得出来ないということを志味する。

先』こも触れたが、三地区ω玩体保再率を 41古スクリーニングでみると、生ワクチン投与婦始以来、

三地区とも全般に I型抗体保宵:.tの低下をみる。これは卦生味が駆逐されたためにポリオウィルスの

自然感染でω免疫繕得が困難となり、これにかわってワクチンωみに免疫獲得を依存するようになっ

たことである。とこλがその頼りにすべき I型の抗体l易転半が 71%と他の型l乙較べて低いこと、こ

れが I型抗体保有率低下ω長も大きな!原因と理解することが出来る。

過去に流行を引き起した型の大半は I型であり、レかも集団免疫レベルが 60"-70%以下』乙なる

と記者が先生すると言われることを考む井せると I~についてはぽつぽつ厄眠状態に入りつつあると

言える。

常』乙安全な免疫 Lノベルを保つには今後、現在ωワクチン投与率を高めることは勿fjjtωこと、 1才半

po 
'Eふィ，.会



以上の人達への I型単独の追力I投与や、更にはインフルエンザ，日本脳炎ワクチンの如く任意投与と

いうことも考慮されてよい時期と考える。

参考文献

1) ポリオ生ワクチンのtJJf究報告 IV

弱毒生ポリオウィルスワクチン耐究協議会報告 ( 196 3 ) 

2) あすをひらく.青森県衛生部， 36-37，1971.

表 1 ポリオ I型スクリーニング時Ij保有率

h 
血 清 稀 釈 4 倍 血清 橘 釈 16 倍 血病 稀 釈 64 倍

青森市 弘前市 二戸町 青森市 弘前市 三戸町 青森市 弘前市 三 p 町

来

。-3 
13/20 11/14 4/ 4 8/20 5/14 4/ 4 5/宮} 0/14 1/ 4 

(65) (78) (100) (40) (35) (100) (25) (0) (25 ) 

4 - 6 17/20 14/28 10/10 12/20 8/28 8/10 2/20 1/38 3/〆 10
(85 ) (50) (100) (60 ) (28 ) (80) (10) (3) (30 ) 

7 - 9 13/20 8/16 6/ 6 7/20 6/16 5/ 6 1/20 。/16 0/ 6 
(65) (50) (100) (35) (37) (83) (5) (0 ) (0) 

10ー15
14/京) 14/18 11/15 10/20 3/18 7/ノ15 。/20 1/18 2/15 

(70 ) (77 ) (73) (50) (16 )， (46) (0) (5 ) (13) 

16 -29 
36/40 37/39 30/32 26/40 29/39 26/32 16/40 9/39 14/32 

(90) (97) (93) (65) (76) (81) (tO) (23 ) (43) 

30 -39 19/20 16/20 32/41 n/20 8/20 9/41 7/20 
(95) (95) I (100) (80) (78) (55 ) (40 ) (22 ) (35 ) 

40 -49 
20/20 16/16 20/20 16/20 14/16 19/20 12/20 6/16 12ノ20

(100) (100) (100) (80) (8}) (9邑〉 (60) (37 ) (60 ) 

50 -59 
20/20 24/24 19/20 20/20 18/24 18/20 16/20 9/24 11/2() 

(10¥)) (100) (95) (100) (75 ) (90) (80 ) (37 ) (55) 

60 -69 
20/20 21/21 20/20 20/20 16/(271 6) 

20/20 日 /20 6/21 11/20 
(100) (100) (100) (100) (100) (65 ) (28) 

70 -
20/20 18/19 19/20 18/20 13/(169 8) 

18/20 9/20 7/19 7/20 
(100) (94 ) (95) (90 ) (90) (45 ) (36 ) (35) 

来(%) 

表 2 ポリオ E型スクリーニンゲ別保有率

h 
血 t吉備釈 4 倍 血 清 掃 釈 16 1音 血病 補釈 64 倍

青森市弘前市 三戸町 青森市 弘前市 二同町 青森市 弘前市 一戸町

※ 

。-3 
16/20 13/14 4/ 4 15/20 10/14 4/ 4 12/20 10/14 3/ 4 

(80 ) (92) (100) (75) (71) (100) (60) (7}) (75 ) 

4- 6 
19/20 26/28 10/(1100 0) 

18/20 23/28 9/10 12/20 6/28 6/10 
(95 ) (92 ) ( 90) (82 ) (90) (60 ) (2}) (60) 

7 - 9 
19/2<) 14/16 6/ 6 18/却 11/16 6ノ/ 6 10/20 1/16 よ/6 

( 95) (87) (100) (90 ) (68 ) (100 ) (50 ) (6 ) (50) 
ー一一一---'-一一一

可
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血清稀釈 4 倍 血 清 稀 釈 16 倍 血泊掃釈 64 倍

古MI--H町 i青森市l弘 戸町村市弘前市ijj
7/20 I 1/18 山

(100)1 (88)1 (93)1 (90)1 (72)1 (73)1 (35)1 (5)1 (40) 

38/40 I 33/38 I 31/32 I 32/40 I 27/38 124/32 I 21/40 I 9/38 I 9/32 
(95)1 (86)1 (96)1 (80)1 (71)1 (75)1 (52)1 (23)1 (28) 

13/20 I 9/41 9/20 
(95)1 (95) 1 (95)1 (90)1 (削(川(削 (ω(45) 

40 -49 I 20~~0，，\ 116(~~ ，\ I 20;:~~" 118<~~" 114<~~" 118<~ ， 110<:~ ， I 8<~~" 114 <~~ 
(10¥)) I (100) 1 (100) 1 (90) 1 (87) 1 (90) 1 (50)1 (50) 1 (60) 

50 -59 I 20(~~ ， I 23<~~" I 20(~~ ， I 20(~~ ， I 18<~~ ， 119~勾 11/20 I 11 /24 I 13/20 
(100) 1 (75) 1 (100) 1 (100) 1 (75) 1 (95) 1 (55)1 (45) 1 (65) 

60 -69 1 19<~~" 1 19/}~1~" 1 20(~0~ ， 1 19<~~ ， 1 15<~1" ， 119<加 15/20 I 6/21 I 11 /20 
(95)1 (90)1 (100)1 (95)1 (71)1 (95)1 (75)1 (28)1 (55) 

70 - 1 20(~~" 119(1~~" 120(~~ ， 115<~~ ， 113<:~" 117<~~" 1 8<~~ ， 1 8<1.~ ， 1 9/20 
(100) 1 (100) I (100) I (75) I (68) I (85 )(40)(42)  I (45) 

来(%) 

表 3 ポリ寸血生!スクリーニング可u保有率

又七F血 清 橘 釈 4 倍 血 清掃釈 16 倍 血清掃釈 64 t音

平令(わ¥青森市 弘司司市 一両町 青森市 弘前市 二片町 青森市 弘前市 三同町

※ 

0- 3 10/20 6/14 3/ 4 3/20 2/14 2/ 4 。/20 。/14 1/ 4 
(50 ) (42 ) (75 ) (15 ) (14 ) (50 ) (0 ) (0 ) (25 ) 

4 - 6 11/20 18/28 9/10 6/20 
8/(228 8) 4/10 。/20 2/28 1/10 

(55) (64 ) (90 ) (30) (40 ) (0 ) (7 ) (10 ) 

7 -- 9 11/(250 5) 10/16 5/ 6 3/20 1/1(6 6) 2/ 6 。/20 0/16 0/ 6 
( 62) (83 ) (15 ) (33) (0) (0) (0 ) 

10 -15 
11/20 12/18 13/15 4/20 

5/(128 7) 
5/15 1/20 2/18 1/15 

(55) (66 ) (86) (2 ()) (33) 11) (6 ) 

16 -29 
35/40 35/38 30/32 24/40 

却 /(3788) 22/32 5/40 2/38 7/32 
(87) (92) (93 ) (60) (68) (12 ) (5 ) (21) 

30 -39 18/20 39/41 17/20 14/20 22/41 11 /20 3/20 6/41 4/20 
(90 ) (95 ) (85) (70 ) (95) (55 ) (15 ) (14 ) (20) 

40 -49 20/20 16/16 19/20 14/20 
8/(156 0) 

15/20 5/20 4/16 8/20 
(100) (100 ) (95 ) (70 ) (75) (25 ) (お) (40) 

50 -59 
19/20 23ノ24 20/20 10/20 

17/(274 0) 17/20 3/20 4/24 10/20 
(95 ) (95 ) (100 ) (50) (85 ) (15 ) (16 ) (50) 

60 -69 
19/20 21/21 19/20 15/20 17/21 17/20 3/20 4/21 8/20 

(100 ) (100 ) (95 ) (75 ) (81) (75) (15 ) (19 ) (40) 

70 -
20/20 18/19 18/20 15/20 13/(169 8) 15/2υ 6/20 6/19 8/20 

(94 ) 94) (90) (75) (75) I (30 ) 竺リ (40 ) 
ーーーー'--- -'----
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と 南場の排水講j畳

}~~ J1~! 一上白子 野日キョウ

高度経済生長にl'日正い、食生活改善が白及、食~)の需要は益々明大守る傾向にある。

従ゥて家畜飼育も専業農家により多頭化[ノ、 1古豚並ひに枝肉の出荷も増え、家畜のと殺己員数も'Ii二々 」シ

の一途壱たどり、と畜場の整備拡充がみられるようになった。

しかしながらと音場排水は一一般に公共用水域又は海域に放流され、環境汚染源となり得る要素を合んて

し、る。

日目和 45年 12月に水質汚濁防止法が制定され、翌 46年 6月施行となり、と畜場の排水処理抱設は特

定施設としtあげられ、排水の規制、届出の義務、改善命令等がなされること〉なり、 51 if6月までの

5年間は猶予期間とし、暫定基準値が定められ、 51年 6月より一律基準を適片]する遥びとなった。

じかじ 48年 6丹青森県条例により八月全面海域と新井田)11、馬問j川など公共用水域は排出される折本

lこ対じては暫定基準よりきぴじい上乗せ基準が適用となった。

と畜場排水については過去にその調査成績もなく、今后の資料とじたいので昭和46年から県内と畜場

ω排水について調査したのでその成績について報告する白

( }j !去〕

J 1 S工場排水試験法 (1974)によった。

調査項目:本来二イオン濃度(P H )、生物化学的酸素要求量(B 0 D )、化学的酸素要求量(C OD  ) 

浮遊性物百(s s )、大腸国肝数、 nーヘキサン抽出合有量(到植物htl日伝類、合有量〕の 6瓜日とじた。

〔成績〕

各と畜場ω調査J!見積 :Na. 4 :5ヶ年の平均航は BODで65.0 2 p p rnで仁乗せ基準伯より大であるが!二

乗せ応準適用后の傾では基準内 fCーあった。 ぞの他の項目では平均flt"lはJJ;?V1rfl:内にあっ 7こが大腸菌群'数で 7

回(3 2 1 0 3 / mJ? )、n- ヘキサン抽出合有量では 2ITj1 ( 6 8 p p rn、33 p pm)の基準オーバー

があった。

No勾 5 : m1'十A~円と音場のうら、この庖設のみが多槽式沈澱法処煙を採用している。この排出水は馬淵JII

iこ政流されるし7)T'上乗せ基準 (800のみ)の適用を受けている。

過去 5 ヶ年rgW)d瓦顧から HOD -c'は時 lr1]基準を超え、大腸菌 t詩歌 L~ll定例の 1/3 が n ーヘキサン弛 11\

合白量{具IJ定例の大部分が基準を超えていた。平均値(5ケ[f-:)は大腸薗群数を除〈各1自白についても規制i

偵を超え、 BODωJJ1きは4oiWJ1i立の約 41t1ーであった。

J必伝 16 乙の抱hぷ支lはぎ3' 槽槽IJ式毛カか〉ら 1凶i吉号性戸巧-]0配己法 lに乙4迂~&豆]され、 ヰ寸Jλ句 鼻

月ωE謝胡査tに乙おいて弘 01臼)(の7)Í-泌1記兄韻は J忌骨正~i~手色兵~ 1伯lC由f白'1( 8 0 l' 巴 lυ)m日1 -， (ωりび:約F灼¥i31甘f')'('J)った。
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.%:18:過去s年間の平均値では基準内(暫定・上乗せ)にあったが B0 D 1 ll:iJ ( 1 1 4. 8 p p m ) ， 

nーヘキサン抽出合訂量で u叶(4 il.5 p pm )の基準伯オーバーがあった。

;16: 1 出去 5"ド明 12 !L1J桟査のう巳長 OD，大揚萌計数を超え、平均lU自ではすべての頃日で規制値以内

ごあ，"-'，たわ

ぷ 2:施設の改善的(昭和 48年12月活性丙泥法)はBOD，n-ヘキサンィ由出合有量の大部分は基

えていたが、改善後は PHのみが唱えて、これは維持官躍が悪いものと且われる口両手口 49 '1ヰから

} U .;1三まrの吉正手公害調査事楢所が行った立入後査時においても l司燥の結果i'得ている。

/伝 6 過去 5"手間 12回の結果℃はBODl凶(5 0 6.7 6 p pm ) ，大腸菌群敏 3凶 (42，66，

:1 6 x 1 0 3 / rn{J )基準に適合しなかったが、平均値ではいずれの項目においても基準内にあった。

.%: 7 : &計[14 9 'q::・7月 面開号泥法を採用、それ以前は後査のj支簡にいずれかの頃日が基準1直を超えて

いたが改善後はそのような結果は見受けられない。

~ 1 0 : 5平間延 8同の調査或績はいずれの項目においても、基準値にあり、施設管理運営がゆきとど

いているものと思われる。

.%: 1 1 : 5q;:t間延 10同の横査で基準を超えたのは nーヘキサン油出合有量 (36 ppm)T~その他は

すべて基準値以内正あった。

4o:3:15両横査のうち PtI 1 [8] ( P H 5.5 )， B u D 6凶， s sが 5副基準値を超えていた。 5平聞

の平均値では BOD，SS，大腸薗d半数がは間平均値を上倒ってし、fこo ~召干口 5 1 ¥平 6月i乙廃止された。

伝 9: .当描設は昭和 38平』乙凋設されたもので多槽式処却方式を採用し、両JIHc直接政成していた。 d召

干日 47 ¥平 1月の使査結果℃は、 sOD，SS，大揚菌苦手数 nーヘキサン i由出合有量が規制1直より大きく、

日間平均においては PrI， (COD規制l外)を除く』長甘 Jますべて不通合であり、け百本日 47平 3月で麗止さ

nt.こ。

4o:13:この施設は載前からのもので、活性tfJlft，法を採帰していたが、処理頭数が少なく H百本日 48年3

月比廃止、その間 2画調査したとこ λいずれも規制値以内正あった。
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多槽式沈澱法

活性汚泥法
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総理府令又は青森県条例で定めた排出基準

項 目

基準別 適用期間 b菌 考

P H B，O-pD pm 
ppm ppm 大腸菌群数/ nーハヰサン

COD s.s mJ? 抽出含有量 mJ?

暫基 準定
46.6.24 5. 8 '"" 300 300 250 30.∞o 日目46.6.21 

51. 6.23 8. 6 (390) (390) (330) 
30 

総理府第令3 5号

基 律準
51. 6.24 120 1却 1回 3.000 

11 11 11 
戸、、，

(160) (160) (200) 

基上乗せ準
48.6.24 60 60 昭48.3.30

F、- (80) (80) 
青森県条例

第 3号

友 2

海域lこ排出する排出水はC.O.D

公共用水域に排出する排出水はBoO.Dの規制を受ける o

司

a
ワL
H

日間平均

最大

仁段

ド段

L註〕
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と畜場番号 5

Il ・---ヘキサン拍
{詰 t行土"-

COD 出合有量ppm

85.00 ∞ 3. 2 x 103 
当1 5n I 5‘6 

210 I 226 I 24 
204 244 9 46. 5 
116 I 187 O. 41 86.81 

132 54 0.82 22.11 

96 300 58 50. 

100 230 16 46.85 

回 75 28 

194 320 46 83. 3 

80 270 9. 8 26. 6 

69 178 20. 338i 

11 11 11 8 

|却 20 O. 41 22.11 

210 320 86. 81 

185. 83 

57. 54 91. 88 17.44 22.56 

一124--



と畜場番号 16 

二土J1:lfiff?l!大同州 UEffl備
考

-ー一一一一ーー『ー--一ーー--J

Tlfi.5 

64 

4.41 

74 

7.!:5 

5.43 

A
は
玄

qtυ 

50.10. 231 10 30 Q
U
 

門

d 24.5 14.0 O 4.8 

泊. 1. 31 I 11 . 30 7.4 195.8 37.5 5.5 

27.5 

:多 槽 式!測定回数， 8 8 '  8 8 8 7 

最小 I6. 5 25.54 I 13.00 0.01 4.41 

最 大 I7.4 I 2，593.36 I 1，240.00 508.00 4.'30.0 

227.75 60.46 102.44 

偏!弔差 fi喧事 0.26 I 812.97 I 448.13 171.34 139.84 126.59 

山町由円引 4 4 3 

最 小 7.3 O 3.4 

区
1
民

13

大

iJM;L
|間同 40.00 120.0 5.50 

82.1 51.62 30.37 30.02 

66.93 22.58 山:J 51.94 (}87l 

一 125-



と畜場番号 6

J手イ-L pm  
CO  50pD p3u77川1ls1s 00 p pm 

ト大腸的R半数ーl1!ι山n--合~千キ1サ31ンpp抽m h日 考
O D  

30 x 103 12. 0 

15.38 53.70 112 42 26 

63.08 87.22 120 66 29.5 

47. 6. 15 11 30 7.8 235.82 55.0 40 36 2.3 

13 45 7.8 240. 40 55 36 O. 004 く 1

15 : 45 7. 8 506.76 70 50 O 4. 8 

必 625110:55|72 26.4 15 14 1.8 く 1

15 20 7. 0 29.9 20. 4 15 1.1 一

50. 1.泊 11 05 55.2 37.0 24 1.5 10. 7 

50. 10. 16 11 30 7.2 7.2 19.0 34 。 2.2 

測定回数 12 12 12 12 11 12 

詞E又王 7.0 7.2 15.0 12.0 O く 1

最 大 7.9 506. 76 87. 22 120.0 66 29.5 

平均値 7. 56 108.68 45.39 48.41 14.86 9.5 

標準偏差 O. 30 142.32 20.45 37. 73 21. 73 9. 34 

丹

h
Uワ』

司自・
9



と畜場番号 7

109 

15 30 7. 7 202.66 552 112 

7.6 990.40 1 500 11，340 540 16.3 

14 30 7.6 11，369.30 210 530 30 7.3 

421 640 1，220 100 76 

9. 8 I 10 : 55 I 7. 4 740.6 520 7 40 72 

14 : 00 I 7.3 735.8 480 85 28 75 

48. 6.25 I 9 40 I 7. 3 11，678.2 380 500 27 125 

16 00 I 7. 2 I 1，824.8 350 410 55 

50. 1. 291 14 : 40 I 7. 1 88.0 37.5 0.11 5.5 95.2 

10. 16 1 12 15 1 6. 2 16.0 3.6 34.5 0.55 8.6 

測定回数 I10 10 10 9 10 9 

多

槽

式

最小I7.2 I泊 4.721 附 81 7 

最 大I7.7 11，824.8 1 640 11，340 

27 7.3 

540 125 

75.73 平均値 I7.48 I 974.76 I 357.98 1 513.2 1 139 

標準偏差 IO. 15 1 507.74 66.40 1 407.501 158.59 38.37 

活 測定回数 2 11 11 11 11 11 

性 取Eヨ 6.2 8.6 16 34.5 I 0.11 3.6 

汚 耳E支i 大 7.1 95.2 88 37.5 I 0.55 5.5 

f尼 平均値 6. 65 52 36.0 0.33 4.55 

f去 |標準偏差| 43.3 36 1.5 0.21 

{JI右耳

岬

tつム



と畜場番号 18 

7.5 

50. 1.27 114.8 37.0 25.5 0.001 く 1

50.10.23 12 00 7. 6 41.4 11. 0 15.5 3. 8 7. 2 

9 8 9 9 9 7 

7.4 17.70 11. 0 4. 0 O O 

7. 9 114.80 46.0 80. 0 4. 0 40.5 

7.52 38. 47 26. 03 31.33! 1.35 9.23 

30.16 12.97 21. 82 1. 73 13.40 

と 畜場 番号

採水年月日 I時 対一 ||P H B O PD pm i l C O pD pmlS S ppm 大腸菌群数 出R一合~有キサ量38.ンpps桶m川I ~コ司

ln:007528拙 78.40 却 12 16.0 

15 00 I 7. 5 I 202.30 I 64. 29 I 80 9.9 12.0 

125 112 5.6 40. 72 

13 55 7. 5 I 180.02 96 60 2. 2 く 1

54 30 1.6 1. 82 

9. 6 I 10 10 I 7.1 I 45.8 40 70 54 85 

13 : 45 7.4 122.0 25 14 3.2 13 

138.2 
212 4aO 

16 1.5 2. 7 

15 10 I 7.2 220.0 2. 0 1.3 

50. 2. 7 I 12 : 20 I 7.0 I 285.5 100 105. 9 15.2 

7.6 11.0 2 12.7 O. 66 7.9 

測定回数 16 11 // 11 /1 12 

HE又三1 小 6.6 11.0 2.0 2. 0 0.37 く1.0

|最人 7.6 1，088.14 220.0 291. 0 54. 0 85.0 

平日 58.09 76.32 8. 27 19.65 

l 耐え守前何o回叩，ー3ーー0し 297.84 1 
55.89 80.83 12.94 23.46 

---1 28-
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8.28 48. 

。8.0 35.0 62. 3 2.0 11 15 1 2. 50. 

16. 7 O 5.2 33.6 1∞.5 4. 8 10 20 50. 11. 20 

10 12 11 12 12 測定回数 1 12

13.22 4. 7 20 14.85 31.03 6. 8 最

245 190 720 320 1，353.5 7.4 大最槽

71.09 

63. 5 

32.57 

48. 74 

216.06 

188.83 

144.46 

106.29 

597.90 

425.98 

7.17 

0.23 

平均値 l

標準偏差

f
u
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2 2 2 2 2 2 

くこ 1O 5.2 33.6 62.3 2. 0 

16‘ 7 
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1.40 

6.6 

35.0 

34.3 

0.70 

-129-
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と畜場番号 11 

月日 CODppm S Sppm 大腸菌群数
n---ヘキサン抽

!桔 :J14 
山;-l1Tt立ppm

一一一一一
12. 17 46.0 12.5 I 0.029 14. 5 

48.0 10.0 I 0.01 9. 0 

52.0 17.5 I 0.01 9. 5 

主7. 主20 75 17.67 4.0 I 1.5 1. 0 

6. 7 25.42 25.28 16.0 1.0 1.:)6 

48. 9. 28 I 13 30 7. 3 68. 9 12.0 8.5 0.89 <二 1

50. 1. 27 11 00 7. 3 207 76.0 55 0.38 3. 7 

50.10. 30 13 40 7. 3 48.6 18.5 18.0 0.3 1.15 

測定回数 8 8 8 8 8 8 
耳【ご文ヨ 6. 7 25.42 12.0 4 0.01 く 1

最 大 7. 5 207.∞i 76.0 55 1.5 14.5 

平均値 7. 2 66.69 36.93 17.68 0.47 5.15 

標準偏差 0.29 54.83 20.69 14.80 0.54 4.84 

と畜場番号 10 

採水年月日 五リ P H 目)Dppm α)Dppm S Sppm 大隈菌群数
nーヘキサン抽

備 考
出合有量ppm

46. 7. 6 10 30 7.5 66.37 42.92 40.0 1.4 x 103 i 36. 0 

12 却 7.5 52.83 37.24 50 4‘7 10 

14 : 30 7.5 102.10 33.52 52 5.2 

47. 6. 5 10 50 6.8 86.83 35.5 38 O. 05 10. 5 

16 10 7.0 84.15 33.5 150 1.8 

48. 7. 1 9 05 6.5 53.0 7.8 33.0 0.022 く 1

14 羽 6.6 31.5 3.2 24.0 O. 36 一

50. 1. 22 10 30 6.6 69.7 14 32 0.08 10.26 
14ω  6.6 72.4 17 37 O. 099 

50.10.23 14 40 6.7 90.9 8.25 214 13 4. 7 

測定回数 10 10 10 10 10 6 

最 6.5 31.5 3.2 24 0.02 く 1

最 大 7.5 102.1 42.92 214 13 36 

平均値 6.93 70.97 23.29 67.0 2.67 12.07 

標準偏差 0.39 20.06 13.90 59.75 3.9 11.25 
令

-130-



と 畜場番号 3 5 1. 6. 3 0 廃止

V. 
ず二~J

12.0 

47. 5.29 9 45 5.5 5お 153 350 0.31 1. 09 

13 35 6.3 798.2 115.2 250 0.19 12.5 

14 35 6.7 1，391.5 134.4 62 2 5. 9 

8.24 14 35 7.2 94.6 123.3 250 0.6 15 

9. 8 10 00 6.4 14.0 18.0 く 1 8 つ】

13 15 6.2 2.8 24.0 900 1.1 2 

9.17 11 40 6.4 32.2 29.5 20 1.5 く 1

13 : 45 7.1 1.689.5 430.0 1，730 9.3 27. 1 

49. 1. z3 10 15 7.3 646.8 230 880 15 25. 1 

14 50 !! 414.7 225 700 19 

50. 1. 29 11 20 7.0 122.5 76.0 65. 0 0.01 4.8 

50. 10. 16 11 00 6.9 18.0 12.0 25.5 o. 02 Z3. 4 

測定回数 15 15 lS 15 15 14 

RE云文3 5.5 2.8 12.0 1.0 o.∞2 〈く 1

最 大 7.3 1，689.5 430 1，730 19 27. 10 

平均 11白 6.72 388‘83 113.45 368.90 3.80 10.77 

標準偏差 0.47 520.38 109.16 470.00 5. 92 8. 77 

q
d
 



と畜場番号 9 4 7 :1 3 1 

! 穴ーで一一ーし _l_UL" "-t:t;，f.'tl/':hて竺村ン折11てー -fl

i P H i試iUpplT1川)lJppmI日内pl1l大腸i判円叫 i:jiヘf正日目口打 IWJ

← 十一一斗一一斗一 一十一 ! -J一一一一一七十一二二人¥トーー
: iO 6. 5 : 373.92 i 162. 0 I 336. 0 35 >< 1ft' 40. 0 

21 12 00 6.8 ら92.0 lA.5 

14 30 7.2 1， 156.23 332冒 5 36 40.5 

ち{!I克凶数 3 3 3 3 3 3 

1[1[ 6.5 373.92 153.0 336.01 21.0 40. 0 

坂 大 7.2 1，156.23 お2.5 592.0 36.0 126.5 

平均値
6. 83 695.99 215.83 428.0 30.66 69. 0 

標準偏差 O. 28 333.98 82.57 116.25 6.84 40.65 

と畜場番号 1 3 4 8.3. 3 1. 廃止

採水年月日 5寺 亥Ij F CODppm S Sppm 大腸菌群数
n-/¥キサン抽 備F 考
出合有量ppm

46. 12.16 日:00 7. 3 167 92 117 2.2 x 103 12.5 

47. 9. 21 9 : 30 12.1 88 116 8. 3 4 

測定同数 2 11 11 11 11 11 

最ー 7.3 12.1 88.0 116 2.2 4.0 

取E二~， 大 167 92.0 117 12.5 

平均(直 89.55 90 116.5 5.25 8.25 

標準偏差 77.44 2.0 0.5 3. 04 4.24 

ヮ“円。



年度 hlJ，処理方式別の成績

多嶺式:‘党政法

+r;キ[]4 6 q::M初にぷb1企した!日はら であったが年々前ー性汚泥t1三号採用じ、昭和 49年からは I施設の

uc_ t( ハたe 計三!日71抱支出掛311-訂 正J

弓ケ¥j:}j:;通 i二-cみると Pti じはし寸，-'"-"Jft (j) !~+二 j立も Jl~ í'1;宅ド、i fこわコ亡 c (jfi 和 49干， .出tll5 0 ¥ドは 1

抱 d'ii17jの調査であったの-e1示<.i 

13 U D1'UU: 4 6年) 4 7 t下i乙比較!ノ T.1 8年は也、しλ尚くなってt-，る σ

C O!lllUは棋やかであるが減ψし工いることがうかがわれる。

5 51直はむしん増加ω1頃|白jにある。

大腸菌群数は 47 '[王が少く 46$， 48~三と幾分下組っている。

nーヘキサン抽出合有量 48年が最も少く 46年， 4 7年の11頃となっているがt"'ず;fLの年fEも慕辛舶

の 30 p pmを超過している。

活性汚泥法

調査を始めた 46平には 8施設-eあったが4， 8平 3月とら 1平 6月に各 1施設治療止され、 48 ~ヰ 8 FI ， 

同年 12月， 4 9年 7月i乙各 1施設が多槽処埠万式より 1舌曲ぢ泥処理万式に変更、現在 10施設が耐性汚

泥処理で操業しているo

P H: 4 7平， 4 9平， 5 0 ~平 l乙 2 施設が基準1直より低い P H 5. 5， 2. 0， 4. 8 OAF水を排出していた。

BOO:平均値-eは 46平は 80 p pmであったが 47 ~平は約 250ppm ，以後僅かではあるが威少

し、 50年は約 40 p p m-eあった。

COD:46'q三から 49平ま:--eは約 50ppm，50年は約 15 p p m-eあった。

s S : 4 8年l乙14 3 p pm， 4 7年 11 5 p p m， 4 9年 lOOppm，46年 75 ppm， 50平

は約 50 p pmで暫時下降の様子がうかがわれる。

大腸歯群数 48平l乙1万/meを越えていたが 50年Kは約 2.5x 1 03 /明ef乙甑少している。

nーヘキサン油出合宿量. 4 6 '1卓i乙約 20 p p m-eあったが 47'"'-' 5 0平ω聞は 10 P pm以下におさ

えられている o

9
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と畜場名 多槽式沈澱法

n ーヘキサン抽
CIT)ppm IS Sppm 大腸!罰群数

出合千f量ppm
{荷 考

21 21 21X 10 17 

13.0 13.0 0.013 4.41 

1，240.0 I 579.0 430 376.5 

平均 7.11 I 641.88 267.63 I 283‘咽 56.66 88.46 

偏差 0.32I 645.12 309.66 I 165.88 110.81 83.92 

n 15 15 15 15 15 15 

耳Eヨ支 6.5 31.03 14.85 7.0 4.5 5.43 

4 7 4 最 大 7.6 1，3θ9.30 640.∞ 1，340.0 540.0 245.0 

平 均 7. 14 臼 1.10 233.04 303.86 64.51 56.10 

偏 差 O. 32 400.18 200.72 403.69 129.14 57.90 

n 6 6 6 6 6 3 

最 6.5 183.7 43.0 75.0 11.0 83.3 

4 8 3 最 大 7.4 1，824.8 380.0 720.0 55.0 123.0 

平 均 7. 03 937.83 203.96 362.5 33.33 1α~26 

偏 差 0.32 696.13 129.99 215.47 14.12 17.23 

n = 1 6.7 254.5 80 270 9.8 26.6 

耳Eヨ支

4 9 1 最 大

平 均

偏 差

nニ 1 7.0 384.5 69.0 178.0 20.0 33.8 

最

5 0 1 取Eゴ 大

平 均

イ扇 差

A
守q
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j去i尼汚f主活名場畜と

22 22 20 

ltj;z t 6.6 13.86 32.0 10.0 0.002 6.5 

4 6 8 再t 大 7.9 256.28 92.0 291-0 66.000 68.0 

平 t:) 7.4 80.82 51.07 75.97 8.790 21.67 

偏 差 0.29 70.45 16.48 58.09 16.17 14.98 

n 22 2 23 23 23 22 

最 5.5 2.8 11.6 1.00 。 1.0 

4 7 8 最 大 7.9 1，391.5 153.0 900.∞ 34.0 85.0 

平 均 7.08 257.52 59.96 115.43 7.07 9.72 

偏 差 0.60 371.55 43.03 189.62 13.43 18.56 

n 15 15 15 15 15 9 

最 6.4 17.7 3.2 2.0 O 1 

4 8 8 l最 大 7.5 1，689.5 430.0 1.730.0 120.0 27.1 

平 均 7.1 169.2 48.19 143.76 13.58 4.5 

(同 〆当'1竺二 0.34 429.14 102.75 424.44 30.18 8.03 

n 11 10 11 11 11 10 

IEi三五オZ 2.0 40.50 2.0 20 O 1 

4 9 1 0 最 大 7.7 285.5 100.0 720 9 15.2 

l平 均 6.67 112.51 51.81 103.31 1.02 6.08 

偏 差 1.51 73.27 32.96 195.74 2.55 4.35 

n 10 10 10 10 10 10 

最 4.8 7.2 2.0 5.2 O 1.15 

5 0 1 0 取 大 7.8 100.5 33.6 214.0 13.0 23.4 

、ド j勾 6.96 37.77 16.78 47.94 2.68 7.53 

偏 差 0.85 31. 75 8.74 61.63 4.29 6.71 

「
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〔あとがき]

と:治土号付動物ωと続時半、14，fCt't"、なれ、そ U緋水はrln 白今1ì'Ufこ r~~}] {異母向機排水でくーのJ京本ωs0 D1tfjは数

r ゲ"、手と βわれて(、る。

は物品1， it:字r(jfj d~ と生物化学的 httJこ大泊りきれるが、と fff場fJF水のよろな有機排水につ

、~，_:~~ゴbJ 'l~刊による刀法が必ずるといおれ、硯 iこ県内 -e{i主菜していると tfj場ω大;部分は活性汚th~

乙白井fりしている。 i'ti性I号民法は微生物活動と排水中ω台.機物靖化分併と tこより号機化処

ずる /:f(LT':Y)る。

lf々 込槽式処士宅万五;7)>ら1古性丙記処理万式』乙移り、場合::-eは 1施設のみが多槽式処t里万式を採用してい

る'，.，こω施戸iiAも八1弓市を流れるJ可)I ¥1乙排水が成流され、 48平6月から上乗せ基準ω通用を受け、 BOD

値ではu間平均 60 ppm，長大 80 p pmというきびしい組制をうけ、f-lつ本平度からの il基準をも

併せ受けざるを得ず早崩に施設の改善がなされるものと，忠むれる。

活性問拠理万式の施設においても一律基準が適用される 51年 6月からきびしい規制になるので一層

の管理運営が望まれるo

調査成績にもみられる姐く施設そのものがよくとも、それに伴なう維持管理の面が重要で、専門技術者

が要求される点以である。ましてや北国の積雪寒冷地借においては冬期1正面改、 BODの法去率が悪く今

後の問題点となろう ο

cu 
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